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1デ タ 処 理

●

.
●

■

.

.
ヨ

φ.

'

情 報 化 時代 と言 われ て い る今 日、 情 報 は 企 業 内外 に氾 濫 して い る。 氾

濫 して い る情 報 の 中 で、 自分 に とって 必要 な情報 は 何 か、 ま た、 ど こに あ

る のか を見 極 め な けれ ば な らない。 企業 に とって必要 な情 報 に 関 して も、

同様 で あ る。 現 在 、 従事 してい る業 務 に関 す る専 門書、 機 関誌 、 雑 誌 等 の

数 を取 り上げてみて も、それ らが本 屋 の書 棚 に あふれ て い る こ とか らもわか る。

発行 され て い る書 物 を全 部 読 む ことは、 不可 能 に近 い。 そ こで、 ま ず必 要

な本 を選択 しな け れ ば な らない。 本 の選 択 の基 準 は、 そ の本 に 必要 な情 報

が あ る か とい う こ とで あ る。 つ ま り価 値 のあ る情報 と、 価 値 の ない情 報 に

分 け なけれ ば な らな い ので あ る。 この様 に、 情報 が社 会 に 氾濫 して い る背

景 には 、 社 会 構 造 の複雑 化 とい う ことが い え る。社 会 が 複 雑 で ある こ とは、

社 会 に対 応 してい こ うとす る企業 に 拾 い て も、 同様 に 複 雑化 現 象 を と らざ

るを得 ない 。 企業 内部 が 複 雑 に なれ ば、 事務 が 複雑 に な って くる こ とを意

味す る。

一一方
、 事務 長 も増 大 の一途 をた どって い る。 従 来 は、 事 務 量 の増 加 に 対

して、 事 務 員 の補 強 に よっ て処 理 を してき た。 しか し、 人 件 費 の高騰 を考

え る時、 い つま で も人 手 に よる ことは で きず、 機械 化 せ ざ る を得 な くな っ

て きた。

デ ー タ量 も増 加 す る一 方 で、 デ ー タの整理 、集 計等 に 時 間が か か りす ぎ

る ように な って きた。 集 計 等 の作成 に 多 くの時間 を費 す た め、 集 計 が で

きた ころに は、 周 囲 の状 況 が変 わ って いた とい う ことに もな りかね ない。

○○ 日の売上 日報 が 、数 日後 に作 成 され た ので は、 販 売 担 当者 は つ ぎに

どの ような販 売 戦 略 をた て れ ば よい のか わ か らな くな る。

迅速 に販 売 分 折 をす る ことが で きれ ば、 よ く売れ て 利益 の 出 る製 品 の生

産量 を増 し、 売れ な い製 品 は 、生 産 を中止 す る こ と もで きる。

計 画 的 に生 産す る こと も、 有 効 な情 報 を速 やかに得る ことに より、 可 能 に

な るわ けで あ る。 ま た売 掛金 の回収 状 況 な どが、 す ぐに把握 で きない よ う

一1一



では 、 貸 し倒 れ に よる大 き な損 失 を招 くこ とに もな る。

在 庫 に お いて も、 正 確 な情 報 が 必要 で あ る。 在庫 が 少 なす ぎる と、 客 を

失 な う結 果 に な る。 在庫 が 多す ぎる と、 資 金が ねて しま う。 企 業 と して は
、

在 庫 に かか る全 費 用 を最 低 に した い。 この 問題 を解 くた め には 、 数 学 的 な

手法 も必要 とな っ て くる。 今、 この計 算 を人 手 で行 な うと、 計 算結 果 の 出

た こ ろには・ 在 庫 の状 況 が 大 き く変 わ っ て い るに違 い ない
。 そ こで在 庫管

理 に お い て も、 コ ン ピュ ー タ を利用 す る部 分 が数 多 く考 え られ るわけ で あ

る。

給 与計 算 で も、 コ ン ピュー タは・よ く利 用 さ れ る。.給 与 の計 算式 は 、企

業 に よって 決 ま ってい る。5,000人 もの従 業 員 を かか えてい る企業 で は、

そ の従 業 員 の給 与 計 算 をす る のに、 数 人 の社 員 が数 日 を必 要 とす る で あろ

う。 しか も人 手 に よる計 算 には、 誤 りが生 じやす い と とは 言 うま で もない。

この よ うな人 間 が 最 も苦痛 で退 屈 な くり返 し作業(単 純 作業)を
、 コ ン ピ

ュ ー タに お きか え る ことに より、 人 間 は人 間 らしい仕事
、 創 造豊 か な仕 事

をす る時 間 を多 く持 つ こ とが で きる ように なる。

コ ン ピュ ー タは、 事 務上 の作業 を減 ら し
、 経 営 管理 を改 善 してい く道具

と して、 各方 面 で利 用 され て い る。 この利 用 の し方 を、 以 下 の事例 に より

検 討 して み よ う。

II事 例 研 究

1情 報検 索 シ ス テ ム

情 報 検 索 が、 具体 的 に どの ような シス テ ム で行 な われ て い るか を説 明

し よう。

(1971年 版 コン ピュー タ白書 よb)

A運 輸省 の 自動 車 登 録検 査 シス テ ム

運輸 省 の 自動 車 登録 検 査 デ ー タ通信 シス テ ムの サ ー ビス が1970年

3月2日 か ら習志 野 と東 京 の コ ン ピ ュー タを結 ん で 始 ま った が、 同年

6月1日 に は東 京 と関 東 各 地 の 陸運 事務 所(支 所 もふ くむ)11ヵ 所

の サ ー ビス が 開始 され た。1971年10月1日 に名 古 屋 陸 運 局 と大 阪
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陸 運 局 管 内 に・1972年4月 には 札幌 、仙 台、 新 潟、 広 島、 高松、 福

岡 の各 陸 運 局 管 内 に実 施 地域 が広 がb、 最終 的 には全 国65ヵ 所 す べ

て オ ン ライ ン化 され る。

わが 国 の 自動 車保 有 台数 は1960年 度には全 国 でteよ そ340万 台

にす ぎなか っ た が・1969年 度 に は1 ,653万 台、さ らに1974年 度

に は2,900万 台 に達 す る と推 定 さ れ て い る。

この よ うな 自動車 保 有 台数 の 急増 に と もなっ て
、 登録 検 査業 務 は 従

来 の ように 人 手 に よる処 理 では さば き きれ な くな り、 コン ピュ_タ を

導入 す る ことに より敏 速 に処 理 す る こ とが要 請 され た。 そ こで 自動 車

の"戸 籍"を1ヵ 所 に集 めて、 コ ン ピ ュー タに登 録 してtoき
、 全 国 ど

この陸 運 事 務 所 か らで も登 録変 更 が で きる よう なシス テ ム を電 電 公 社

が 運輸 省 か ら委 託 を受 けて 設計 した。 この シス テ ムは
、東 京丸 の内 の

自動 車 登 録 セ ン ターに コ ン ピュ ー タ2セ ッ トを設置 し、 これ と各陸 運

事 務 所 、 支所 間 を毎 秒1,200ビ ッ トの通 信 回線 で結 ん でい る。セ ンタ

ー の コ ン ピ ュー タは 記憶 容量524KC
、 周辺 装 置 に は1台 あ たb、

teよ そ250万 台分 の 自動車 の登 録 内容 が フ ァ イノレで きる磁 気 デ ィス

ク装 置 が あ り・ タ ー ミナル と して は各 陸 運 事務 所 で情 報 を入 出 力 す る

マ ー ク シ ー ト ・リー ダ ーと プ リン タが あ る
。 プ リン タは3枚 コ ピー式

で・1枚 目は 陸運 事 務 所 の控 え、2枚 目は登 録 事 項 と通 知書 な どで、

3枚 目は 自動車 検 査 証 、 ま っ消 登録 証 明 書 、登 録 事 項 等証 明書 いずれ

に も使 え る・ この シス テ ムの適用 業務 は 次 の よ う嵯 録 関係 検 査 関

係 、 管 理 の各 業 務 か ら成 って い る。

〔登 録 関 係 〕 新 規 登 録、 移 転登 録 、 変 更 登 録、 ま っ消登 録 、 更正 登

録、 抵 当 権 登 録 、番 号 変 更 、 登録 事項 等 証 明書 発 行 な どの業務

〔検 査 関 係 〕 新 規検 査、 継続 検 査、 臨 時検 査 、構 造 変 更検 査、 自動

車 検 査 証 記 載事 項 の変 更、 自動 車検 査 証 の再 交 付 な どの業 務 。

〔管 理 〕 保 有車 輌 数 、 市郡 区 別 車 輌数 、 形 状 別車 輌 数 な どの統

計 業 務 、 各 種 ファ イル に対 す る問合 せ業 務

この シス テ ムは・ わが 国 で初 めて の オ ン ラ イン ・リアル タイ ム の本

格 的 な情 報 フ ァ イ リング ・シス テ ムで あ る。 この シス テ ムに おい ては
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自動車 の検 査 登 録 に関 す る原 簿 記録 を格 納 す る大容 量 の ラ ンダ ム ・ア

ク セス ・フ ァ イル(即 時 読 み出 し式 フ ァ イノレ)が 中 枢 を な して お り、

また各 事務 所 で の情 報 の入 力 は、 マー ク シー トに よる 申請 書 に 鉛筆 で

ア ンダー ラ イン を引 くだ け で よ く、 手続 き方 法 が簡 便 な こ とが 特 長 で

あ る。

且 社 会保 険庁 の年 金 問 合 せ シス テ ム

社会 保 険 庁年 金 保 険 部 で、 オ ン ライ ンに よる年 金 問合 せ シス テ ムが

1970年11月 稼 動 しは じめた。 この シス テ ムは バ ッチ処理 に よる

不備 を改善 し、 各地 に あ る社会 保 険 事務 所 な ど同庁 の全 組 織 を結 ぶ オ

ン ライ ン ・シス テ ム で、 事務 処 理 の能率 化 とサー ビス 向上 を図 る のが

目的 で あ る。

1970年 に始 ま った シス テ ムは、 大 規模 な シス テ ム建 設計 画 の第

1段 階 で あ り、 同年6月 に設 置 され た コ ン ビ=一 夕3セ ッ トの うち、

2セ ッ トを より高性能 の(記 憶 容 量393KB、262KB)に か え

て、処 理 能 力 を強化 した。 フ ァ イル に は磁 気 カー ド、端 末 に は ビデ オ

・デー タ ・ター ミナ ル(プ リ・ンタ つ き)を 使 用 して、 問 合 せ応 答 形式

の照 合業 務 、 諸変更業務、 再交付業務を行 な う。 磁 気 カー ド記 憶 装 置 に

は、 裁定 原 簿140万 件 、 失 権i原簿10万 件 、 氏 ・名索引 デ ー タ150

万 件 が 記録 さ れ てい る。

同庁 は、 この シス テ ムに よって 裁定 原 簿 の問合 せ 、諸 変 更業 務 、年

金 証書 再交付 、 支払 通知 書 再 交付 、 支 払 案 内書 再 交 付 な どの処 理 を行

な って い る。

このオ ン ラィ γ ・シス テ ムは、 従来 のバ ッチ ・シス テ ム と く らべて、

①裁 定 原 簿 に つ ね に最 新 の 内容 を記録 す る ことが で きる、 ② 氏名 に よ

る問合 せが 可 能 で あ り、 ③ フ ァイル は裁 定 原簿 と支 払 い テー プ を統 合

させた 形 な ので、 回答 作 成 が 容 易 であ る な どの利 点 が ある。

C.国 立 国会 図書 館 の機 械 化

ライ ブ ラ リ ・オー トメー ショ ン と よばれ る図書館 の機 械化 は 、

1960年 代 に は し(って ア メ リカ、 イギ リス、 西 ドイ ツな どで開 発 さ

れ る よ うに な った。 図 書館 の機械 化 は図書 ・雑誌 な ど の資料 の発 注 ・
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受 入 ・製本 な どに と もな う帳票 類 の作成 、 資料 の流 れ や購 入 費 の コ ン

トロー ル、 目録 カー ドの作 成、 貸 出資料 の コ ン トロー ル な ど図書 館 の

事 務 処 理 お よび受 入 資料速 報 ・閲 覧 目録 ・主題 別 文献 目録 ・索 引 ・抄

録 な どの編 さん に コ ン ピュー タを利 用 して行 なわれ る。

図 書館 の機 械化 で処 理 す べ き書 名 ・著者 名 そ の他 基 本 的 なデ ー タは 、

どの図 書館 に も共通 して い る。 ま た図書 館 の機械 化 の経 費 の85%は

人 件 費 で あ る とい われ て い る。 したが って、 内 外 の資料 を最 も豊 富 に

収 集 し整 理 してい る国会 図書館 な どで、 一元 的 に デー タ を入 力 して 機

械 可読 の文 献 情 報 を磁 気 テー プ の形 で頒 布 す れ ば、 他 の 図書 館 の 機械

化 は そ れ だ け省 力化 され る と同 時 に、 磁 気 テ ー プ に入 力 され た記録 の

標 準 化 も確 保 され る。1965年 に 発足 した ア メ リカ議 会 図 書館 の

MARC(MachineReadabeCataloging)プ ロジ ェク トは
、 この

よ うな考 え か ら計 画 さ れた もので あ り、1969年3月 か ら磁 気 テ ー

プ を毎 週1巻 づっ頒 布 して い る。 この プnジ ェク トは 、 著 作権 登 録 の

た めに同 館 に納 本 され るア メ リカの出 版物 は も ちろん 、 同 館が 世 界 各

国 か ら精力 的 に収集 して い る 資料 の う ち、 英 語 で書 かれ た図 書情 報 だ

け を収 録 して い るが 、 独 ・仏 そ の 他 の言 語 や 同館 所蔵 の過去 の出 版 物

へ とそ の収 録範 囲 を広 げ よう と してい る。

ア メ リカ議会 図 書館 が実 験 的に 作成 頒布 したMARCテ ー プ の高 い

利 用 価 値 が、 そ のパ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジェク トに よって 実 証 され る と、

世 界 各 国 の国立 図書 館 な ど国 内出版 物 総 目録 を刊 行 して い る機 関 が、

そ の 目録 を ア メ リカ のMARCを 互換 性 の あ る機械 可 読 の形 に変 換 す

る こ とに大 きな関心 を もつ よ うに な った。 イギ リス ・西 ドイ ツは す で

に そ の仕 事 に着 手 し、 そ の他 の国 々 もそ の実施 を検 討 な い し準 備 中 で

あ り、 将 来 は 各 国相 互 にそ の磁 気 テー プ を交 換 し よ うとす る意 向 も強

'まって い る
o

わが 国 の 国 内 出版物 総 目録 と して は、 国立 国 会 図書館 が納 本 制 に よ

って収 集 した国 内新刊 書 の情 報 を 「納 本 週 報」 お よび そ の年 間版 で あ

る 「全 日本 出版 物 総 目録」 と して刊 行 ・提 供 して いる。 ま た、 そ の新

刊 書 の 目録 カー ドを印刷 カー ドと して頒 布 し、 他 の図 書館 の 目録 作業
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の省力化 を助けてい る。 さ らに国立国会 図書館は、雑誌論 文を検 索す

るた めの 「雑誌記事 索引」、 国会の本会 議 ・委員会の会 議録 を発 言者

別、事項別に検 索す るための 「国会会 議録 索引」、 「洋書速報」 「外

国政府刊行 物受入案内」 「海外科学技術資料月報」 な どの受入 資料速

報、各種 の主題 別文献 目録、 図書館間 の資料相互貸借 のた めの 「新収

洋書総合 目録」 な どを刊行 している。

国立国会 図書館は数年前か ら、 これ らの 目録 ・索引類の機械編 さん

の調査 ・研究を お こなって きていたが、 前記 の ような図=書館 機械化 の

世 界 的動 向 に うなが され て、1969年7月 、 業 務 機械 化 準 備 室 を設

け、 図書 館業 務 の機械 化、 日本 の国 立 図書 館 として の情報 処 理 シス テ

ムの 開発 を め ざ し、1970年1月 か ら、 コン ピュー タ と漢 字 出 力 機

と を組 合 せ た コ ン ピュー タ ・シス テ ム の稼 動 を開 始 した。 当 初 漢 字 を

ふ くむ 日本 語 の情 報 処理 の パ イ ロ ッ ト ・プ ・ジェ ク トと して の 「国 会

会 議 録 索 引」 の機械 編 さ ん、 ア メ リカ議 会 図書 館 か ら毎週 送 られ て く

るMARCテ ー プ を利 用 して の 目録 作業 、 欧 文雑 誌所 蔵 リス トの機 械

編 さん か らは じめて文 献 情 報 を蓄 積 して い き、 日本 に お け る文献 情 報

の デー タ ・バ ンク を つ く りあげ て い くこ とを 目標 と して い る。

D・ 日本 開 発 銀行 の財務 情報 分 析 シス テ ム(FIANSE)

日本 開 発 銀行 では1970年8月 、 一一定 の様 式 に 遮 った デ ー タ ・フ

ァイル で あ れ ば、 どん な フ ァイル で も対 象 に して任 意 に検 索 を行 な っ

た うえ、 い ろ い ろな 加工 を施 して一 連 の財 務 諸表 を プ リン トア ウ トす

る財 務 情 報 分 析 シス テ ムFIANSE(FinancialInformation

AnalysisSystem)を 開発 した。

同行 は 長 期 資金 の与 信 業務 を主 とす る政府 関係 金 融機 関 と して の性

格 か ら、 業務 上 の種 々 の判 断 に 必 要 な経 済全 般 、 あ るい は 個別 産業 、

個 別 企業 に 関 す る資料 を作 成 す る必要 が きわ めて 多 い。 した が って コ

ン ピュー タ の適用業 務 は業 務 企 画、 調査 デー タ の蓄積 利 用 とそ の デー

タ を基 礎 とす る応 用 分 析 に重 点 が お か れ、 企 業 の経 営 分析 、 業 界 動 向

の把 握 な どの ため に欠 かす ことの で きな い基 本 的 な情 報 の ひ とつ で あ

る財務 諸 表 の デー タ を長 期 蓄積(1955年 以 降)し 、 同行 内 部 の 利
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用 者 の利 用 目的 に 合致 した もの を、 欲 す る ときに
、 欲 す る形 に、 整理

加 工 して 利用 者 に提 供 して い る。

同行 が デ ー タ ・バ ンク に著 積 してい るデー タの収 録 状 況 は 次 の とお

りで ある。

,

表1デ ー タ収 録状 況

区 分 デ ー タ項 目数 収 録 期 間 収録社数 原 資 料 備 考

国内企業

(上 場)

237項 目 1956年 度以 降 1430 有価証券報告書

国内企業

叡引分

46 1967年 度 以 降 2079 営業報告書 完 済 会社 を含 む

700社 につ い

て は1961年 度

以 降収 録

米国企業 179 1964年 以降 244. SECへ の年次

報告書

コ ン ピ ュス タ

プ ト(米 国)

60 20年 間 1000 コ ン ピ ュ ス タ ッ

ト

米 国 ス タ ンダ ー

ド ・ス タテ イス

テ ィ ク社 よ り導

入

英国企業 (179) 1964年 以 降 72 年次報告書

フ オ ー チ ュ ン15
|

1962年 以 降 し オー チ 。ン誌
一

しか し なが ら、 これ らのデ ー タ の処理 システ ムは
、 個 々 のデ ー タに

ほぼ1対1で 対 応 し て シス テ ムを も ち、1シ ス テムは マス ター 作 成
、

検 索、 加 工、 出 力な どkよ そ15の プ ログ ラム か らな る複 雑 な状 態 に

あ り、 デ ー タの 蓄積 が増 加 す るに つれ、 プ ロ グ ラム管 理 も繁 雑 に な る

結 果 と なっ てい っ た。

そ こで、 い ろい ろ な デー タ ・フ ァイル で も汎 用 性 を もって 扱 え る う

え に・操 作 方 法 が簡 単 な シス テ ム と して 開発 され た のが
、FIANSE
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で あ る 。

FIANSEは 、 イ ン プ ッ ト項 目 が300項 目 以 下(キ ー 項 目30、

デ ー タ 項 目270以 下)で あ れ ば 、 い か な る デ ー タ ・ フ ァ イ ル で も 処

理 可 能 で あ る 。

図1FIANSEの プ ログラム 構 造
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FIANSEプ ログ ラム構 造 は図1の よ うに、 シス テ ム ・コ ン トロー

ラの管理 下 に 全 プ ・グ ラ ムを お き、 操 作 の簡 易 化 をは かっ て い るが、

プ ログ ラム はそ れ ぞ れ モ ジ ュー ル化 され て い る。 同 シス テ ムに よる処

理 は次 の3つ に分 かれ て い るo

(1)デ ー タ検 索 処 理

財務 デ ー タ ・フ ァイ ルか ら任 意 の企業 、 任 意 の期 間、 任 意 の項 目

をそ れ ぞ れ 抽 出 し、 テ ー プに 出 力す る。

お もな検 索機 能は 以下 の通 りで あ る。

(4)5つ の キー(た とえ ば国、 業 種 、会 社、 決 算期 な ど)に よる抽

出。

(ロ)任 意 の期 か ら任 意 の期数 だ け の抽 出。

内 任 意 の項 目の み の抽 出。

⇔ 生 デ ー タ あるい は加 工 デ ー タに条 件 を付 した上 での抽 出。

団 決 算 期 調整(半 年 ベース ・デー タ の年 換 算)後 の抽 出。

8抽 出 期 間 と出 力期 間 とを変 え る こと も可 能。
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D

●

(2)定 型 的 な デー タ加 工 お よび出 力 ・処 理

(1)で 抽 出 され た フ ァイル を対 象 に一 定 の演 算加 工 を して、 損 益 計

算 書 、 貸 借対 照表 、 資金 運用 表 な ど一 定 の財務 諸表 を プ リン トす る。

お もな機 能は 以 下 の通 りで ある。

(/)任 意 に 次 の6表 の中 か ら指 定 し出 力。

F1.

F2.

F3.

F4.

F5 .

F6.

損益 ・財政状況要約表

損益状況表

財政状態 ・財務比率 表

資金運用 表

付加 価値生産性指標

そ の他諸 指標

←)企 業 別 時 系 列 、 合計 時 系 列、 数 社 並列 を任 意 に 出力。

(3)不 定型 的 な(任 意 の)デ ー タ加 工k・ よび 出 力処 理

(1)で抽 出 され た ファイル を対 象に任 意 の演 算 加 エ を して、 指 定 の

表 に編 集 プ リン トす る。

お もな機 能 は 以 下 の通 りで あ る。

(d)使 用 頻 度 の高 い 演 算 式 は当 該 システ ムに登 録 し(100個)随

時 使用 。

(ロ)四 則演 算 の 範 囲 内 で あれ ば、 演 算式 を カー ドか らイ ンプ ッ トし

て任 意 の加 工 。

◎ 出 力形 態 と しての タ イ ム ・シ リー ズ型 とク ロス セク シ ョン型 い

ずれ か の 出 力。

←)抽 出 条 件 を付 した 場 合に判 定結 果 のい か ん を示 す会 社別 リス ト

の出 力。

θ 企 業 別 、 数 社 合 計、 平 均 の い ずれ か の演 算処 理 。
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Eカ ル テの情 報 検 索

個 々 の患 者 のデ ー タが 記 録 され て い る カル テ を整 理 し、 いつ で も患

者 の状 態 を知 る ことが で きる ように す る と と もに、 多 くの病 例 の 中か

ら似 た病 例 の 患 者 に対 す る投 薬 効 果 を示 す デ ー タな ど を引 き出 す こ と

に よって医師の診断 を治療 に対す る参考 とす る情報検索 システ ムが始め られた。

a)国 立 ガ ン ・セ ン ター の国 際 胃 ガ ン情 報 セ ン ター

国立 ガ ン ・セ ン ター では 、1970年9月 「国 際 胃ガ ン情 報 セ ン

ター 」 を設 立 、 全 国 規模 で、 胃ガ ン患 者 の登 録 を開始 した。

この国 際 胃ガ ン情報 セン ターはWHOの 依 頼 に よって設 置 され る

もの で、

① 胃ガ ン患 者 の早 期 診 断 の基 準 をつ くる

② セ ンター 加 盟 の9カ 国(日 本 のほ か、 チ リ、 イ ギ リス 、 フ ラ ン

ー10一
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ひ

o

ス 、 ソ ビエ トな ど)が 胃ガ ン患者 を登 録 し、 追 跡 調 査 をす る

③ 情 報 交 換 と各国 の協 力

④ 研 修 者 の受 け入 れ

な どを主 な事 業 として い る。

国 立 ガ ン ・セ ンター で は、 毎年 、 公私 立大 学病 院100、 国立 病

院100、 設 備 の整 っtc-一 般 病 院450の 専 門 医(主 と して手 術 を

担 当 した 外 科 医)に 調 査表 を送 り、 そ の年 に 胃 ガンの手 術 、 ある い

は治 療 を した患者 に つい て① 腫 瘍 の大 きさ② 胃 の切 除 範 囲③ 合併 切

除 臓 器 ④ ガ ン の深 達 度 ⑤手 術 の方 法 ⑥化 学、 放 射線 治 療 の方 法 ⑦ 胃

ガ ン病 巣 の数 ⑨医 師 の参 考意 見 な ど専 門的 な50項 目の質 問 に 答 え

て も らう。

この 内容 は セ ン ター の コ ン ピュー タに記憶 させる か、 調査後 の患

者 ¢1容体 は各病 院 か らセ ン ター へ連 絡 され、 追 跡 調査 が 行 なわれ る。

とれ らの650の 病 院 では、 わ が 国 の 胃 ガ ン患者 の お よそ80%

を扱 って お り、 調 査 、 登 録 が ス ムー ズ に進 め ば、 胃 ガ ンの発 生 状 態

や治 療 状 況 が全 国 規 模 で わ か る。

この結 果、 医 師た ちは 胃 ガ ン治 療 の 方法 を各病 院 の多 くのケー ス

と比 較 ・検 討す る こ とが で きる よ うに な り、 最 も患 者 に 適 した 治 療

方 法 が考 え られ る よ うに な っ た。

この よ うな大 規 模 な登 録 は 、 デ ンマ ー ク、 フ ィン ラン ド、 ニ ュー

ジー ラ ン ド、 ノル ウ ェー な ど数 力国 で行 な われ て い るだ け で、 わ が

国で は初 め て の ことで ある。

b)日 本 心 臓血 圧研 究 所 の心臓 病 情報 検 索

東 京 女 子 医科 大 学 付 属 日本 心 臓 血 圧 研 究所 が開 発 した病 院 情報 管

理 シス テ ムは 、 同研 究所 と富 士 通 ㈱ が2年 来 の共 同研 究 に よって、

1970年6月 完 成 した もの で、 当 初2万 人 の患 者 デ ー タを記憶 さ

せ、 最 終 的 に は10万 人分 を記憶 さ せ る予 定 で あ る。

患者 の臨 床 デー タ をす べ て マー ク シー トに記 録 し、.磁気 テー プ に

移 し かえ る。1人 の患 者 の記 録 内容 はk・ よそ1万 項 目に な る。 例 外

病 状 は マ イ ク ロ ・フ ィル ムに よっ て別 個 に保 存 す る 。 同研 究所 の各
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診断 室 には、 コ ン ピュー タ と結 ん だ デ ィス プレ イ装 置 が あ り、 医師

は診 察 す る患 者 の過 去 の病 歴 や手 術経 過、 類似 の症 例、 投 薬 効果 な

どの必要 なデー タ を写 し 出す こ とが で きる。 ま た コン ピュー タに よ

って 自動 編 集 した カル テ の要 約 や、 諸 検 査 デ ー タの一 覧 表 な ど も作

成 で きる。 将来 は、 全 国 の希 望 す る病 院 に オ ン ラ インで デー タ を提

供ナ る計 画 もたて られ て い る。

2・ タイム イジ 土ア リジグ ・シス テ ム

タ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム につ いて、 日本 電信 電話 公 社 と

石 川 島 播磨 重 工 業 の 例 を説 明す る。

(1971年 度版 コ ン ピ ュー タ白書 より)

⊥ 日本 電 信 電話 公 社 のデ ー タ通 信 共 同 利 用サー ビス

日本 電信 電 話公 社(以 下 電 電 公 社 とい う)は 、1970年9月16

日、 公衆通 信 回線 を利用 した試 行 役務 として 、 デ ー タ通 信共 同 利用 サ

ー ビス の うち 「販 売 ・在庫 管 理 サー ビス『(DRESS)」 「電 話 計 算

サー ビス(DIALS)」 「科 学 技術 計 算 サー ビス(DEMOS)」

の提 供 に つ い て郵政 大 臣 の認 可 を得 た。 そ の実施 の場 所 お よび開 設 時

期 は、表2の とお り で ある。

勺

6

表2DRESS・DIALS・DEMOSの 開設 時期

場 所
種類 東 京 大 阪 [名 古 屋

DRESS 1970年9月 1971年1月 1971年 度

DIALS 1970年9月 1971年3月 1972年 度

DEMOS 1971年3月 1971年6月 1972年 度

これ らの サー ビスは、 い ずれ も電 電 公 社 の設置 す る デ ー タ通 信 セ ン

ター の超 大 型 コ ン ピ ュー タと利 用者 の端 末 装 置 とを公 衆 電話 回線 で結

び タ イム ・シ ェア リン グ ・サー ビス を行 な う もの で あ り、3種 のサ ー



ビス内 容 を比 較 す る と、 つ ぎの とお りであ る。

表5サ ー ビス 内容 の 比較

●

●

サー ビ ス種 別
DRESS DIALS DEMOS

サ ー ビス 内容

処 理 形 式
即時処理
一括処理

即時処理 即時処理
一括処理

データ宅内i鑓
伝票作成
プアイル更新

直 接 計算 、定 義 計 算 、

ライ ブ ラ リ計算
利 用 者 プ ログ ラム の

作 成実行 、 ラ イブ ラ
で受 け るサー フ ァイル 問合 せ リ計 算 、 フ ァ イル の

ビ ス 処 理 結果 お よび メ ッセ 作成
処 一 ジの伝 達

セ ン ターで 受 利用 者 プ ログ ラム作成

初期 フ ァイ ル作成

な し 大量データの処理結
果の印刷

け るサー ビス 日報 ・月報 な ど管理 資

理 料の印刷または磁気テ
ープへの出力

専 用 の利 用 者 フ ァイル 定義式、定数、中間結 共 用 の一 時 フ ァイル

が利用できる 果 を一時的に記録でき に記録できるほか専
利用 者 プ アイ る 用 の利 用 者 フ ァイル

内 ノレ が利用できる

利用者がデー
タ宅内装置か

ら使用できる
≡ ≡五

コ マ ン ド 指示(押 しボタン操作
による)お よび特定様
式の言語

コマ ン ドとFORT

RAN(JIS

7000レ ベ ル)
口 口ロ

容 共 通 コ マ ン ド ・プ ログ 高次方程式、連立方程 そのほか
ラ イ ブ ラ リ ラムに よる フ ァイル 内

容 の 問合 わせ 変更 出 力

式、 数 値積 分、 平 均、

分散 、分 散 分析 な ど

LP、PERT

シ ミ ュ レー シ ョン な

電文の再送、破棄など ど多数

●

各 サ ー ビス の概要 は つ ぎの と お りであ る。

a)DRESS

利 用者 の デー タ宅 内装 置 か ら、 セ ン ター に 設置 され た大 型 コ ン ピ

ュー タに デ ー タを入 力 し、 売上 げ 伝票 や入 出庫 伝票 な どを作 成 した

り・ 定 期 的 に 管理 資 料 を作成 した りす るサー ビス で あ る。 伝票 作 成
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や フ ァ イル の更 新、 メ ッセー ジ の伝達 な どは、 リア ル ・タ イム で行

ない、 管理 資料 は バ ッチ処理 され る。

デ ー タ宅 内装 置 は、100A、200B、200Cの3種 類 が あ

り、 利 用 者 は これ を利 用 して セ ン ター を呼 び 出 し、 必 要 なデー タ を

入 力 す る。 た とえ ば、 得意 先 コー ド、 商品 コー ド、 数 量 な どを キー

の操 作 ま たは紙 テ ー プ に よっ て送 り こむ と、 セ ン ター では直 ち に計

算 して得 意 先名 、 商 品 名、 数 量 、 合計 金 額 な どを、 デ ー タ宅 内装 置

に セ ッ トされ た 伝 票 の各 欄 に 自動 的 に タ イプす る。 この ように して

売 り上 げ 伝票 、 仕 入 れ 伝票 、 入 出庫 伝 票 な どが作 成 され る。

パ ッチ処 理 は、 リアル ・タ イ ム処 理 で 発 生 したデ ー タ を集計 して

フ ァイル し、 一 定 の期 間 ごとに、 これ を分 類 編 集 して、 商 品 別 売上

管理 表、 得 意先 別 売 掛 管 理 表、 商 品 別 在 庫 一 覧表 な どの管 理 資 料 と

して 作 成 す る。

これ らは、 利 用 者 の希 望 に より、 日報、 週報 、 旬 報、 月報、 朗報 、

年 報 の形 で出 力 され る。

また、 集 計、 処 理 の結果 を利 用 者 へ 渡 す場 合は、 ① セ ン ター の ラ

イ ン プ リンタ に打 ち出 して 渡す ②磁 気 テ ー プに 記 録 して 渡 す ③

利 用 者 の メール ・ボ ック ス ・フ ァイル に納 め、利 用 者 の デ ー タ宅 内

装 置 か ら読 出す な どの方式 が と られ る。

4

4
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図5処 理の流れ
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即 時処理 処理結果が ただちに得 られる方式 で,伝 票の作成 フ ァイル内容 の問 合せ,フ ァイルの変更な ど

が処理 され る。

一 括処理 処理結果があ とで得 られ る方式で
,日 報 ・月報 などが処理 され る。
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セ ン ター の本 体 装 置 は デ ュ プ レ ックス 構 成 を とb、 平 常1セ ッ ト

はバ ッチ処 理用 に使 用 され て い る。

な お、 このサ ー ビス は利用 者 ご とに利 用 者 の希 望 す る シス テ ム を

電 電公 社 が 設計 し、 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム を作成 して 提 供

す る ことに な って い る。
q

b)DIALS

押 しボ タ ンダ イヤ ル電話 機(プ ッシ ュ ・ホ ン)を 端 末 と して、 大

型 コ ン ピ ュー タ を リア ル ・タイ ムで共 同利 用 す る もので あ る。

計 算 の種 類 は、 直接計 算、 定 義計 算、 ライ ブ ラ リ計 算 の3つ が あ

る。

直 接計 算 は、 加 減 乗 除 算、 二 乗、 平 方根 、 ベ キ 乗 の ほ かに、 三 角

関数 、 対数 な どの基 本 関数 や 円周率 πな一ど、 基 本 定数 を用 い て、 算

術式 を式 の と お り入 力 して計 算 を行 な う。

●
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表4DIALSラ イ ブラ リ

ライブ ライブ

プ リ名
ラ イ ブ ラ リ 内 容

ラ リ名
ラ イ ブ ラ リ 内 容

L1 百 分 率 L33 関数値の計算(不 等間隔)

1.2 百分率(度 数分布) L34 複素数の乗除算

1.3 平均 ・分散 ・標準偏差 L35 複素数のべキ算

L4 平均 ・分散 ・標準偏差(度 数分布) L36 数値積分(ガ ウス法)

L5 平方和 ・平方根 L37 常微 分 方 程式(ル ンゲ ・ク ッタ法)

L6 積 和 L38 指数曲線

L7 相関係数 L39 修正指数曲線

L8 相関係数(度 数分布) L40 ロジス テ ィ ック 曲線

Lg 幾何平均、調和平均 L41 ゴ ンベル ツ曲線

L10 最小二乗法 L100 変 動

L11 線形回帰 L101 分散分析(1元 配置)

L12 補 間 L102 分散分析(2元 配置)

L13 平滑化(等 間隔) L103 一様乱数

L14 平滑化(不 等間隔) L104 正規乱数

L15 ベキ乗和 L105 ポア ソ ン乱 数

L16 順列 ・組合せ L106 指数乱数

L20 高次代数方程式(3次 まで) 1・150 日数計算

L21 高次代数方程式(6次 まで) L151 単利計算
1.23 連立1次 方程式 L152 複利計算
L25 行列式の値 L153 売値 仕入原価

L26 逆 行 列 L350 三 角形 の面積(ヘ ロンの 公 式)

L27 固有値 ・固 有ベ ク トル(パ ワー 法) L351 三角形の面積(1辺 と両端角)

L29 等差級数 L352 三角形の面積(2辺 と突角)

L30 等比級数(有 限) L353 三角形の面積(傾 斜地)

L31 等比級数(無 限) L354 円 と球

L32 関数値の計算(等 間隔)
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[

図4プ ッ シ ュ ・ホ ン の 利 用 方 法

DIALSを 利川 するときは,プ ッ

シュホ ンのボ タン而 にDIALS用 マ

スクをかけて使用 する。

ボ タンには数字1,2,3,… …,9,0の

数字 ボ タンお よび赤 ボタン(*)と

青ボ タン(#)の 機 能 ボ タ ン が あ

る。DIALS用 マス クにはボ タン上

の数字に対応 した文字 ・記 号が記 入

してあ る。'

①

DIALS用 マ ス ク

を置 く

②

受話器 をとりあげ

る

③
発信音 を確認 して
からセンター番号

をダイヤルす る

プ
… △

DIALS用

マ スク

例;il'甜:し た い式42」617■ ・5

④

セ ンター 音 が聞.こ

え る

一 一一 一 → 一

⑤
,ポρ ン 操ll・

4・ ズ ∨-64÷5

巨ユ[ヨ回 図回 回回 国回 国団 団 回区1圏

セ ンター 番号は

OIOO111

数字 の入れかた

数字 の入れかたはilたlliする数字 ボ

タンを押 す。

文字 ・記号の入れかた

マス クにあ る文字 ・記 号 の入 れか

たは,赤 ボ タンを押 しつ ぎに文字 ・

記号 に対応 す る数字ボ タンを押 す。

文字 ・記 号 とボ タン操作の対応 はつ

ぎの とお りであ る。

文字 ・記 号で押 しかたが 同 じもの

はセンターで識別す る。

数 字
ボタ ン
操 作

文 字 ・

記 ・号

ボ タ ン
操 作

1 1 (A ×1

2 2 )D ×2

3 3 :F ×3

4 4 ・iL ×4

5 5 ・R ×5

6 6 2工 暫 ×6

7 7 × ×7

8 8 一 ×8

9 9 /一 ÷1 ×9

0 0 十 ×0・

計算式 を入力する

⑥

`i'卜算指 示 を入 力 す

る

××#

、、＼

))「プ プ ププ・・…・」

:;舌弓,音よ り短 し、

断 続 音 で計算 を

始 め て よい合 図

⑦

回答が送 られて く

る

一 一 一 一 舗→[■一

⑧

セ ンタ ー音 が聞 こ

え る

一一 声一ー ーレ

⑨

続けて計算す ると

きは⑤ から繰 り返

す

曜 一
}))≧ ㌶爾 ぎ

ζ
たい ときはAΦ

を入 れ る

____→ 一 続 い て計算 す る ときは、 受

ξ舌器 をか け ない

⑩

計算 が終われば受

書舌器 をかける

"一一 ■●中
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●

定 義計 算 は、 あ らか じめ変 数 を ふ くん だ計 算式 を入 力 して 記憶 さ

せ、 あ とか ら変 数 の値 を入 力 して計 算 式 の値 を求 め る もので あ る。

同一 の計 算 式 で何 種 類 もの変数 の 値 を 指 定 して、 くり返 し計算 を行

な う こ と もで きる。

ラ イブ ラ リ計 算は 、 あ らか じめ シス テムに用 意 され て い る ラ イブ

ラ リ ・プ ロ グ ラム の 中か ら、 利 用 す る プ ログ ラ ムを呼 び 出 し、 必要

な数値 を入 力 して計 算 をす る。 ライ ブ ラ リ内容 の例 は表4の とお り

で あ る。

DIALSは 、入 力操 作 が 簡 単 で 出 力 が音 声 に よって い る ことが

特色 で ある。

プ ッシ ュホ ンに は、 数 字 ボ タ ン10個 、 機 能 ボ タ ン2個 の計12

個 の ボ タ ンが あ り、 文字 や記号 は 機 能 ボタ ンと数 字 ボ タ ン との組 合

わせ に よって 表 わす 。 操 作 を よ り簡 単 にす るた め 図4の ような電 話

計 算 用 マス ク を電 話 機 の上 に置 く ことに よって ボタ ンと対応 さ せて

い る。計 算 の手 順 は 図4の とk・ りで あ る。

c)DEMOS

DEMOSは 、本 格 的 な タイ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムで あb、

本 シス テ ムの提 供す る サ ー ビス の 内容 とシス テ ムの利 用 方 法 の概 要

は つ ぎの とお・りで あ る。

サ ー ビス の 内 容

①

②

③

④

公社 が用 意 す る ラ イブ ラ リ ・プ ログ ラ ムを利 用 す る計 算

FORTRAN言 語 に よる利 用 者 プ ・グ ラム の作成 と実行

フ ァイル の作 成 と利 用

カル キ ュ レ一 夕 に よる計 算

① ラ イ ブ ラ リ'プ ロ グ ラ ム を 利 用 す る 計 算

セ ン タ ー が 用 意 し て い る ラ イ ブ ラ リ ・ プ ロ グ ラ ム に は 、 つ ぎ の

2種 類 が あ る 。

サ ブ ル ー チ ン ・ プ ロ グ ラ ム 利 用 者 が 作 成 す る プ ロ グ ラ ム
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の中 に呼 出 して使 用 す る もの(代 数 方 程式 、 分 散分 析 な ど)

パ ッケー ジ ・プ ログ ラム 利用 者 が プ ログ ラムを作 成 す る

必要 が な く単独 に使 用 で きる も の(LP、PERT、 シ ミ ュレー

シ ョン な ど規模 の大 きな もの)

② 利 用者 プ ログ ラム の作 成 と実行

利 用 者 はFORTRAN言 語(JIS7000に 準 拠)を 使 用

して、 プ ログ ラム を作成 で きる。 ソー ス ・プ ログ ラム を セ ン ター

の フ ァイル に入 力 し、 それ をFORTRANコ ンパ イ ラに よ リコ

ンパ イル して、 相 対 形 式 プ ・グ ラム を作 成 す る。 次 に相 対形 式 プ

ログ ラ ム を実行 形式 の プ ・グ ラ ムに 変換 す るが、 複 数 の相対 形 式

の プ ・グ ラムは リン ク処 理 に よって実 行 形式 に変換 す る。 実 行 は、

実行 形 式 プ ログ ラム ・フ ァイ ル の フ ァ イル名 を指定 して行 な われ

るo

③ フ ァ イル の作 成 と利用

セ ン ター の大 容量 フ ァイル を、 利 用者 プ ログ ラム やデ ー タの格

納 用 に利 用 す る もの で、 デー タ宅 内装 置 か ら入 力 して ファ イル を

作 成 し、 また利 用 者 プ ログ ラ ムの実 行 結 果 を格 納 す る ことが で き

る。 フ ァイル 内容 は入 力 デ ー タ と して 利 用 した り、 デ ー タ宅 内 装

置 へ の読 出 しや保 存、 消 去 が で きる。

④ カル キ ュ レ一 夕に よる計 算

簡 単 な計 算 を、 プ ・グ ラム を作 成 す る ことな く直接 計 算式 を入

力 して計 算 す る ことが で きる。 セ ン ター は大 型 コン ピュー タ2セ

ッ トを設 置 し1セ ッ トは 即 時 処理 用 、1セ ッ トは一括 処 理 用 に使

用 され る。
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表5即 時処理、一括 処理比較 表

●

比 較 項 目 即 時 処 理 一 括 処 理

処理形式の選択 利 用 者 が コマ ン ドで 選択 す る 利 用者 が コマ ン ドで選択 す る

ス ケ ジ ュー ル方 式
タ イム ・シェア リング に ょる多

重 優 先 受付

●

申込順

ター ン ・ア ラ ウ ン ド時 間
処理終了次第ただちに回答が得

られる

スケ ジ ュー ル待 ち時 間 と送 出待

ち時 間 が加 わる

実行中の処理への割込み 一 部 コマ ン ドを除 い て可 能 処理開始前に取消す ことは可能

実行上の制限

使用できる主記憶領域、処理時

間、ファイル数量が一括処理 よ

り小

使用できる主記憶領域、処理時

間、ファイル数量が即時処理 よ

り大

適用業務

1

会話的性格の強い業務 回答を

早 く得たいとき
大規模、複雑な処理

一括 処理 で は
、 利 用都 げ ・グ ラ・や デー タを送 った あ と、 一 時 回

線 を切 って待 機 し、 セ ン ター の処 理 が終 る と、 自動 呼 び 出 し装 置 で、

セ ン ター か らデー タ宅 内 装 置 が 呼 び 出 され、 結果 が 出 力 さ れ る。

この シス テ ム を利 用 す る場 合、 即 時処理 を選 ぶ か一 括 処 理 を選 ぶ

か の選 択 は、 利用 者 の指示 に よっ て 自 由に行 な うこ とが で き る。 即

時処 理 と一 括 処理 の特 長 は、 表5の とお りで あ る。

な 訟DEMOSの 構 成 は 図5に 示 す とお りで ある。
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図5DEMOSシ ステム の 作 成

100A型

デー タ装 置

電

話

交

換

機

■

＼

"一

200B型

デー タ装 置

200C型

デー タ装 置

デ ー タ

宅入装置

電

話

交

換

機

専

用

交

換

機

回
線
対
応
装
置

出
装
置

自
動
呼

通信 網 .

通
信

制

御
装

置

一

周

辺

装

置

一'

一

中央処理

装 置

ソ フ ト ウ ェア

論
難

セン ター 装置

●

d

B.石 川 島 播 磨重 工業 の タ イム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム

オ ンラ イ ン処 理 の一 形態 と して、 社 内 で コ ン ピュー タを タイム ・シ

ェア リング方 式 で 共 同利 用 す る企業 が あ らわれ 始 め た。

石 川 島播 磨重 工 業 株式 会 社 では、1970年6月 か ら超 大 型 コン ピ

ュー タを 中心 に、 各 事 業 部、 工 場、 研 究 所 な どに設 置 した 中 ・小 型 コ

ン ピ ェ一 夕をオ ン ラ イン で結 びオ ー プ ン ・プ ログ ラマ制 を とって 技術

計 算 を 主体 と した タ イム ・シ ェア リン グ ・シス テ ム を行 なっ てい る。
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●

この シス テ ムで は、 設 計 研究 所 現 場 のエ ン ジ ニ アが 直接 プニログ ラ ム

を組 み、 遠隔 地 か らで もプ ・グ ラ ム とデ ー タ を超大 型 コ ン ピュー タに

送 り・ 処 理 す る点 に特 長 が あ る。 同社 には 現 在 ・4,000人 の エ ン ジ ニ

ア の うちお よそ2,000人 が プ ログ ラ ミング を習得 して 訟 り、 将 来 は

エ ン ジニア 全 員 が コ ン ピュー タ を使用 で きる体 制 を とる方 針 で ある
。

船 舶 、 重 機械類 な ど重 工 業 メー カー では 、 技 術計 算 の重要 性 が大 き

く生 産、 営業 面 に も影 響す る ので、 同社 で は船 舶 の設 計 や構 造 解 析 を

は じめ各 種 の技 術計 算、 プ ラ ン ト類 の シミュレー・ション、生 産管 理 業 務

を タ イ ム ・シ ェア リン グ ・シス テ ムに組 入 れ、 必 要 に 応 じて プ ロ ッタ

で図 面 を打 ち出 して い る。

{

図6タ イ ム ・ シ ェア リ ン グ ・ シ ス テ ム

豊州 コン ビ

/芽/　 タ課
グ

＼
相 生 工 場

L__________」

一23一



5.給 与 計 算 シ ステ ム

A.国 税庁 の事 例(人 事 管理 の コン ピュー タ活用 実 例 集 よb)

国税 庁 に お け る給 与計 算 のEDP化 は、 人 事 管 理 シス テ ム のサ ブ ・

シス テ ム と して 実 施 され た。 大蔵 省 の ほか 関東 地 区、 上 信 越 地 区、大

阪地 区、 名 古 屋 地 区 に あ る4国 税 局 と、 そ の傘 下 約150の 税務 署 お

よび 札幌、 仙 台、 金 沢、 広 島、 高松 、 福 岡、 熊 本 に あ る7国 税 局 の職

員 約3,200人 を対 象に、 毎 月 の給与計 算 のほ か 賞与 計 算、 ベ ース ア

ップに よる差 額計 算、 年 末 調整 、 給与 統計 等一 連 の 給与 計 算 事務 のE

DP処 理 を行 な って い る。

入 力媒 体 と して マー ク セ ンス ・カー ドを使 用 して い る。 これ は デー

タの作 成 場 所 が 多 く、 しか も広範 な地 域 に 散 在 して い る と ころか ら、

この入 力方 法 が 採用 され た。 貸 付金 カー ド、 宿舎 費 カー ド、 扶養 ・通

勤手当等 カー ㌦ 住 民税 等 カー ド、 発令 事 項Aカ ー ド、 発 令事 項Bカ ー

ド、 超 過勤 務 等 カー ド、 物 質経 理等 カー ド、 期 末 勤勉 手 当 カー ド、 そ

及 追 給 カー ド、 年 末 調整 カー ドの11種 類 の入 力に マー クセ ンス カー

ドを使 用 して い る。

`
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マー ク セ ンス カー ドのほ かに 氏名 、 生 年 月 日等 を入 力す る た め の基

本 報告 書 お よび修 正 報 告 書 、 通勤 手 当 や扶養 手 当等 の 異動 の手 続 が遅

れ た場 合 な どに数 ケ月分 の過 不足 を当 月 で精 算 した り機 械 計 算 の対 象

か らは ず した ものに つい て 手計 算 の結 果 を直 接入 力 す る た め の特 例計

算 結果 報 告 書 、 ア ウ トプ ッ ト書 類 を訂 正 した もの に つ いて 、 そ の訂正

内 容 を入 力す るた め の累 積 訂正 報 告書 の3種 類 の報 告 書 が あ り、 この

報 告 書 に も とず き、 パ ン チ カー ドを作 成 す る。

職員 を識 別 す るた め の コー ドと して、 職 員 番号 と課 員番 号 を併 用 し

て い る。職 員 番号 は6桁 の コー ドで構成 して い る。 これは 採 用 か ら退

職 ま で変 わ らな い もの で、 給 与 マス タ と人 事管 理 マ ス タ の情 報 結 合上

重 要 な キー ・コー ドとな る。 課 員 番 号 は3桁 か らなb各 職 員 の所属 部

課 コー ド(局 …2桁 、 署 …3桁 、 課 …3桁)と 組 合 わせ て 使 用 す る も

の で、 所 属 が異 動 した 都度 変 更 に な る。

各 税務 署 で 作 られ たデ ー タは、1度 国税 局 に集 め た うえ、 セ ン タ に

提 出 され る。 各 税務 所 か ら国税 局 ヘ デ一 夕を提 出す る期 限 は、 毎 月4

日頃で ある。(署 局 間 の 遠 近 に よ り多少 異 なる)、 国 税局 か らセ ン タ

.一 ヘ デ一 夕を提 出 す る 期 限 は、土 曜 、 日曜、 祭 日等 のた め変 更 す る場

合 が ある が、 おお む ね6日 頃 で あ る。 セ ン ターに 到 着 した デー タは7

日中に デ ー タ ・カー ドに作 成 され、 計 算処 理 され て ア ウ トプ ッ トが で

きる。

ア ウ トプ ッ トに は、 月 例給与 計算 用 と して 給 与 支 給 明 細 書 と基 準 給

与 簿、 支給 ・控 除 額金 種 別 内訳 書、 宿舎 使 用 料 金表 、 共 済組 合 貸付 金

返 済通 知 書 、 各人 別 控 除 明 細書 、 払 込先 別 住 民 税 表、 現員 現 給 報 告書

の7種 類 が あ る。 そ の他 臨 時的 な もの と して職 員 別 給 与簿(そ の1)、

職 員別 給 与簿(そ の2)、 昇 給 予 定 者名 簿、 源 泉 徴収 票 の4種 類 が あ

るo

一26一

■

▲



]

ピ

RUN1
デ ー タ

→ 〉テ
ー プ

＼_

デ ー タテ ー プ

に 変換
「

≧

図7. 給 与 計 算 の 概 要 図

デ ー タ カー ド

RUN2

課 員番 号 順

ソー ト
済

RUN3

、

デー タチ ェ ックお よび 職

員 番 号付 番

デ ー タ リス ト
プ リ ン ト

付納税
蕃

民
訳

佐
内

(

■

ク

タ

ツ

ー

エ

デ

チ

済

マ ス タ ー

テ ー プ

RUN4

マスター更新

支給額計算

支 給
〉

テ ー プ

`

〉

住民税納付者
抜 出 済
払込先別 ソート

住民税一フ
.テ

ー プ

(

→ 宿 舎

テ ー プ

RUN6
宿舎入居者 ・

抜 出 済
宿 舎別 ソー ト

RUN5
ソ ー ト

'

済
異動者 の

課員番号決定

異動者
/

テ ー プ
課員 番 号 順

ソー ト

う / ≧
＼
7

>

/

支 給

テ ー プ

i
l

}

}

v

マス ター

テー プ

1

一 → プ リ ン ト プ リス
マス ター

テ ー プ

～一

宿舎使 用

料金料合計表

■

⑨

」

職員別給与簿

(そ の一)

㌢
昇
超

越

融
源泉徴収票
給与支払報
告書

ノ ノ ノ ノ ノ ヘ
ヘノ ノ ノ

ノ ノ

㌧ ㍑ ㌔'支 給 ・
コ 　 や 　

-llア ー フ,

"、＼ト、＼ ＼ 各 月分 ノ

一
累 計訂 正

基準給与薄

給与支給

明細書

支給控除額金
種別内訳書

共済組合

貸付金返済
通知書

共済組合
各人別控除

明細書

職員別給与簿
(そ の2)

一27～28一



●

■

4



●

●

ア ウ トプ ッ トは 、16日 の給 与 支 給 日ま でに セ ンタ ーか ら国税 局 へ 、

国税 局 か ら税 務 署 へ と送 られ る。

イ ンプ ッ ト、 ア ウ トプ ッ トの搬 送 は 国税 局 とセ ン ター 間は 航空 便 に

よ り、 国税 局 と税務 署 間 は速 達 便 ま た は使 送 便 を利 用 してい る。

以上 の給 与 計 算 の概要 を フ ロー チ ャー トで表 わす と、 つ ぎの よ うに

な る。

〔演 習1〕

RUN2で 課 員番 号 順 に ソー トす るのは なぜ か。

〔演 習2〕

RUN3で の デ ー タ ・チ ェ ックに は どの よ うな チ ェ ックが 考 え られ

る か、 ま た デ ー タ リス トは どの よ うに取 扱 え ば よい か。

B.東 京電 力 の事 例(人 事 管 理 の コ ン ビ=一 夕活 用実 例 集 よ り)

人 事 ・労 務 関係 業 務 月例 処 理 シス テ ム

マス タ ・フ ァイル に は、 各個 人 の現 在 の状 況 を示す 諸 デ ー タ を磁 気

テー プ化 して記 録 して あ る。 内容 は 所 属、 氏 名、 生 年 月 日、 入 社年 月

日な どのほ か、 給与 支 給 上 の項 目、 控 除項 目(社 会 保 険 料 、 住 民税 、

月賦代 、 貸付 金等)、 預金 関 係項 目な ど変 動 の少 な い項 目で構 成 して

い る。

人 事給 一与関係 は、 主 と して 固定 サ イズ で 約80項 目、360桁 、 厚

生 関 係 は バ リア ブル ・サ イズ で、1人 あたb平 均4ア イ テ ム で あ る。

イ ン プ ッ ト ・デ ー タ ・フ ァイルは 、 前述 マス タ ・フ ァイ ル と組 合 わ

せて 業 務処 理 を行 な うた めの もの で あ る。 項 目が 多種 で、 ま た 個人 に

よ リデ 一 夕の必 要 性 お よび種 類 の異 な る点 が 特徴 で ある。 したが って

必要 なデ ー タだ けを パ ンチ して イ ン プ ッ トす る方式 を とって い る。 こ

の イ ン プ ッ ト ・デ ー タ ・ファ イル に よって、 マス タ ・フ ァ イル な らび

につ ぎに述 べ る ヒス ト リ ・フ ァイル保 守 を行 な うわ け で あ るか ら、 人
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事 ・給 与 ・厚生 ・健 保 の業 務 を総 合 した シ ス テ ムに してい る場合 は、

保 守責 任 の 明 確 化 と保 守 方 法 の整 合 性 に意 を用 い な けれ ば な らない。

イ ン プ ッ ト ・デ ー タの原票 で あ る異 動 票 の種 類 と取 扱 項 目、 な らび

に保 守 責任 個所 を一 覧表 にす る とつ ぎの よ うに な る。

■

●

一30一



■

1人 事 関 係

表6異 動票の種類 とその取扱項 目

な らびに保守責任個 所一覧表.

異 動 票 名 取 扱 項 目

1-1 身分、 原 所属 、 役職、 職 務、 資 格、 職 級 、生年 月 日、 採 用 年 月日、

人 事 関 係 マ ヌ タ ー ・フ 性別、採用種別、入学時学歴、入社後追加学歴、退職金算定始期

アイ ル異 動 票(A) 退職 事 由、退 職 金額 、 功労 金 、 出向 ・派 遣 会 社 名 、単 身赴 任

(8000タ ッ チ)

1-2

.人 事 関 係 マ ヌ ター ・フ 税額算出始期、南方派遣期間、原旧事業所期間、年金中断期間、

ア イル異 動 票(B) 無給休職期間

1-3

人事 カー ド異動票兼訂 身分、原所属、役職 職務、資格、職級、定昇基本給、入社後追

正 票(70タ ッ チ) 加学 歴、 表彰、 懲 戒、 専 門職、 考 課、 出向 ・派 遺 会社 名

1-4

人事 カー ド削 除票 身分 、 原所 属、 役職 、 職務 、 資格 、職 級、定 昇 基本給 、 入社 後追

(60タ ッチ) 加学 歴 出 向 ・派遺 会 社 名、 その他 人 事 カー ド項 目(表 彰、 懲 戒、

専門職 考課)

2給 与 関 係

異 動 票 名 取 扱 項 目

2-1

給 与関 係 マ ヌ タ ー ・フ 支 給所 属、 氏名、 勤 務種 別 勘 定科 目(費 目、 科 目)、 基本 給 ま

ア イル異動 票(A) たは 月額 報 酬 ・日給、 世帯 手 当(地 域 区分 、扶 養 区 分、 金 額)、

(400タ ッ チ) 住宅助成、冬営手当(地 域区分、扶養区分)、 職責手当(号 数、

金額、勤務日数)、 基準内給与追給戻入、作業手当(号 数、金額)

保 線手 当 、建 設 勤務 手 当地域 区 分 、(扶 養区分 、 二割 増 、金 額)、

特別扶任料、前月分失業保険料算出基礎額、源泉徴収税関係(適

用表、扶養数、瞳等数、支給額累計、所得税累計・社会保険料累計)
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異 動 票 名 取 扱 項 目

前月分賞与等 の税率算出基礎額、住民税関係、(年税額、市町村コー

ド、 初 回金額 、2回 以降 金額、 カ ウンタ ー) 、年 末調 整 貸 付金(初

回金 額、2回 以 降金 額、 カウン ター)

2-2

給 与 関 係 マ ヌ タ ー ・フ 無給休職貸付金(未 弁済額、弁済月額)

ア イ ル異 動票(B) その他控除金(未 弁済額、弁済月額)

(給 与控除用)

2-3

給 与 関係 マヌ ター ・フ 口座 番号 、 券面 額、 種 別(支 給 期間)、 開 始 月 日

アイ ル異 動 票(B)(通 勤

交通費台帳用)

(5・400タ ッ チ)

2-4

社員給与個人票 時間外手当(時 間数、振休 時間外代休時間数)、 特別労働手当

(笹 栗1.2) (深 夜分時間数、深夜以外)、 普通作業手当(種 別、時間数)、 特

(1α000タ ッ チ) 殊 作業 手当(種 別 、 日数)、 特 別 当 直手 当(種 別 、 回数、 当 直代 休

回数 年末年始)、 当直手当(回 数、当直代休回数、年末年始)、

鱈当直手当(回 数)、 作業手当(休 務 日数、応援分)、 特定勤務手

当(種 別 、 回 数、 休 務 回数、 時 間分)、 賃 金 不払(欠 勤 等、争 議行

為)、 休務 日数(通 常 日、 半 休、 欠 勤 ・時代 ・⇔ に よ り全一 日休 務

した とき)、 休 務時 間、 休 日出勤 日数、 振 休対 象 日数(再 掲)、 振

休取得 日数、欠勤日数(再 掲)、 休職日数、所定労働(三 交替勤務

者の一舐 月の中途の入社 復職 出向、細事休職 退職 勤務種

別変更者)

2-5

社員給与個人票(A) 変 更 コー ド(期 間%、 勤務 種 別 基礎 賃金)、 普 通作 業 手当(種 別 、

(300タ ッチ) 時間数)、 特殊作業手当(種 別 日数)、 通常勤務、 当直手当(日

直、宿直、半直、当直代休回数 年末年始)、 特殊勤務 〔時間外手

一

一32一

●



異 動 票 名 取 扱 項 目

当(日 割分日数、減額分日数、休日出勤、振休時間数)特 別労働手当

(深夜分日数、深夜以外)〕 、二交替勤務 〔特定勤務手当(昼 勤回数、

夜勤回数、時間外時間数、振休 ・時間外代休時間数)、 特別労働手

● 当(深 夜 分、 深 夜以 外)〕 、 終 日勤 務 〔特 定 勤務 手 当(日 割 分 日数 、

減額 分 日数、 休 日出勤 時間 数、振 休 日数)、 特別 労働 手 当〕 通 常 ・三

ぜ 交替勤務 〔時間外手当(時 間数振休 ・時間外代休時間数)、 特別労働

手当(深 夜分時間数、深夜以外)、 特定勤務手当(種 別、回数、休日

回数 時間分)、 作業手当(休 務 日数、応援分)、 当直手当(回 数)〕

2-6

社員給与個人票(B) 建設勤務手当、作業手当、基準外給与追給戻入(時 間外手当金額 そ

(500タ ッ チ) の他手当金額)、 賃金不払(欠 勤等)(時 間数、金額)、 賃金不払

(争 議行 為)(時 間数 、金 額)、 集 金補 償 費、 検 針補 償費、 現 調 手 当 、

せん用手当、特別赴任料

2-7

通勤交通費報告書 口座番号、開始月、期間、支給額戻入額

(ス000タ ッ チ)

2-8

賞 与 個 人 票 支給区分、支給所属、身分、勘定科 目、税率、所得税額、最低手取額、

獺

2-9

● 欠勤 ・休職 日数訂正票 休務 日数(病 気、 そ の他)、 所 定労 働 日数

■

(賞与計算用)

2-10
■

台 年 金 関 係 マ ヌ タ ー ・フ 種別年金加入、拠出元本、拠出元本積数、拠出元利合計、年金用基本

アイル異 動票 給(差 額願 老用)、 年金脱退(軸 、一時金選択コー ド、 聞)

…

2-11

臨時給与個人票 支給 所属、 身 分こ 勘定 科 目(費 目、 科 目)、 性 別 、氏 名、 支 給区 分
、

税額、税率 所得税額、最低手取額
-
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異 動 票 名

2-12

嘱 託 ・常 用 員 給 与 個 人

票 〔C〕

,(100タ ッ チ)

取 扱 項 目

変 更 所定 労 働 日数 、 特別 措置 日数、 変 更 コー ド(期 間%、 勤 務種別 、

基礎 賃 金)、 特 殊 作 業 手当(種 別 、 日数)、 せ ん用 手 当、 通 常勤務

〔特 別 当 直 手 当(種 別、 回数 当 直代休 回数 、 年 末年 始)当 直 手当

(日 直、 宿直 、半 直、 当 直代 休 回数 、年 末年 始)〕 、 通 常 ・三交 替

勤 務(時 間 外 手 当、深 夜 年 末年始)、 派 出所勤 務 、 〔休 日手 当、特

殊 勤務 手 当(日 数、 減額 日数、 休 日加 給 日数)、 深 夜 年 末年 始〕 、

自動化 発 変 電 所 〔休 日手当、特 殊 勤務 手当(日 数、 減 額 日数 休 日

加 給 日数)、 年末年 始〕 、二 交 替勤 務 〔二 交替 手 当(昼 勤 回 数 夜

勤 回数)、 時間 外 手当、 深夜年 末年 始〕、 夜 警(時 間外 手当 、年 末

年 始)、 終 日勤 務 ・水路保 守 〔休 日手当 、特 殊勤 務 手当(日 数、 減

額 日数、 休 日加 給 日数)、 年 末年 始 〕、 …難 外 手当 追 給戻 入(時 間

外手 当、 そ の他 手当)、 賃 金 不払(時 間数 、 金額)

●

3厚 生 関 係

異 動 票 名

3-1

控 除 金 個 人 票

(152000タ ッ チ)

3-2

諸 貸 付 金 マ ヌ ター ・フ

ア ィル 異 動 票

(3,000タ ッ チ)

3-3

割 賦 購 買 代 マ ス タ ー ・

フ ァ イ ル異 動 票

(4.000タ ッ チ)

取 扱 項 目

購 買 代(1、ll、 田、 】V、V、Vl)電 気 料 、 医 療 費

厚生資金(1号)(未 弁済額、弁済月額、据置月数)、 厚生資金

(2号)(未 弁済額、弁済月額)、 その他(食 糧危機突破資金貸付

額、水害関係特別資金貸付額)、 学資金(利 息付分)(未 弁済額、弁

済開始年度)、 住宅資金関係利息算出条件(利 息分、無利息分)、

住宅資金(未 弁済額、弁済月額)、 住宅建設特別資金(未 弁済額、

弁済月額)、 住宅特別融資金(未 弁済額、弁済月額、減額終了年度)

種 別 コー ド、 購 買残 高、 割 賦額 、 業 者 コー ド
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●

6

3-4

社 会 保 険料、 社 宅 使用

料 、 年 払保 険 料 マヌ タ

ー ・フ ァ イル異 動票

(500タ ッチ)

3-5

生 命 保 険 料 マ ヌ ター ・

フ ァ イ ル異 動 票

(5000タ ッ チ)

3-6

一 般 預 金 払 戻 申 込 票

(13.000タ ッ チ)

3-7

一般 預 金 マ ヌ タ …'

ブ イ イ ル異 動 票

3-8

住 宅 積 立 金 マ ヌ タ ー ・

フ ァ イ ル異 動 票

(77,000タ ッ チ)

健康保険料初回分、健康保険料、厚生年金保険料初回分、厚生年金保

険料、社宅使用料、社宅使用料精算分、厚生年金保険番号

非課税分(非 課税限度額、預金月額、当月預金額、前月末現在額月例

当期預入額、臨時当期預入額、当期計 ム戻額、非課税分当期積数額、特殊)

課税分(預 金月額、当月預入額、前月末現在額、月例当期預入額、臨

時当期預入額、当期払戻額、課税分当期積数額、特殊)

非課税分(非 課税限度額、預金月額、当月預入額、前月末現在額、当

年度月例預入額、当年度臨時預入額、当年度一部払戻額、当年度積数

額、目標額、特殊)課 税分(預 金月額、当月預入額、前月末現在額、

当年度月例預入額、当年度臨時預入額、当年度一部払戻額、当年度積

数額、目標額、特殊)

ヒス ト リ ・フ ァ イル は 、人 事 カ ー ド ・フ ァイ ル と給 与 ヒス ト リ ・フ ァイ ル

の2種 類 が あb、 前者 は過 去 の 職歴 、 職 級 、 基 本給 、役 職、 職 務 、 資格 、追

加学 歴 な らび に 退 職 にっ い ては、 退 職に 関す る諸 デ ー タで通 常、 人事 カー ド

と して ど の企 業 で も作 成 して い る履歴 情 報 の うち、 マス タ ・フ ァイル に 所 載
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され て い る以 外 の事 項 を、 月例 処 理 の 異動 か ら蓄 積 す る。 給 与 ヒス トリ ・

フ ァ イル は、 賃 金 精算 に必 要 な 過 去 の賃 率 、 通 勤交通 費 関係 デ ー タ、 報 酬

月額 計算 用デ ー タ等、 後 日使 用 が 予定 され るデ ー タ を、 月例処 理 の 中か ら

抜 き出 して、1年 間保 存 して 行 くた め の デ ー タ ・フ ァイ ル と して 使 用 して

い る。

月例 処 理 と して は、 給 与計 算 お よび人 事 労務 諸 統計 を作 成 し、 あわ せ て、

そ れ に 関 連 した異 動処 理 とデ ー タ収 集 を行 な って い る。 す なわ ち、 新 入 社

員 の マ ス タの 追 加、 退職 者 分 の 除去、 異 動 項 目の 変更 な どに よ り当 月 マ ス

タ を確 定 す る。 つ い で支 給 額 お よ び控 除 項 目、 所 得税、 社 会保 険 料 な どを

算 出 し支 給 明 細書 、 支 払 単 位別 ・金 種 別 な どの合 計表 、 労働 統計 、 人事 統

計 な どの諸 表 を作 成す る。

以 上 の月例 処 理 システ ムを 流 れ 図 に表 わ す と、 つ ぎの よ うに な る。

右

白

◆"

ム
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⑥

44会 計 シ ステ ム(1970年 版 コ ン ピュ ータ白書 よ り)

A.武 田 薬 品工 業 に 拾 け るEDP会 計 シス テ ム

〔機械 化 の 重 点〕

武 田薬 品 工業 株 式 会 社 に おけ る事 務 の機 械 化 は1936年PCSを 導 入

した こ とに始 ま る。 同社 のPCS導 入 は 当 時 にお い て は 画期 的 な壮挙

で あ るが、PCSか らEDPへ の転 換 は 、1961年 の コ ン ピュ ー タの

導入 に始 ま り、事 業 部 計 算 お よび経 理 部 計算 へ の全 面 的 適用 が 開始 さ

れ たo

次 い で1964年 に は大 記 憶 容量 を有 す るコ ン ピュ ータの 導入 、 翌65

年 には 東 京 支社 へ の 同種 機器 の導入 が 行 な わ れ た。

同社 に お け る機械 化 の重点 は販 売諸業 務 の機 械 化 で あ り、 主 な適 用

業務 は 次 の と語 りで あ る。

(1)マ ーケテ ィン グ お よび販売 管 理 シス テ ム

(2)研 究 開発 関係 技 術 計 算

(3)生 産管 理 シ ス テ ム

(4)会 計 シス テ ム

こ こで は と くに会 計 シ ス テ ムに つ い て説 明す る。

〔EDP会 計 シス テ ムの大 要 〕

同 社 の 会 計制 度 は、 事 業 所組 織(本 社 、 支 社、 支 店 、 工 場 な ど)と

事業 部組 織(医 薬 販 売 、 製 薬 、 食品 、 化学 な ど)と か ら資料 が 得 られ、

財務 上 お よび管 理 上 の要 請 に応 え られ る よ うに な って い る。 た とえ ば

試算表 は、

(1)事 業 所別 一 事 業 部 展 開

(2)事 業 所 別 一 事業 所 展 開

(3)全 社 一 事 業 部 お よび事業 所 展 開

(4)事 業 音β －Subdivision別 展 開

の各 種 の ものがEDP会 計 処理 に よリア ウ トプ ッ トされ るo

ま た同 社 で は コ ン ピュ ータ導入 の初期 か ら一 般 会 計業 務 のEDP化

を進 め月 次 決算 に重 点 を置 い てい るo経 理部 は、 事業 部 お よび事 業 所

に対 して 月 々管 理 資料 を提供 す るこ とを任 務 と して い るが、 財 務 管 理
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資料 は 「実 績 」 す な わ ち財 務 上 の実 績 で なけ れば な らない との考 え か

ら、 月 次 決算 は か な り厳密 に行 な われ て い る。 月 次決 算 制度 の概 要 は、

実 績 標準 に よる細 別 工 程 別 総合 原 価 計算 を行 な う一 方、 棚 卸 資産 の受

・払 は 品 目別 容 量 別 な ど最 も細 分 され た単 位 ご とに集 計 され
、 そ の際 の

単 価 は原 材 料 は移 動平 均単 価 に よ り、 そ の他 は 予定 単 価 に より、 計 算

結 果 と実 績 との差 は 原価 差 額 と して損 益 を把 握 してい る。

現 在・2セ ン トを主 力 と して行 な われ てい るEDPSに つ い て、 同

社 では、 当初 本 社 集 中 管理 方式 を指 向 し、 次第 に分散 処 理 方式 に移 行

す る とい う経 過 を辿 っ て き た。 この よ うな基 本 的 な考 え方 の変 化 の原

因 と して本 社 集 中管 理 方 式 は

① 各 事 業 所 か ら送 られ て くるイ ン プ ッ ト ・デ ータ の正 確 性 チ ェ ック

に多 大 な時 間 を要 し、

② ア ウ トプ ッ ト ・デ ータの事業 所 へ の送 付 に も非常 に時 間 が か か る。

な ど高 速 度 処理 の 効果 が大 き く減 殺 され る こ とが挙 げ られ て い る。 現

在 は 分散 処理 方 式 の立 場 か ら、 本 社 お よび東 京 支 社 に コン ピュ ータ を

設置 し、 さ らに福 岡支 店 お よび光 工 場 に も コ ン ピュ ータの 導入 が 行 な

わ れ よ うと して い るが、将 来 通 信 回線 が10,000ボ ー以 上 の高速 時代

にな り、 時 間 の ロスが な くなれ ば、 各 地 を通 信 回 線 で結 ぶ 集 中管理 方

式 を と る こ と も考 え られ る。

〔会 計業 務 サ ブ ・シ ステ ムの概 要 〕

同 社 の会 計業 務 サ ブ ・シス テム も商 品 ・製 品 の販 売 業 務 と直 接 関 連

の あ る もの が発 達 して い るo

固定 資産 管 理 、 債 権 債 務 管理 な ど経 理 部 門独 自の分 野 へ の コン ピュ

ータの適 用 もほぼ 全 面 的 に進 め られ て い る。

会計 業 務 サ ブ ・シ ス テ ム を体 系的 に示 す と次 の よ うに な る。

(1)資 金 業務 従 来 か ら資金業 務 のほ とん どは 手作 業 で行 な ってtsり 、

手 形 関係 の み が 機械 化 され て い る。

支払 手 形 に関 して 満期 日の処理 は機 械 が 自動 的 に 行 な うが 、 そ の

仕 訳伝 票 は銀 行 別 に手 作業 で発 行 す る。

資金 業 務 機 械 処理 の 拡 大高 度化 は今 後 の課 題 とされ て い る。
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般 会 計 業 務(財 務 計 算 ・事 業 部 計 算)

予 算 業 務

(2)債 務 管 理 業 務 商 品 仕入bよ び原材 料 購入 に と もな う債務 を管

理 す る業 務 で あ るが、 現 状 で はほ ぼ完 成 して い る・

(3)固 定 資 産業 務 経 理独 自で機 械化 を進 め られ る もの の代 表的 な

業 務 で、 ほ ぼ完 成 し、 他 の サ ブ ・システ ム との機 械 処 理 に よる 自動

連 結 を残 す の み で あ るo

(4)棚 卸 資産 業 務(原 材 料 ・半製 品)製 商 品関 係 棚 卸 資産 業 務 と

の連 繋が バ ッチ に よっ て い る点 を除 い てほ ぼ80～90%完 成 してい

るo

(5)原 価 計算 業 務 か な り機械 化 され てい るが、 今 後 さ らに拡 大 高

度 化 す る予定 で あ る。

(6)棚 卸 資産 業務(製 商 品)同 社 の機 械 化 で最 も中心 的 部 分 で あ

るo同 社 の取 扱 品 日数 は、 お よそ15,000品 目に お よび、 そ の うち

k・よそ60%が 製 品 で、40%が 商 品(他 社 製 品)で あ る。
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売 上 伝票 枚 数 は、100,000～150,000枚/月 で あ り、1枚 平 均

4,5品 目程 度 の記 入 が行 なわ れ て い る・

ま た10日 ご とに入 出力集 計 表 の 残高 と実在 庫 との照 合 を実 施 し

て い るo

(7)費 用 管理 業 務 費 用 と同 時 に発 生 し、 翌 月 には そ のま ま支 払 わ

れ る債務 につ い て は、 債 務 管理 業 務 に ふ くめ る必要 が ない と考 え、

費用 の方 は 月 間 で機 械 集 計 し債 務 の方 は一 括 伝票 を手 作業 処理 して

一 般 会 計 に連 結 してい る。

この サ ブ ・シス テ ムに おけ る債務 支 払 の た めに は銀 行振 込総 括表

お よ び支払 一 覧表 が プ リン トア ウ トさ れ るが、 銀行 に提 出す る もの

は 別 途手 作 業 で書 き直 して作 成 して い る。

(8)売 上債 権 業 務 この業 務 も同 社 機械 化 の 中心 業務 で あ って、 ほ

とん ど完 成 の域 に達 して い る。

同社 の 売掛 債 権 と相手 先 の買 掛 債務 とは、 タイ ム ラグ の調整 を行

なえ ば必 ず 一 致 して い る。

(9)一 般 会 計業 務(財 務 計算 ・事 業 部 計算)事i業 所別 事 業部 展 開

鉛 よび事 業部 別事 業 所 展 開 の試 算表 、 あ るい は事 業 部 門 内 のサ ブ ・

デ ィ ビジ ョン別 試算 表 な どが月 ご とに ア ウ トプ ッ トされ る制 度 が注

目され る。

⑩ 予 算業 務 予算 実 績 の管 理 ・予 算 編 成 資 料 の作 成 に ゴ ン ピュ 一

夕 が用 い られ てい るo

〔EDP会 計 に係 る内 部牽 制

イ ン プ ッ ト ・デ ータの正 確性 確 保 に重 点 を置 くこ とに よっ て内 部 牽

制 を実 現 して い る。 多 くの会 計 業 務 サ ブ ・シ ス・テ ム に お い て、 処理

段 階 で チ ェ ック ・リス ト(ア ン マ ッチ ・リス ト)が 作成 され る。 チ ェ

ック項 目は、 た とえ ば、 売 上デ ータ処理 シス テ ムでは お よそ20項 目

に もお よぶ 。

勘定 仕 訳 は原 則 と して支 払 い、 入 金 お よび振 替 伝 票 上 に行 な わ れ る

が、 .コン ピュ ータに よる 自動 仕 訳 も若 干 存在 す る・ 原 材料 の消 費払 出

の仕 訳 は そ の例 で あ るが 、 自動 仕訳 の 結 果 は プ リン ト ・ア ウ トされ る
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、

の でaudittrailの 面 で の問題 は残 らな い。

処 理 の結 果 は す べ て プ リン ト ・ア ウ トさ れ る よ うに な って い る。 そ

の 目的 の第1は 、 会 計数 値 を管理 資料 と して経 営 に フ ィ ー ド ・バ ック

す る こ とに あ るが、 そ れ は 同時 に会 計帳 簿 と して の存 在 意 義 を持 ち、

監 査 お よび税務 調 査 の場 合 に も利 用 で き る こ とに あ る。 そ の 上、 前述

の よ うに原 資料 作 成 者 に対 す る牽 制 の意 味 も持 って い る。

EDP会 計 制 度 下 で の 内部 牽制 を維 持 す る よ う組 織 上、 経 理 部 、 機

械 計 算 部 お よび監 査 部 が分 立 してk・ り、 機械 計算 部 は原 則 と してSE

お よび プ ログ ラ ミン グ、 イ ンプ ッ ト、 オペ レ ーシ ョンの各 機 能 別 に課

制 を敷 いて い るo

機 械 計 算 部 の担 当者 が 機 能別 に異 な る うえ、 経 理 部 そ の他 に よる審

査 が 随 所 に み られ るの で、 いわ ゆ るonemancontro1は あ り得 ず 、

不 正 の行 なわ れ る可 能性 は ほ とん ど存 在 しない。

5生 産 管理 シ ステ ム(1970年 版 コ ン ピュ ータ白書 よ り)

B石 川 島播 磨重 工業 に おけ る生産 管理 シス テ ム

〔全 社 総 合 シ ス テ ムに お け る生 産 管理 シス テ ム の位 置 〕

石 川 島播 磨重 工業 株 式 会 社 のEDPシ ス テ ムの第1の 特 長 は、 人 事

管 理 ・営業 管 理 ・原価 管理 ・利 益管理 ・資金 管理 をふ くむ経 営 事 務 が、

全 社 的 な規 模 に お い て統 合 さ れ て い るこ とに あ る。

第2の 特 長 は、 これ らの シ ステ ムが生 産管 理 か ら出発 し、 かつ 生産

管 理 を最 終 の 目標 と してい た とい うことで あ るo

第3の 特 長 は、 この システ ムが実 績 を中心 に し、 最 近 オベ1/一 シ ョ

ナル ・コ ン トロ ール の分 野 に も着 手 した ・

この シス テ ムは、 歴 史的 に も原 価 計算 の トータル 化 を第 一 の 目標 と

し、 原 価 計算 が扇 の要 で あ る。第 一世 代 の コン ピュ ータの導 入(1957

年)に よって、 材 料 費 ・加 工 費 の集 計 を中心 とす る 「要 素別仕 訳 表 」

の作 成 か ら着 手 し、 つ い で 「負担 別 仕 訳表」 へ と進 み、 第二 世 代 の コ

ン ピュ ータの 導入(1961年)に よっ て、 すべ て の要 素 を包 含 した原

価 計算 の トータル化 を完 成 した。

この シ ス テ ムは 「原 価」 が 生 産 の実 態 を 「共 通 の 尺 度 」(価 値)に
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よって 反映 す る唯 一 の 「鏡 」 で あ る との考 え に基 づ く もの で あ り、 す

べ て の原価 要 素 が 生 産 管理 の た め の管理 資料作 成 の サ ブ ・シス テ ム を

経 て ジ ェネ レー ートさ れ て い る。

第 三 世代 の コン ピ ュ ータを導入(1968年 末)し 、 片 や生 産 管 理 シ

ステ ムが事業 部 ・工場 別 に大 規 模 に 発展 し、 他 方 経営 事務 シス テ ムが

人 事 管 理 ・販売 管 理 ・売掛 金 計 上(回 収)・ 買掛 金 計 上(支 払)な ど

の 面 で、 オペ レ ーシ ョナ ル ・コ ン トロ ール へ と質 的 に 転換 を行 な い、

財 務 会 計 ・業 績 評 価 をふ くむ総 合 シス テ ムへ と拡 張 した現 在 で も、 こ

の考 え 方 は一 貫 して継 承 され てい る。

生 産 管理 を電 算 化 す る場 合 、 多 品種 少量 の 個別 生 産 を中心 とす る企

業 では、 汎 用 シ ステ ム をほ とん ど利 用 す る こ とが で きず、 実 績 中 心 の

事 務 シス テ ム完 成 の過 程 に お け る 「経 験 」 と 「デ ータ」 の蓄 積 が なけ

れ ば な らない 。

9
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図10原 価 管 理 の シ ス テ ム 概 念 図
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〔生 産 管理 シス テ ムへ の ア プ ロ ーチ〕

同社 の生 産管 理(オ ベ レ ーシ ョナ ルな)のEDP化 は1965年 ご ろに

に始 ま り、 各 事 業 部 ・各 製 品 ・各 工場 に おけ るコ ン ピュ ー タ リゼ ーシ

ョンの方 法 ・範 囲 も、 おの お のが トータル ・シス テ ム を志 向 しなが ら、

現 実 の ア プ ロ ーチ あ るい は重 点 の置 き方 は、 置 かれ た環 境 と合理 化 の

ね らい に よっ て必 ず しも一定 に してい ない 。

図11は ・ 特 定 の 個別 生産 工 場 お よび仕 込生 産事 業 部 に お け る、 ト

ータル ・シス テ ム の鳥目敢図 で あ る
。
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i

あ る工場 は 「物量 の算 定 」 か ら 「材 料投 入」 ま で の、 い わ ゆ るマテ

リア ル ・コン トロ ールに 当 面 の 目標 を絞 ってお り、 また あ る工場 は

「図 面IR」 「生 産 設 計」 「NC工 作」 「マテ リアル ・コ ン トロ ール」

「日程 計画」 ま で の 自動 化 を図 ってい る。

ま た あ る事 業 部 では、 そ の性 格 上 「営業 シス テ ム」 を中核 に お き、

また別 の事業 部 は 「製 造 工程 」 の合 理 化 を主 た るね らいに して い る。

1司社 は と くに トップの方 針 と して、EDP化 そ れ 自体 よ り も、ED

P化 を契 機 とす る経 営 の 質 的 向 上 をね らい と して い るの で、 開発 費用

運 営 費用 が莫 大 に上 る こ とを覚 悟 の 上 で、 トータル ・シ ス テ ム ・ア プ

ロ ーチに重 点 を置 い て い るo

そ の推 進 に 当 た っては 、 各 管 理単 位(工 場 ・事業 部)の 費 用 的 負担

能 力 ・管理 能 力 ・人 的 能 力 ・標 準 化 レベル な どに応 じて ア プ ロ ーチ を

変 え てk・ り、EDP化 インパ ク トに より組織 を危険 に さ らす こと を避

け るぺ く配 慮 して い るo

〔標 準 化 とデ ータ ・べ ーヌ〕

トータル ・シス テ ムは 、 デ ータ ・ベ ース を要 とす るマ ル チ ・デ ィメ

ン ジ ョナル な総 合 シス テ ム で あ るか ら、 シス テ ムの成 否 を握 る鍵 は デ

ータ ・ベ ース に ど こま で汎 用 性 を持 たせ て整備 で き るか にか か っ てい

るo

この た め には 製 品 ・資材 ・工 程 ・工 作 法 ・外 注 ル ー トな どの標準 化

が 先決 で あり、 と くに 多品 種 ・個別 生 産 を基 調 とす る同社 に お いて は、

努 力 の大半 をこの 問 題 に払 っ て きたが 、 今 もって解決 すべ き点 は多 い 。

一 例 と して 同社 の比 較 的 標 準 化 され た製 品 の部 品 マス タ ー ・シ ステ

ムに つ い て述 べ よ うo

デ ータ ・ベ ース に は最 小 単 位(エ ン ド・ア イテ ム)の 部 品 に至 るま

で 次 の よ うな項 目が盛 られ て お り、 これ らが組 立 工程 拾 よび機 能設 計

の 角 度 か ら要 求 に応 じて即 時 に構 成 で きる よ うに シス テ ム化 さ れ てい

るo

部 品名 ・図 面番 号、・材 質 ・重量 、 工 程 名 ・標 準 工期 ・標 準 加 工 時 間

治 工具 名、 外 注先 納 期 ・単 価 な ど。
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た とえ ば、 今 ある ユニ ッ トを製 作 す る場 合、 デ ー タ ・ベ ース か らそ

の ユ ニ ッ ト名 を呼 び出 し、 自動 的 に 次 の よ うな情報 を知 る こ とが で き、

これ をEDP化 シ ステ ム の中 に投 入 す る こ とに よっ て、 自動 的 に 日程

計 画 ・資 材 の手 配 な ど を行 な う こ とが で き る。

技 術変 更 の場 合 も、 工程 面 ・機 能 面 か ら、 この デ ータ ・ペ ース を検

索 し、 関連 した部 品 に関 す る設 計 変 更 、 マ ニ ュ アル ・治 工 具 な ど の変

更、 製 作 ・発注 オ ーダ ーの取 消 ・変 更 な ど を漏 れ な くタ イム リーに行

な うこ とが で き るo

さ らに 同社 では、 技 術変 更 ・工 作 の 自動化 を準備 してい る。

〔日程 計 画 お よび進 捗 管 理 に 関 す るサ ブ ・シ ス テム〕

同社 では 工 場 ・製 品 の特 性 に よっ て管 理 の ポイ ン トが異 な るの で 画

一 の シ ヌ テ ムは とっ てい ない。

あ る工 場 で は 山積 み を行 な っ て、 全 工 程 の長 期 的 な見 とお し を立 て

るに止 めて お り、 あ る工場 では、 ネ ック ・マシ ン の操 業 予定 の み を出

して い る。 ま た ある工場 では、 大組 立 工 程 の スペ ース ・ロ ーデ ィ ング

か ら逆 に 工程 を遡 って加 工 工 程 の 操業 計 画 ま で行 な い、 これ に基 づい

て資材 の投 入 か ら発 注 ま で を 自動 化 して い る。

手法 と しては 、対 象 とす る工程 の特 性 に より、 単 な る山積 み、PE

RTと 山積 の結 合、 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン を中心 と した方 式 な ど を採 用 し

て い るo

進 捗 管 理 の電 算 化 は、主 と して機 械 工 場 に 対 して行 なわれ てい る。

カ ー ド・ベ ース に よる タ ーン ・ア ラ ウ ン ド方式 とデ ータ ・コ レク タ

ーに よる フ ィ ー ド ・バ ック方 式 が併 用 され て お り
、 一方 この シ ステ ム

か ら、 原 価 管理 シス テ ムへ の イ ン プ ッ トが 作 り出さ れ て い る。

〔図 面IRサ ブ ・シス テ ム〕

この シ ステ ムは過去 の蓄積 技 術 を活用 す るた め の シス テ ムで、 図 面

に関 す る情 報 を ファ イル し、 キ ーワ ー ドに よって複数 の次 元 か ら欲す

る図面 を引 き出 す ことが で き る。

将 来 は生 産 管 理 シ ス テ ムへ の イ ンプ ッ トと しての役 割 も果 す こと を

予定 してい る。
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〔生産 設 計 各 種 サ ブ ・シ ステ ム〕

この シヌ テ ムは 製 品 の性 能 ・仕様 が確 定 した後 、 生 産 手順 をデ ザ イ

ンす る仕 事 で あ る。

この シ ステ ムは、 日程 計 画 ・資 材手 配 ・自動 工 作 な ど、 各 サ ブ ・シ

ステ ムへ の イ ン プ ッ トを作 成 す るば か りで な く、 そ れ 自体、 省 力 ・日

程 短 縮 の大 きな 効果 を生 む重 要 な シス テ ムで あ る。

骨組 ・本 体 構 造 に関 す る最 適設 計(強 度 ・工 作 の 合 理 化 ・経 済 性 な

ど)、 配 管 ・電 路 ・動 力 ・居 住区 な どい わ ゆ る礒 装 に関 す る最適 設 計

を行 な うと とも に物 量 の算 定 ・工 程 の決定 まで行 な うもの で あ るが、

標 準 化 の進 み具 合 に よって対 象 物 ご とにEDP化 の シス テ ム も大 き く

異 な る。

い わ ゆ る カ ッテ ィ ング ・プ ラン(C・P－ 鋼材 ・パ イ プ ・合 板 な ど

を経 済 的 に カ ッテ ィ ン グす るた めの部材 の組 合 せ)も 一 部 で 行 な っ て

い るo

〔自動 製 図 サ ブ ・シ ステ ム〕

設 計 お よび現 図 の段 階 も自動 製 図機 に任 せ よ うと言 うもの で、 コ ン

ピュ ータで の計 算 結果 また は デ ータ ・ベ ース をア レン ジ して幾 何学 形

状 の組 合 せ に転 換 し、X-Y方 向 の動 きに置 き換 え、 この結 果 を紙 テ

ープ また は磁 気 テ ープに ア ウ トプ ッ ト し、 これに よっ て 自動 製 図 機 の

制 御装 置 に命 令 を与 え て 図 面 を描 か せ る もので あ る。

同社 で はか な り広汎 に 使用 してい る。

〔数 値 制御 サ ブ ・シ ステ ム〕

原理 は 自動 製 図 と同様 で あ るが、 コン ピュ ータ を直接 工 作 に結 びつ

け る システ ムで あ る。 同社 で 適 用 され る範 囲 は、 切断 ・切 削 ・曲げ ・

罫書 と広 い 活 用が 考 え られ るが、 現 在 ま でに開発 され た切 削 ・孔 あけ ・

罫 書 を除 い て は試 行 ・準 備 の段階 で ある。

自動 倉庫 ・ク レ ーン ・コ ンベ ア な ど を併 せ て コ ン ピュ ータ で ダ イレ

ク トに コ ン トロ ールす る方 法 も近 く実 現 す る予 定 で あ る。

〔マテ リアル ・コ ン トロ ール ・サ ブ ・シス テ ム〕

シス テ ムの内 容 は、 パ タ ーン と して は図11お よび 図12に 示 す と
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治 りで あ る。 仕 込 生 産 の場 合 マ テ リアル ・コ ン トロール ・システ ム は

2段 階 に分 か れ てい る。

第1段 階 は仕 込 製 造 の時点 で あ る。

販 売 計画 に基 づ い て仕込 計 画 が 策定 され るが 、 この 時 どの部 品 を ど

れ だ け作 る(ま たは 外 注 す る)か を決 め る とと もに、 そ の発 注 ・納 期

管 理 ・入 出庫 指示 を行 な う。

第2段 階 は成 品(ま たは 補 用部 品)を 受 注 した時 点 で あ るo組 立 日

程 に応 じて 出庫 が リザ ーブされ、 不 足 品が あれ ば新 た に作 らなけ れ ば

な らな いoこ の い ずれ の場 合 もシス テ ムは酷 似 して い る。

ベ ース に な るの は 「組 付 マス タ ー」 と 「在 庫 マ ス タ ー」 で あ る。 組

付 マ ス タ ー とは 部 品 の構 成 を示 す マ ス タ ー ・デ ータ で あ り、 必 要 な成

品 を構 成 す る部 品 の種 類 ・数量 お よび もろ もろ の 関連 情報 が フ ァイル

され て い るの で、 これ か ら必要 な部 品 の総 量 が算 出 され る。

在 庫 マ ス タ ーには、 現在 産 量 ・引 当情報 ・手 配状 況 が入 って い る の

で、 これ と照 合 す る こ とに よ り、 新 たに 手配 す る必 要 の有無 を知 る こ

とが で き る。

手 配 量 が確 定 した あ とは 個別 生産 の場 合 と、 自動 発 注 ・納期 管 理 ・

材料 投 入 の シ ステ ムに繋 が る・手 配 の単位 が 品種 ・業 者 ・納 期 をキ ー

に行 な われ るの に 対 し、 ラ インへ の投 入 は 組 立 単 位(パ レ ッ ト)で 行

な わ れ てい るo

〔予 算 管理 サ ブ ・シ ステ ム〕

この シス テ ム は見 積→ 請 負 金 の確定 → 実 行 予 算→ 実 施 予 算→ 設 計 の

各 段 階→ 発 注 金 額 確定 → 実 際 の 出庫 → 工 数 実 績 と、 生 産 が 進 む に した

が って コス トに 関 す る新 しい情 報 を古 い情 報 と置 き換 え、 常 時、 最 も

精 度 の 高 い コス トが判 るよ うに してk・ くこ と を 目標 と してい るo

〔そ の他 の シス テ ム〕

上述 の シス テ ム のほ かに

(1)フ ィ ール ドをふ くめ た部 品経 歴管 理 サ ブ ・シ ステ ム

(2)組 立 記録 → 検査 記録 → 梱 包 → 発送 → 請 求(以 後 全 社 的 な売i掛金

回 収管 理 シス テ ム に結 びつ く)の 一 貫 した サ ブ ・シス テ ム

ー50一
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◆

6

③ 代理 店 をふ くめ た製 品在 庫管理 ・サ ー ビス管 理 の サ ブ ・シス テ

ム

な どが あ り、 い ず れ も生産 管 理 トータル ・システ ムの一 環 をな して い

るo

〔シ ステ ム実 現 の背 景 〕

以 上述 べ た よ うな各 種 の サ ブ ・シ ステ ムが あ る場 合 は 共 通 の デ ータ ・

ペ ース を介 して、 ま た あ る場 合 は い ったん 人手 に よ る修 正 過 程 を経 た

うえ で、 ま た あ る場 合 は磁 気 テ ープ に よる デ ータの受 け 渡 しに よって、

生 産 管理 の 機能 を ト一夕 ラ イズ す る とと もに、 全 社 的経 営 事 務 システ

ム と も結 合 して い るの が、 同社 の システ ム の姿 で あ るo

各 工 場 ・各 事業 部 に よってEDP化 の範 囲 と密度 お よび トータル化

の広 さ は ま だ必 ず し も統一 され てい な いが、 ① トップ の指 導 が具 体 的

に行 な われ てい る こ と、 ②EDP化 の担 当 部署 が 統一 組 織 で あ る こと

な どに よっ て、 将 来 の方 向 と しては一 本 化 さ れ て い る と言 う こ とが で

き る。

〔将 来 の方 向 〕

同社 が生 産 管理 の将 来 方 向 と して予想 してい る こ とは

(1)標 準化 の徹 底 に よ るシ ステ ム効 率 の 向上 と トータル化 の拡 大

(2)人 間的 思考 の 利 点 を生 か す た め のマ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ラクテ

ィブ ・シス テ ムの導入

(3)生 産 プ ロセ ス 自体 の総 合 的 直接 的 自動 化

な どで あるo
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図12生 産管 理 の オ ペ レー シ ョン概 念 図(仕 込 生産)
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1 フ ロ ー チ ャ ー ト

tフ ロ ー チ ャ ー ト と一は

わ れ われ は、 シス テ ム設 計 や プ ログ ラ ミング を行 な う際 、 フ ロー チ ャ

ー トとい う図表 を作成 す る。 これ は、 コン ピュ ータ で処 理 す る手 順 の時

間 的 関係 や 、 そ れぞ れ の機 能 的 処理 手 順 ブ ロ ック の空 間的 な関 係 を・ 図

式 化 した もの で あ る。 そ れ故 に、 フ ローチ ャー トは、 定 め られ た ブ ロ ッ

ク とそ の ブ ロ ック間 を結 ぶ 矢 印 で表現 され て い る 。

〈例〉

図1自 動車 の運転 手 順 フ ローチ ャ ー ト

④(始 め
、}一 一_

{
キ イを入 れ

て エ ン ジ ン

をかける

1

ク ラ ッ チ を

ふ ん で ギア
九 ロー に 入

れ る

}

サ イ ドブ レ
ー キをはず

す一
ア ク セル を

ふ みな が ら

ク ラッチ を

はず す

ク ラ ッチ を

ふ ん でギ ア

を入 れ る

ノ

ア クセ ル を

ふ む

い名鷲
.

㌘
A －55－

i

lいい え を止

めたプ/

は い
i

-一 一.

㌫∋
1

-一 ーー
|

1ク ラッチ を]

ふ ん で ギア

をはず す

1

サ イ ドブ レ
ー キをかけ

る

}

キイ をはず

して、 エ ン
ジ ンを止 め
る

、レ

(終 り)



との よ うに、 そ れ ぞ れ の手 順 を わか りや す い図解 の形 で表 現 して お く

と誰 が 見 て もよ くわ か り・客 観 化 され 、後 で 自分 で、論理 を追 い かけ る

場 合 で も、非 常 にわ か りや すい 。

この よ うに フ ロー チャ ー トは 、論理 的 な前後 関 係 を表 わ して い るが
、

普 通 一般 に は 定量 的、 つ ま り数量 的 な関 係 で しか使 わ れ ない と考 えが ち

で あ る。 しか し・ 量 や数 的 な関係 ば か りで な く、 定性 的 な流 れ を表 わす

場 合 に もちい られ る。 つ ま り量 の変 化 を論理 的 に組 み上 げ る ば か りで な

く、状 態 の変化 も表 わ す こ とがで き る。

この二 つ を比 較 してみ る と、

,

`

〔定性的 〕 〔定量的 〕

公 共料金

が上が る

＼ r

物 価 が

上 が る

＼ /

生 活 が

苦 し い

公共料金

X%増

物価

Y%増

＼ '

実 質所得

Z%減

1

一56一



6

`

定性 的 な フ ロー チ ャー トは、 多 くの場 合 、政 治 の 問題 とか 、社 会工 学

的 な問 題 を取 り上 げ る場 合 に作 成 され る。

一般 に コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムで用 い られ る フロー チ ャー トは、 前 の

計 算 でで て きた数 値 を どの よう に次 へ もって い くか、 とい う定量 的 な フ

ロー チ ャ ー トで あ る。 だだ し、定 性 的 に 近 い形 の フ ロー チ ャ ー ト も作成

され る。前 者 は主 に、 プ ロ グ ラ ミン グ の際 に もちい られ 、後 者 は、 シ ス

テ ム設計 の 操作 論理 を表 わ す場 合 に作 成 され る。

以 上 の よ うに フ ロー チ ャー トも用 途 別 にそ の形 態 が異 な っ て くるので 、

そ の 目的 に合 わせ て作 成 しな け れば な ら ない 。

2フ ロ ー チ ャ ー ト記 号

フ ロチ ャ ー ト記 号 は 、情 報 処理 にお け る操作 の系 列 、 デ ー タの 流 れ 、

作 業 の進行 な どを表現 す るため の もの で あ る。

以 下 こ こで 説 明 す るフ ロー チ ャー ト記 号 お よび そ の用 法 は 、 日本 工 業

規格(JIS)「 情 報 処 理 用流 れ 図記 号 」 を参 考 に しだ。

〔書 き方 〕

(1)流 れ 図(flowchart)Vak・ け る流 れ(flow)の 方 向 は、 原 則 と

して、 左 か ら右 へ 、上 か ら下 へ とす る。 流 れ の方 向が これ に合 わ ない

とき は、 流 れ を示 す 矢 印 を用 い なけ れ ば な らな い。

な お 、矢 印 を用 い たほ うが わ か ,りや す い ときには 、 こ れ を用 い るこ

とが のぞ ま しい。

■

●

●

(例)
読 む

磁心
＼ '

計 算 ω 計 算 ②

印 刷
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(2)流 れ 線(flowline)は 互いに交差 して も よい。 この場 合 には ・ これ

ちの間 に互 い に論理 的 関係 は な い もの とす る。

原 則 的 に は 、流 れ 線 の交差 は な るべ くさけ たほ うが よい が・ 交差 さ

せ る ことに よ って、 フ ロー チ ャー トが簡 潔 に な る場 合 には 、 交差 させ

た ほ うが よいo

(3)二 つ以 上 の流 れ 線 を 集 め て、 一 つ の流 れ線 に して も よい・

(例)

/'心
＼/

●

処 理

PE 刷

_58
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`

■

6

●

〔 フ ロ ー チ ャ ー ト記 号 〕

資 料1.

情 報 処 理 用 流 れ 図 記 号

日本工 業 規格JIS

C6270-1970

番 号 記 号 意 味

1

処理(pr・cess)

あ らゆ る種類 の処 理 機能 を表 わ す。

2
之//＼
＼//

判 断(decision)

い くつ か の択一 的 径路 の うち、 どの径路 を と らせ るか

を決 め る判 断 、 また は ス イ ッチ式 の 操 作 を表 わす 。

3
/＼
＼/

準備(preparation)
ス イ ッチ の設定 、 指標 レ ジスタ の変 更 、 ル ー チ ンの初

期 値 の設 定 な ど、 プ ロ グ ラム自 身 を変 える た めの 命令 、

ま だは 命令 群 を修 飾 す る機 能 を表 わす 。

4

定 義済 み 処理(predefinedprocess)
サ ブル ー チ ンな ど、別 の場 所 で定 義 され てい る命 令群 、

ま たは い くつ かの操 作 よりな る命名 された処 理過 程 を

表 わす 。

5

「

＼/
手 作業(manualoperation)

機 械的 な手 段 を用 い ない手 作業 に よる オ フ ラ イ ンの 処

理過 程 を表 わす 。

6

補 助操 作(auxiliaryoperation)

中央 処理 装置 で 直接 に制 御 され て い ない 装 置 に よ って

行 な うオ フ ライ ン操 作 を表 わす。

7 ▽
組 合 せ(m・rg・)

記 録 の二 つ以 上 の 集合 を一 つの集 合 に 組 み 合せ る こ と

を表 わ す。

8

＼

抜 出 し(extract)

い くつ か の記録 か ら なる一 つ の集 合 の なか か ら、特定

の い くつ か の集 合 を取 り分 け る こ とを表 わ す 。

9

照 合(C・llate)

組 み 合 わせ た り抜 き出 した りしなが ら、 記録 の二 つ 以

上 の集 合 か ら二 つ以 上 の集 合 を作 り出す こ とを表 わす。
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番 号

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

記 号

◇

/ /
/

ー

＼ (

∵

r]1

1"|'＼一

〇

意 味

分類(sort)

集 合 中 の記録 を あ る定 め られ た順序 に並 べ かえ るこ と

を表 わす 。

手 操 作入 力(manualinput)

オン ライ ンけん 盤、 ス イ ッチ、 押 しボ タン 左 どを手 で

操 作 して 処理 中 に情報 を入 れ る入 力機 能 を表 わ す。

入 出 力(input/butput)

情報 を処理 可能 にす る入 力機 能 、 また は処理 済 み の情

報 を記 録 す る出 力機 能 を表 わす 。

オ ン ライ ン記 憶(onlinestorage)

磁気 テー プ、磁 気 ドラ ム、 磁気 デ ィス ク な どあ らゆ る

種 類 の オ ンラ イ ン記 憶 を利 用 す る入 出力 機能 を表 わす

オ フ ライ ン記憶(offlinestorage)

情 報 を任 意 の オ フ ラ イン の記録 媒体 に記 憶 す る機 能 を

表 わす 。

書 類(document)

書 類 を媒体 とす る入 出力機 能 を表 わす 。

紙 カ ー ド(punchedcard)

紙 カ ー ド(マ ー ク セ ン ス カ ー ド、 パ ー シ ャ ル カ ー

ド、 ス タ ブ カ ー ド 、 マ ー ク ス キ ャ ン カ ー ド な ど

を 含 む)を 媒 体 と す る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

カ ー ド の 組(deckofcards)

紙 カ ー ドの 集 ま り を 表 わ す 。

カ ー ドの フ ァ イ ル(fileofcards)

紙 カ ー ド上 の 関 連 あ る 記 録 の 集 ま り を 表 わ す ・

紙 テ ー プ(punchedtape)

紙 テ ー プ を 媒 体 と す る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。

磁 気 テ ー プ(magnetictape)

磁 気 テ ー プ を 媒 体 と す る 入 出 力 機 能 を 表 わ す 。
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番 号 記 号 意 味

21

磁 気 ドラ ム(magneticdrum)

磁 気 ドラム を媒体 とす る入 出 力機 能 を表 わす ∩
((

22

('一'

戸 ク1㌧/

磁 気 デ ィス ク(magneticdisk)

磁気 デ ィスク を媒 体 とす る入 出力 機 能 を表 わす 。

23 「_w1
磁 心(core)

磁 心 を媒 体 とす る入 出力機 能 を表 わす 。

24 ぐ_)
表 示(display)

処理 中 に、 オ ン ライ ン表示 灯 、映 像 表 示 装 置 、 操 作卓

の 印字機 作 図機 な どを通 じて、 情報 を入 間が 利 用 で き

る よ うに表 示す る入 出力機 能 を表 わ す。

25

流 れ線(flowline)

記号 を結 びつ け る機 能 を表 わす σ

26

並行 処理(parallelmode)

二 つ以 上 の同 時 操作 の 始 ま り、 また は終 りを表 わ す。

(左 図 に は流 れ線 は示 して ない)

27 _ミ ＼
通 信(co㎜unicationlink)

情 報 を 通 信 線 で 伝 達 す る機 能 を 表 わ す 。

28 ■
結 合子(connector)

流 れ図 の ほ かの 場所 へ の 出口、 あ るい は ほ か の場 所 か

らの入 口 を表 わ す。

29 ⊂ ⊃
端 子(terminal,interrupt)

開 始 、 終 了 、 停 止 、 遅 延 、 中 断 な ど 、 流 れ 図 の 端 子 を

表 わ す 。

30 ⊥
注 釈(co㎜ent,annotatiOn)

明 瞭 に す る た め に 、 説 明 ま た は 注 意 を 加 え る 機 能 を 表

わ す 。
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5フ ロ ー チ ャ'一 ト の 種 類

フ ロ ー チ ャ ー ト に は 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た 目 的 ま た は 用 途 別 に 、 い くつ

か の 種 類 が あ る 。 大 き くわ け る と 、 シ ス テ ム 設 計 の 際 に 作 ら れ る も の と 、

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 際 に 作 ら れ る も の と が あ る ・

3.1プ ロ セ ス ・ チ ャ ー ト

プ ロセ スtチ ャ ー トは 、 シ ス テ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト と も呼 ば れ 、1つ

の 情 報 処 理 を 構 成 す る ユ ニ ッ ト ・ プ ロ セ ス 相 互 の 関 係 を あ ら わ し た も

の で あ る 。 こ の ユ ニ ッ ト ・ プ ロ セ ス は 別 に ラ ン と も い い 、 プ ロ グ ラ ム

を1回 ロ ー ドす 肴 こ と に よ っ て 行 な わ れ る 一 連 の コ ン ピ ュ ー タ に よ る

情 報 処 理 の こ と を い う 。

図2プ ロ セ ス チ ャ ー トの 例
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句

前 記 の よ う に プ ロ セ ス ・チ ャ ー ト は 、 ユ ニ ッ ト ・ プ ロ セ ス ご と に 入

力 、 情 報 処 理 の 内 容 、 出 力 の概 要 を 図 示 し、 一 定 の 情 報 処 理 を 行 な う

た め に 必 要 な 各 ユ ニ ッ ト ・ プ ロ セ ス の 関 連 を フ ロー チ ャ ー ト で 示 した

もの で あ る 。 し た が っ て 、 プ ロ セ ス ・チ ャ ー ト を 書 く た め に は コ ン ビ

ュ ー タ へ 何 を ど の よ う な 方 法 で 入 力 す る か 、 ど の よ う な 情 報 処 理 を 行

な う か 、 そ し て コ ン ピ ュ ー タ か ら 何 を 、 どの よ う な 方 法 で 出 力 す る か

と い う こ と を 個 々 の ラ ン ご と に 確 定 し な け れ ば な ら な い 。

3.2プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

各 ラ ン の 仕 様 が は っ き り 確 定 した あ と で 、プ ロ グ ラ ミ ン グ の 道 具 と

し て 用 い ら れ る の が 、 こ の プ ロ グ ラ ム ・フn-一 チ ャ ー ト で あ るo

実 際 の デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 か な り 複 雑 な 論 理 的 構 造 を も っ て

い る の で 、 そ の 表 現 と し て の プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー チ ャ ー ト も、 い く つ

か の レ ベ ル に 分 け ら れ て 表 現 さ れ て い る 。

① ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

プ ロ セ ス ・チ ャ ー トは 、 コ ン ピ ュ ー タ に ど の よ う な プ ロ セ ス で 仕

事 を さ せ る か を 図 示 し た も の で あ る が 、 各 プ ロ セ ス ご と に コ ン ピ ュ

ー タ の 内 部 で ど の よ う な 方 法 に よ っ て 、 情 報 処 理 を 行 在 う の か を 概

括 的 に 図 示 し た も の が 、 ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー チ ャ ー ト で あ るo

こ こで売 上 高 計 算 を 例 に とっ てみ よ う。

商 品 コー ド、 売 上数 量、 商 品単価 が パ ンチ され てい る、カー ド ・フ

ァイル を入 力す る こ とに よ り、 商 品別 の売 上 高 を計 算 し、そ の結果

を印刷 す るま で の ゼネラル ・フローチャー ト を作 成 してみ よ う。 この場

合 、 商 品別 の 売上 数 量 の合 計 はす で に行 なわ れ てい る もの とす る。

た だ し、 売上 高=売 上 数量 ×商 品単 価 と し、商 品 コー ド欄 に何 も

せ ん孔 され て い な い エ ン ドカー ドが 入力 されだ と き、処理 は 終 了 す

るo
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図5ゼ ネ ラ ル ・フ ロ ー チ ャ ー トの 例

← 第1ス テ ッ プ

← 第2ス テ ップ

s

/駕
チ

売上高の
計算

カ ー ド ・

プ ア イ ル

← 第4ス テ ッ プ

← 第7ス テ ップ

← 第6ス テ ップ

φ

'

第1ス テ ッ プは 開 始 を表 わ し、 第2ス テ ップの初 期値 条 件 の設 定

では 、 デ ー タ を入 力 す る前 に処理 に必 要 な準 備 を行 な う。 この処理

は最 初 の1回 だ け実行 され る。 第3ス テ ップで は 、1枚 目の売 上 カ

ー ドが コ ン ピ ュー タに読 み込 まれ 、第4ス テ ップで は、 入 力 カー ド

が エン ドカー ドで あ る か ど うか を判 定 す る。 も し、 エ ン ドカ ー ドで
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あれ ば第7ス テ ップ に い って処理 は 終了 す る。 しか し、1枚 目の カ

ー ドに は デ ー タが記 録 され て い るの で第5ス テ ッ プに移 って 売 上高

の計 算 が行 な われ 、 第6ス テ ッ プで そ の結 果 が プ リン トされ 、1枚

目の 処理 が終 る。1枚 目の カー ドの処 理 が終 る と、2枚 目の カ ー ド

を読 み 込 み、 また 同 じ ように処理 され る。 こ の よ うに し て、 エ ン ド

カー ドが くる まで処 理 され るの で あ る。

以 上 の よ うに ゼ ネ ラル ・フ ロー チ ャー トで'は、 細 部 に わ た る処理

手順 の説 明はな され てお らず 、一 括 で きる部 分 は1つ の ブ ロ ックで

あ ら わ され て い る。

② デ ィテー ル ・フ ロー チ ャー ト

デ ィテ ール ・フ ロー チ ャー トは、 ユニ ッ ト ・プ ロセ ス で行 な う処

理 内容 を、転 送 、 演 算 、 判断 な どの基 本 的 な デー タ処理 操 作 に 分解

して、 そ の 流 れ を、 プ ログ ラ ミン グ で きる程 度 に詳細 に 図示 し た も

の で あ る。

それ で は、売 上 高 の 計 算 の例 をデ ィテ ー ル ・フ ロー チ ャー トで 図

示 して 、説 明 して み よ う。
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ま ず 、 第1ス テ ッ プ は 、 開 始 を 表 わ す タ ー ミ ナ ル 記 号 で あ る 。 次

に 第2ス テ ッ プ で は 、 ラ イ ン ・カ ウ ン タ ー つ ま り 、 計 算 結 果 を 印 刷

し だ 行 数 を 数 え る 場 所 に25を 入 れ る 。 こ れ は 、1枚 目 の デ ー タ ・

カ ー ド を 入 力 した と き に 見 出 し を 印 刷 さ せ る た め に 行 な う 。 そ し て 、

第3ス テ ッ プ で1枚 目 の カ ー ドが 読 み 込 ま れ 、 第4ス テ ッ プ で そ れ

が 、 エ ン ド ・ カ ー ドか ど う か を 判 定 す る 。 も し 、 エ ン ド ・ カ ー ド で

あ れ ば 、 第11ス テ ッ プ に 移 っ て 処 理 は 終 了 す る 。 こ の 場 合 、 入 力

カ ー ド・は 、1枚 目 で あ る か ら 第5ス テ ッ プ に 移 っ て 売 上 高 の 計 算 が

行 な わ れ る 。 次 に 、 第6ス テ ッ プ で ラ イ ン ・カ ウ ン タ ー が25か ど

う か を 判 定 し 、25で あ れ ば 、 第7、 第8ス テ ッ プ に 移 っ て 、 見 出

し を 印 刷 し 、 ラ イ ン ・ カ ウ ン タ ー を0に す る 。 ラ イ ン ・カ ウ ン タ ー

が25で な け れ ば 、 第9ス テ ッ プ に 移 っ て 、 商 品 コ ー ド、 数 量 、 単

価 、 売 上 高 を プ リ ン ト す る 。 こ こ で1枚 目 の 処 理 が 終 了 し、 第10

ス テ ッ プ で 、 ラ イ ン ・ カ ウ ン タ ー-ik1を た し 、2枚 目 の カ ー ド を 読

み 込 む 。

以 上 の よ う に デ ィ テ ー ル ・ フ ロ ー チ ャ ー トを 作 成 す る に は 、 問 題

の 細 部 に わ た る検 討 を し 、 条 件 の も れ を 完 全 に な くさな くて は な ら な

い 。 よ っ て 、 プ ロ グ ラ マ は 、 こ の デ ィ テ ー ル ・ フ ロ ー チ ャ ー ト に し

た が っ て 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 な う こ と が で き る の で あ る 。

4フ ロ 一一チ ャ ー トの 基 本 型

① 直 線 型

フ ロ ー チ ャ ー ト記 号 の 配 列 で 最 も 単 純 な パ タ ー ン で 、2つ の 処 理 記

号 を そ の 処 理 手 順 に し た が っ て 、 上 下 に つ な い だ も の 。

7一



② 分 岐型

あ るデー タの条 件 に よ って、 異 な る処 理 を行 ない、 そ の後 で再 び合

流 する型 。 人

<乏1ぷo
＼玉

吟

処 理A 処 理B
●

③ ル ー プ型

あ るデ ー タ の条件 を判 断 し、条 件 が 満 た され てい れ ば、 次 の 処理 へ

進 む が 、条 件 が 満た され てい なけれ ば 、そ の 条件 が満 た され るま で、

処理 を くり返 す とい う型 。そ の場 合、 何 回 か 処 理 を く り返 す こ と に

よって条件 が満 た さ れ る よ うに な ってい なけ れ ば な らな い。 も しそ う

で なけ れ ば、 ル ー プは 無限 に くり返 え され、 抜 け出 す こ とが で き ない。

YES 半壊 ノ

NO

処 理

以 上 、 す べ て の フ ロ ー チ ャ ー トは 、 直 線 、 分 岐 、 ル ー プ と い う3種 類

の 基 本 パ タ ー ン の組 合 せ に よ っ て 書 き あ ら わ す こ と が で き る 。
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5・ 練 習 問 題

ω あ る会 社 の 社内 預 金制 度 の利 息 計算 業 務 を考 えて み よ う。

この 会社 で は、 入金 また は出金 の受 付 け を毎 週 末 に、 ま とめ て 処理

す る。 そ の際 の処理 と しては 、 入 出金 伝票 をカー ドに パ ン チ して、 そ

れ を使 って マ ス タ ー フ ァイ ル(磁 気 テ ー プ)の 更新 と入 出 金一 覧表 を

作 成 す る。

まだ 、毎 月 の最 終 日に は、 すべ て の預 金者 の利 息 を、 そ の 月 の残高

に つ い て計算 し、預 金 とそ の 月 の残 高 を計 算 した新 残 高 を一 覧 表 に し

て 出 す 。

な お、 一 人 の預 金 老 が、 入 金 と出金 との両 方 を、 同 じ週 に行 な う こ

とは な い もの とし、 また、 新 し く口座 を開 いた り、 閉 じた りす る業 務

にっ い て は、 と りあげ ない こ とに す るo

(計 算 式)

利 息=旧 残 高 ×利 率

課 税 前新 残 高 二利 息十 旧残 高

課 税後 新 残高 コ課 税前 新 銭 高 一 税額

以 上 の ことか ら、 プ ロ セス ・チ ャー トを作 成 せ よ。 ま た新 銭 一 覧表

作 成 の ゼ ネ ラル ・フ ロー チ ャー トを作成 せ よ・

(2)下 記 の条 件 か ら保 険料 計算 の デ ィテー ル ・フローチャー トを作 成 せ よ。

〈入 力 形 式〉

/
一

健

年 康

氏 名
A

状
態

保 険 金

刀
(良
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〈 出 力 形 式 〉

氏 名 保 険 金 保 険料「-1{1-一 －s-=
!lt

コ ト

1 .1|

〈 保 険 料 率 〉

良 好 不 良'

30才 以 下1.532.73

30才 ～50才2.945.26

50才 以 上6.4410.94

な お 、 終 り を 示 す カ ー ドは 氏 名 が 空 白 に な っ て い る 。

練 習 問題解 答

(1)プ ロ セ ス ・チ ャ ー ト

r。 彫 一
入 出 金 プ

アイ ル ーテ ー タ カ ー ド

1

更 新

1。 競 一

1ご竺 、、 こ …

旧/
マ ス タ ー

フ ァ イ ル

更 新 計 算

新銭一覧表

)
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② デ ィ テ ル ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

、

,ノ
め

ム
ロ

女

/_
ア 一 夕 ・カー

ドを 読 む
頃

<ぎ ・・

NO ⇔

4

30才 以 下

年＼
/
37才

50才

《劔 く
一

保険料
=保 険金

～

保険料

一保 険 金

×2.73

健 康 か?

保 険 料

=保 険金

×2.94

＼N・

YES

＼ /

i

保険 料

一保 険 金

×5.26

50才 以上

健康か?

YES

NO

保 険料

=保 険金

×6.44

＼ソ

保険 料

=保 険金

×10.94

■

■

氏 名 、保 険 金

保 険 料

/t-"Xi
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ll 事 例 研 究

そ れ で は、 こ こで今 ま での総 ま とめ と して、在 庫 管理 に関 し て必要 と し

て い る情 報(在 庫 管 理 資料)を コ ン ピ ュータ で問 い合せ る問 題 を例 に とっ

て 、問 題 設 定 か らフ ロー チ ャー トを作成 して、 そ れ に も とつ い て プログ ラ

ム(コ ボル言 語)を 作成 してみ よ う。

1問 題設 定 と システ ム概 要

この問 題 は、 在 庫 マ ス タ ー フ ァイル か ら、 必要 とす る商 品 の、 在 庫状

況 お よ び過 去 の発 注 状 況 を 求 め る もの で あ る。

(1)出 力 資 料

商 品 別 在 庫 一 覧 表

商 品 コ ー ド 商 品 名 前 月 残 当月入庫 当月出庫 当 月 残 増減比率

発 注 明 細 表
一

商 品 コ ー ド 商 品 名 発注 日 発注先 発注量 単 価 金 額 納 入 日

一73一



② 入 力

〈 コー ド表 〉

① 資料 コ ー ド

商品 別 在 庫 一 覧表

発注 明細 表

② 商 品 コー ド

テ レ ビ(カ ラー)

テ レ ビ(白 黒)

ラジオ

ス テ レ オ

テー プ レ コー ダー

冷 蔵 庫

電 気 釜

トー ス タ ー

ジ ュー サ ー

電子 レ ン ジ

洗 濯機

掃 除機

ア イ ロ ン'

ク ー ラー

電 気 コタ ツ

〈入 力 要 領 〉

1

2

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

入 力 は タイ プ ライ ター で 蛤 こな う。

①1桁 目か ら10桁 まで に問 い 合せ 責任 者 の 名前 を アル フ ァベ ッ ト

で タ イ プす る010桁 目ま でに達 しな い場 合 は残 りの桁 を ス ペ ース

(空 白)に し、10桁 を こえ る名 前 は10桁 で と どめ る。

②11桁 目に求 め る資 料 の 資料 コー ドを タイ プす る。

③12桁 目か らそ の資 料 の 中 で必 要 な 商品 の商 品 コー ドを タ イ プす

る。 な お、 商 品 コー ドはか な らず 小 さい方 か らタ イ プす る。

④ デー タ終 了 の表 示 キ ー を押 す。

-74一
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(例)

1桁 目 綱 縮 4桁 目 ・緬 6桁目 7桁 目 8桁 目9桁目 10桁E 11桁 目

1

12柘 自3桁 目i4桁 目 15㈱16桁 ∈

Y
l

A

l

M A Zi A K 1 1 0 1 1 4… …

二丁
▲
ー

ー

ー

1桁E 2桁 目 3桁 目4桁目 5桁目 ⑥桁目 7桁 目8桁 目 9縮 10桁 巨11】桁目
ll!
12桁 自13桁 目14桁E

1

15組16桁 目

M-
1-
1

u SH A N O K O u 2 0 3 0 6 .令 ・ ● ■ ⑳
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ー 一 ・・一カ ラー テ レ ビ

一 一ー ー 一商 品 在 庫 一 覧 表

＼一}

1↑ 冷蔵庫
　 　

ll
li
1 ラ ジ オ
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(3)ア ウ トプ ッ トの設 計

① 商 品 別在 庫 一 覧 表
SPACINGCHART

ー

『

O
ー

`● ・
.・

● 肩



ー

ベ

ベ
ー

・ ・ q. L⑳
唱

② 発 注 明 細 表
SPACINGCHART



(4)マ ス タ ー ・ フ ァ イ ル の 設 計

吐

商 商 前 当 当 当 発 発 発 単 納

曇 品 月
月 月

月 注 注 注 入
1 入 出
ド 名 残 庫 庫 残 日 先 量 価 日

双 ×oo 9(4) 9(4) 9(4) 9(4) MHDD ×(15) 9(4) 9(3) MMDD

-

■

な お 、 上 記 マ ス タ ー フ ァ イ ル は 、 す で に 作 成 さ れ て い る も の と し て 、

今 後 の 処 理 を 行 な う 。

2フ ロ ー チ ャ ー ト

(1)プ ロ セ ス ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

コ ー ド を タ

イ プ す る

一78一
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●

(2)ゼ ネ ラ ル ・ フ ロ ー-sz-it=NJト

②

_r-/

終篇謬
NO

資料
コー トは?

見 出 し(1)

㌧/

品 コー

ド終 り か?

'巴
_

読 み 込 む/

一 「

」

見 出 し(2)

(＼)'

マス ター

フ アイル

ー ドは?

li

へ
刷
乙ノ

∴
一79一
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5プ ロ グ'ラ ム

先 程 の フ ロ ー チ ャ ー トを コ ー デ ィ ン グ す る と 次 の よ う に な る 。

11200701PROCEDUREDIVISION .

11300702S㎜[p.

114007030PENINPUTCRFILEOUTPUTPRFILEMrFILE
.

11500704(⊃1モ 正も.

11600705RIIIADCRFILEATENDGOTOCRE .

11700706WRITEMFDATAFROMC㎜ .

118007α7GOTOCRR .

11900708CRI}.

12000709CLOSSMTFILE .

12100710TIN.

12200711MOVESPACETOCI{REC .

12300712MOVEZEROTOI .

124007130PENINPUTMTFILE .

125・07141)[SPLAYTTYPE-INSEY・*糊I
S揺 ぷ『耳珊 卵DO

12600715ACCEPTC㎜C .

127007161FNAMAE=iI[IIN[DiGOTOENDR

128007171FNAMAEN㎝ALPHABE皿ICGOTOERRI .

129007181FSMEI=1GOTOROOT .

130007191FSMEINOT=2GOTOERR2 .

13100720MOVESPACETOPRDATA .

132WRITEPRDATAA皿ERADVANCING16HNES
.

13300721MOVENAMAETOH-NAMAE2 .

IMOO7ee㎜EP皿TAFROM㎜2A㎜R卿ING2LI皿S
.

13500723WnEPIroA[1]AFROMMDS2AFmRADIVANCING3LINES
.

136008000ME工

137008010PERFORMMrINTHRUMFOUT .

138008020CCMPUTEM-KING=rR¥OU*TANKA .

139008030MOVESCODETOM-SCODE .

140008040MOVESNAMETOM-SNAME .

141008050MOVEHDATETO]yLHD蛆E .

142008060MOVEHSAKITOM壬lSAKI .

143008α70M)VErRYOUTOM-HRYOU .

144008080]M〔)VETA皿TO]MI-TANKA .

145008090随)VEND蛆ETOM二NDATE .

146008100V㊥PRDAWAFRCMMEISAIAFTERADVANCING2LINES
.

一80一
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4

147008110GOTOMEI.

148008120ROOT.

149008130M)VESPACETOPRDATA .

150WRI[[EPRDATAAFTERADVANCING16LINES .

151008140MOVENAMAETOH-NAMAE1 .

152008150WRITEPRDATAFROMHEADlAFTERADVANC][NG2LINES .

153008160WRITEPRDATAFROMMDSlAFTERADVANCrNG31
」INES.

154008170ZAI .

155008180

156008190

157008200

158009000

159009010

160009020

161009030

162009040

163009050

164009060

165009070

167009090

168009100

169009110

170009120

171

172009140

173009150

166009080]N([1]IN.

009130MTRE.

174009160MFOUT .

175010000E正{Rl

176010010

177010020

178010030

179010072

180010040

181010050ERIR,2

182010060

183010070

184011075

185010080

PERFOBMA([['INTHRUrVfl]OUT.

MOVIEZZ二ANETOWLHIR.

C(〕XNdlPUTEZ-LHIRROUNDED=TZANE*100/平HIR*o.01.

MOVFSCODETOZ-SCODE.

MOVESNAMETOZ-SNAM居.

]MOVEZZANETOZ-ZEN.

MOVETNYUKTOZ-TOUNT.

MOVETSHUKTOZ-TOUS.

MOVETZANETOZ-TOU.

WRITEPRDATAFROMZANDAKAAFTERADVANCING2LINES .

GOTOZAI.

MOVESPACETOPRDATA.

ADDlTOI.

IF1>15GOTOPROU.

IFTCODE(1)=SPACEGOTOPROU.

READM]]FILERECORDIN[1]OMII]RFCATENDGOTOERIR3 .

IFTCODE(1)NOT=SCODEGOTOM[1]RE.

EXIT.

MOVESPACETOPRDATA.

MOVEl**ERIRORI**ナ マエ ノ ナカニ ローマジ イガイ ノ モジ ガ アル1 .

TOPRDATA.

DISPLAYl***TYPE-INGAMACHIGAIDESU***.1 .

GOTOPROU.

MOVESPACETOPRDATA.

MOVEi**E㎜R2**シ リョウ コー ド ガ マチガ イ デスlTOPRDATA .

DISPLAY【***SHIRYO-CODEGAMACHIGAIDESU*** .`.

GOTOPROU.
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186010090E]RR3.

187010100MOVESPACETOI)RD直TA.

188010110MOVEi**ERROR3**シ ョウヒン コー ド ガ ォ カシイ デ ス1TOPRD蛆A .

189011090DISPLAY}***SHOHIN-CODEGAMACHIGAIDESU*** .1.

190010120PROU.

191010130.WRITEPRDATAA皿ERADVANCING5LINES .

192010140'CLOSEMTFILE.

193010150GOT()TIN.

194011010ENDR.

195011020DISPLAYi**ENDSTUDY-1***1。

196011030CLOSECRFILEPRFII,EM[1]FILE .

197011040STOPRUN.

198011050ENDCOBOL.

■

◆

注)こ の プ ロ グ ラ ム は 、 「IDENTIFIOATIONDIVISION」 と

「ENVIRONMENTDIVISION」 は 省 略 し て あ る 。

b
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*****ハ ッチユウ メイサ イヒ ョウ*****

ショウヒン ハ ッチユウ

・ 一 ド シヨウyンメイ ノツチユウビ ノx"fatw1∈ ウ

01カ ラ ー テ レ ビ9.01ヤ マ ダ シ ョ ウ ジ435

02シ ロ ク ロテ レ ビ9.03ト ヤ マ デ ン キ75

03ラ ジ オ9.01ヤ マ ダ シ ョ ウ ジ220

04'.ス テ レオ9.02フ ジ デ ン キ50

05テ ープレ コーダ=9.05フ ジ デ ン キ135

06レ イ ゾ ウ コ9.01ト ヤ マ デ ン キ185

07デ ン キ ガ マ9.02カ ワサ キ シ ョ ウ ジ90

08ト ー ス タ ー9 .01ト ヤ マ デ ン キ120

09ジ ュ ー サ ー9.03ト ヤ マ デ ン キ85

1
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14ク ー ラ ー9.05ト ヤ マ デ ン キ2

15デ ン キ ゴ タ ツ9.03ナ ガ ヤマシ ョウテ ン35
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1.オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

●

現在 の社 会 組 織 や 管 理 メカ ニ ズ ムは 日 々に変 化 してい るの で、 われ われ の

い ま まで の常 識 を も って して は 、 そ れ の 完全 な把 握 はえ られ そ うに な い 。

したが って 、 も しある事 象 の最 適 値 を正 確 に求 め よ うと努 力 す れ ば す る程

写 れ は部 分 的 な もの にな らざ るを得 ない で あろ う。

そ れ では 、 わ れ われ は この よ うな 目的 を実現 す る こ とは無 意 味 で あ り結 局

は 断念 せ ざ る を得 ない で あろ うか 。

この課 題 に対 して敢 然 と挑 戦 を して い るのがv・わ ゆ る経 営 科 学(ORと も

い う)で あ る 。 その うちで も横 綱 格 とい え る 「シ ミ ュレー シ ョン 」に よ る技

法 で は複 雑 きわ ま りな い 、事 象 の あ い ま い さを その ままの姿 で 受け とめ て 、

そ の再 現 され た モ デル(机 上 また は コ ン ピ ュー タの うちで)の 中で 許 され る

限 り、正 しい解 答 に近 づ こ う とす る もの で あ る 。

しか し、 そ れ はあ くま で も試 み られ た 実験 の範 囲 内 で最 善 と考 え ら れ る解

が 得 られ る とい う意 味 で あ る。 したが って そ の事 象 を表 わす モ デ ル の つ くり

方 が 解 答 に大 き く影 響 す るわ け で 、勢 いモ デル を つ くるプ ロジ ェク ト ・リー

ダ ーの 手 腕 が 大 き く物 を い うこ とにな る。

さて 、 経 営科 学(OR)と い うのは この シ ミュ レ ーシ ョン だけ で は な い。

数 え 上 げ れ ば10種 類 以 上 の手 法 が あ る。 そ の た め に一般 の 人 々 は経 営 科 学

(OR)と は どんな も のか 、 そ の イ メ ー ジ をは っ き りつか む の に苦 慮 す るわ

け で あ る。

い ま まで の 類書 に お い て は、 そ の 分 類 と して 「手 法別 分 類 」と、 「用途 別

分類 」が 多 くと り上 げ られ て い るが筆 者 は こ こに 「目的 の上 か らみ た分 類 」

を と り上 げ つ ぎの四 つ に 大 別 して み た い。

(1)計 画 の科 学 … … リニア ・プロ グ ラ ミング(LP)、 ノ ン リニア ・プロ グ

ラ ミン グ(NLP)、 ダイ ナ ミ ック ・プ ロ グ ラ ミン グ(D

P)

(2)予 測 の 科学 … … 時系 列 分 析 、産 業 連 関 表 、 計 量経 済 分析 、 デ ル フ ァイ 法

一89一



〆

(3)管 理 の科 学 … …PERT、CPM、 在 庫 管 理

(4)戦 略 の科 学 … … シ ミュ レー シ ョン(モ ンテ カ ル ロ)、 ゲ ー ムの 理論

以 下 、 子れ そ れ につ いて 、 数 式 をほ とん ど用 い ない で解 説 を試 み るこ と と

す る。

■

1.経 営科 学 の 思想

ORは 戦 争 の た めの 作 戦 と して 考 え られ た手 法 であ り、 「得 られ る範 囲

内 で の情 報 量 と時間 と道 具 とをつ か って最 も適 切 な答 え を出 す こ と 」か ら

始 ま って い る。

した が って、 そ の プ ロセ スに 対 す る厳密 な解 析 とか 吟味 は必 要 が な く、

そ の得 られ た解 答 に対 す るチ ェ ックが 大 切 な の であ る。

ORの 発 祥 の地 は イ ギ リスで あ る。 第 二 次 大 戦 中に イ ギ リスは ドイ ツの

空 襲 に悩 悩まされ てお り、 これ を防 ぐた めに な ん らか の 新 しい方 法 を考 えね

ば な らな か った。

当時 の 新 発 明兵器 、 レー ダ ー と対 空砲 火 とを どの よ うに配 置 す れば よい

か に つ い て研 究 が 行 な われ た 。 この場 合 には 、 得 られ る範 囲 内 で の情 報 を

つか い ・ 限 られ た 時間 内 で最 も適 切 な解 答 を得 る こ とで あ る。 したが って 、

そ の答 え は絶 対的 に正 しい もの とは 言 え な い。 た とえ ば 終 戦間 ぎわ に ア メ

リカの海軍がわが甲の神風特攻隊 の攻撃 をさけ るため にOR的 な研究 を行

な った の で あ るが ・ その結 論 とい うの は 「小 さな船 は ユ ック リと進 路 をか

え ・大 き い船は 激 し く首 をふ れ 」とい うこ とで あ った 。

この方 法 を実 行 した場 合 の 船 の被 命 中率 は29%で あ り、 この勧 告 を守

らなか った 船 は47%の 被 命 中率 で あ った。

この数 字 か ら見 て も わか る よ うに 、ORと は 「科 学(真 理)と 現 実(矛

盾)と の ギ ャ ップを埋 め るた め の考 え方 」で あ る といえ る。

この よ うに 考 え てみ る とORも 身近 な もの とな り比 較的 気 易 く とり組 め

る わけ で あ る。

さて、 世 の 中 では経 営科 学 をORと 同 じ意 味 で使 って い る人 もあれ ば 、

また 、経 営 科 学 をORよ りも さ らに広 い意 味 で使 って い る人 もあ る。
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こ こでは両 者 を同 じ意味 の もの と解 釈 して話 を進 め る こ と とす る。 前 に

も述 べ た よ うに経 営 科 学(OR)は その 目的 か ら分類 してみ る と、(1}計 画

用、(2)予 測 用、(3)管 理 用 、(4)戦 略 用 一 の四 つの 目的 に 使 用 で きるの であ

る○

まず 計画 の科学 か ら話 を進 め る こ と とす る。

■

2.計 画 の科 学

これは 「い くつか の制 約 の も とで、 その 作業 の 最適 値 を求 め る ときに 用

い る手 法 」であ る。 この 場合 に 用 い る経 営 科学 の手 法 と しては 、

(1)リ ニア ・プ ログ ラ ミ ング(LP)

(2)ノ ン・リ ニ ア ・プ ログ ラ ミン グ(NLP)

(3)ダ イ ナ ミ ック ・プ ログ ラ ミ ン グ(DP)

とよば れ る一 連 の最 適 値(最 大または最小)を 求 め る手 法 で あ る。 これ に よ

って 生 産 計画 、輸 送 計 画 お よび 混 合 の計画 を立 て る こ とが で きる。

5.予 測 の科 学

これ には 数理 統 計学 に出 て くる数 学 モ デル を用 い る の で あ り、 そ の手 法

と して は 時系 列 分 析 、 計 量 経 済 分析 、産 業連 関 表 、 回帰 分 析 な どが有 名 で

あ る。 また5年 、10年 の長 期 計画 の ときには 最 近 デ ル フ ァイ 法(Del-

phi法)が 多 く用 い られ る よ うにな った。

一 般 に数 学 モ デ ル に よる予 測 に は
、 そ の事 象 に何 らか の繰 り返 し(〈 せ

や片 よ り)が あ る場 合 であ るo

最 近 の コ ンピ ュ ー タの発 達 と ともに 、 これ らの プロ グ ラム も整 備 されて

きた の で、 これ らを利 用 す る こ とに よ って簡 単に 解 が得 られ る よ うに な っ

て きた。

「決 定 」とは 、 すな わ ち 「予測 」で あ る ともい え るoま た決 定 の伴 わな

い予 測 は無 意 味 で あ る。 そ こで 、情 報 の収集 ・貯 蔵 、処 理 → 予測 →決 定 と

い う順 序 を経 る こ とに な る。
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(11予 測 の 目的

予 測 とは 「時間 的 に変 化 す る社 会 活 動 また は 自然 現象 を事 前 に推 測 し

よ う とす る もの 」で あ る。

とくに需 要 予 測 は 自社 の将 来 .をは か る 「物 指 し 」で あ り、転 ばぬ 先 の'

杖 で あ る。 しか し、 問題 が 時 間 とい う要 素 をふ くむ た めに非 常 にむ ず か

しい面 を含 ん でい るの で過 大評 価 も過 少 評 価 も つ つ しまね ば な らない 力

そ して予 測 手 段 に は 非常 に複 雑 な 計算 を繰 り返 し行 なわ ね ば な らな い の

で コ ン ピ ュー タの 助 け を借 りるよ りほ か に途 は な い 。 コ ン ピ ュー タか ら

得 られ る出 力 は 「どの くらいの角度 でどの くらいの幅 の中にはいる 」とい う

よ うに 出 て くる。 精 度 の 高 い出力 を得 るた め に は す ぐれ た シ ステ ム ・エ

ンジ ニア と経営 ス ペ シ ァ リス トの共 同 作業 が 必 要 で あ る。 これが 予 測 を

成功 させ るか 否か の キ ー ・ポイ ン トで あ る。 亭 して 予 測 に も とつ い て決

断 を下 し、 実 施 に移 す のは トップで あ る。 ス タ ッフは 予 測 と実績 が 食 い

違 って も手 を打 つべ き権 限 や は た らきは も って い な い。 そ こで トップが

みず か ら中心 とな って予 測 を行 な うのが よ い。

予測 を行 な う時 に、 最 初 に必 要 とされ るこ とは、

(f)何 年 先 を予 測 したい の か

㈲ 予 測 の結果 を何 に つか うのか

内 予 測 の精 度 は どの く らい を考 え るか

な どを 明確 に す る こ とで あ る。

(2)予 測 の用途

予 測 とは 、 過 去 と現在 の情報 を 資料 に して 未来 の すが た を予測 す る こ

とで あ るが 、 その 用途 は大 き くわけ て つ ぎの三 つ に な る よ うで あ る。

。 特 定 の企 業 の うけ る影 響 を予測 一 産業 連 関 分 析 を用 い る

経 済 的 、 技 術 的 理 由 で、 国 の経 済 構造 が 大 き く変 わ る ときに、 特定

の 企 業 が うけ る影 響 を事 前 に正 し く予測 す る方 法 は何 で あろ うか 。

産 業 構造 の 内部 に まで ふ み込 んで 、お 互 い の相 関 関係 を数 量 的 に 分

析 で きる もの は 「産業 連 関 分 析 」であ る。 これは 各 産業 部 門 の関係 を

一 次 式 で表 わ した も ので
、各 産 業 の 相互 関係 が 定 式化 され て い る。今

後 、 資本 自 由化 の影響 、技 術 革 命 に よ る産 業 構 造 の 変 化 に即 応 した経
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営 方針 を樹 立 す るに あ た って産 業 連 関表 の 果 たす役割 は 大 きい の で あ

るo

。 需要 予 測 をす る 一 計量 経 済 モ デル、 時 系 列分 析 を用 い る

これ に は短 期 的 な予 測 と長期 的 な予測 とが あ る。2、3年 の短 期 的

な予 測 の 場合 には 「現 在 起 きて い る現 象か ら将 来 を知 る 」こと、 す な

わ ち、 現 実 の経 済 の流 れ か ら"見 え る数 字"を さが し出 し、 加 工 して

将 来 の 予 測 を しよ うとい うの で あ る 。 これは 時 間的 な 関係 では な く情

報 の相 互 関係 に重 点 を お い てい る。 それ に は 「計量 経 済 モ デル 」とい

うのが 多 く用 い られ る。

また長 期 予測 の 場 合 には 「過去 に おいて 、 あ るパ タ ー ンを と ったか

ら今 後 も とる で あ ろ う 」とい う時間 的 関係 を重 要 視 して い る。 これ に

は 「時 系 列 分 析 」とい う手 法が多 く用 い られ て い る。

経 済 予 測 は 多 くの試 行 錯誤 を必 要 とす る作 業 で あ る。 そ れ は 入力 す

る デ ータ の妥 当性 に つ いて 出力 結 果 か らの 検 討 を重 ね ね ば な らぬ か ら

で あ るo

そ して い くつ か の結 果 が 得 られ た とき、そ の 中の 一 つ を選 ぶ最 終 決

定 は や は り人間 が 行 な わ なけ れば な らぬ 。

。 技術 予 測 を す る 一 デル フ ァイ 法、 技 術関 連 分 析 を用 い る

■

■

`

4.戦 略 の科 学

企業 にお け る事 象は 複 雑 で あ り、 必 ず しも確 定 的(決 定 論 的)な 事象 ば

か りで は ない 。 た とえ ば 、 あ る原 因a、b、cに よ ってお こされ る結 果 が

それ ぞれA、B、Cで あ り、aの 場 合 には 結果 がA、bの 場 合 に は 結果 が

Bと い うよ うに 因 果 関 係 が 確定 的 につ け られ れば 問題 は な い 。

と ころが 企 業 体 では その 逆 で、 む しろ 偶 然 的 な要 素 や 、確 率 的 な面 が 多

い とい え よ う。

偶 然的 な現 象 を対 象 として 発展 した学 問 と しては 古 くか ら発 達 した確 率

論が あ り、推 計学 が あ る。

も し来 月 の需 要 予 測 を探求 す る こ とが 不可能 な場 合 に は 、 わ れ わ れ は仕
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方 な く確率 を採 用 して そ れ に よ って幾 つか の予備 知 識 を得 よ う とす る。

また 、来 月 の 需要 予測 で は な く何 年 間 に もわ た り需 要 を考 え る必要 が あ

る場 合 に は確 率論 が 強 力 な 武 器 とい え よ う。

この確 率論 の助 け を か りて 、企業 に おけ る現 象 を紙 上 実験 に よ って 追求

す るのが シ ミ ュレー シ ョンで あ る。

シ ミュレ ーシ ョン では 、 現 実 の事 象 をモ デル 化 し、 多 くの デ ー タを用 い

た り、 多 方面 か らの ケ ース ・ス タデ ィを行 な うこ とに よ って(数 学的 手 法

で は解 明 出来 な いよ うな事 象 まで浮 彫 りに し)、 そ の シ ステ ムの 特性 を把

握 す るもの で あ る。

確 率 的 モ デ ル を用 い て 解 を求 め る場 合に は確 率 分布 に 対 応 す る数字 を乱

数表 か ら求 め、(サ イコ ロ をふ るの と同 じ手段)子 れ を式 に 入 れ て試 行 錯

誤 的 に最 良 点 を求 め よ う とい うので あ る。 した が って、 その解 は複 数 個得

られ るの で あ る。 これ を モ ンテ カル ロ法 と呼 ん で い るが 、 コ ン ピ ュー タの

発 達 に よって その 計算 作 業 が 簡 単 に な ったた め に非常 に広 く使 わ れ る よ う

に な った 。 最近 の コ ン ピ ュー タに は 、 その た め の乱 数 発生 装 置 の つい た も

の が設 計 され て い る。 企 業 モ デル で は 「企業 の活 動 を コ ン ピ ュー タの 中 で

モ デ ル化 してお いて 、 環境 の変化 や 自 らの とる ポ リシ ーの変 化 を その モ デ

ル に代 入 してみ て 、 峯 の結 果 を予 測 す る手 法 」で あ る。 っ ーま り企 業 の い ろ

いろ の活動 を 、 コ ン ピュ ー タに よ る実験 に よ って、将 来 のす が た を求 め よ

う とす るも ので あ る。 最 近 で は この手 法 は需 要 予 測 、設 備 投 資 な どに多 く

用 い られ て い る。

つ ぎに ゲ ーム の理 論 を用 い た意 思 決定 法 につ いて のべ る。 「ゲ ー ミン グ」

な る もの に は 自然 を対 手 とす るもの か ら人 間 を対 手 とす る もの や 、社 会 を

対手 とす るもの な ど種 々あ る。 つ ま り人間 をそ の一部 に 組 み 入 れ た シ ミュ

レ ーシ ョンで あ る。 これ は人 間 を訓 練 す るた め の場 合 も あ る し、 入間が 戦

略 的 な決 定 を くだす た めに 用 いる 場 合 もあ る。

5.管 理 の 科学 一

あ る仕 事 を 計画 す る場 合 に 、 よ く管 理 され た 計画 な らば、 無 駄 な損 失 を
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●

最 小 限 に 防 ぐ こ とが 出来 る 。 また 、 実施 段 階 にお いて そ の ネ ック を最 初か

ら知 って お け ば 、 そ の ネ ック を うま く切 り抜 け る ことが で きる。 管理 の手

法 と して はPERTとCPMが 代 表格 で あ る。 そ の応 用 例 と して は 事 業 計

画 、長 期 計 画 、 ダ ム、道 路 、橋 梁 工事 、 高層 ビル建築 、造 船 工事 か ら新製

品 計画 ま でが あ る。 これ らの計 画 に共 通 して い る点 は、 現 在 か ら将 来 に 向

か って行 動 を 起 こす に あ た って 、人 員 、資材 、 費 用 、設 備 機 械 、方 法 な ど

が 含 まれ て お り、 また この 間 に 不安 定 で、不 確 実 な要 因が 介 在 す る こ と で

あ る。 これ らの諸 資源 の運 用 を正 し くつ か み、 これ を 計画 管 理 の ル ー トに

のせ 、 予期 さ れ た 目標 に 向 って近 づ け る こ とが 必要 で あ る。

■

6.経 営科 学 と意 思 決 定

経 営 科 学 の進 歩 は コ ンピ ュー タの活 用 に よ って 保 証 さ れ 、 また コ ンピ ュ

ー タの 高度 利 用 は経営 科 学 の確 立 に よ って成 就 され つつ あ る
。以 下 経 営科

学 と コ ン ピ ュー タを用 い た意 思決定 の方 法に つ いて ふ れ て み る こ と とす る。

コ ン ピ ュー タの 特長 は 申 す ま で もな く、

(1)迅 速 な 計算 が 出来.る。

② 大 量 の デ ー タが 処 理 出 来 る。 　

(3)数 式 と して解 く こ とは 出来 な くて も、 そ の モ デル を作 るこ とが 出来 る

場 合 に 、 そ の モ デ ル を働 か せて 最適 な解 を うる ことが 出来 る。(シ ミュ

レー シ ョン)

な どで あ る。

(11の特 長 は主 に 技 術 計 算 の場 合 に有効 で あ り、 と くにLPの よ うに定 式

化 そ の ものが 典 型 的 で あ る問題 では 、 そ の プロ グ ラム を一・通 り用意 してお

くこ とに よ って 、 いつ で も コン ピ ュー タにか け る こ とが 出来 るの で あ る。

つ ぎに 、(3)の 特 長 は 、 モ デル をつ くって これ に乱 数 を与 え て試 行 錯 誤的

に 問題 を と くため に は コ ン ピ ュー タが 必 要 不 可欠 で ある 。

実 際 にLPやDPや シ ミ ュ レー シ ョンが 経営 科 学 の有 力 な武 器 と して登

場 した 主 要 な原 因 は コ ン ピ ュー タが 発 達 したか らで ある 。

意思 決 定 とは行 動(実 行)を 起 こす 前 に 可能 な限 りの情 報 を集 め これ をも
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とに経 営科 学手 法 に よ って得 られ る予 測 値 や 、 また トップの経 験 や 勘 を加

味 して、 最 も よい案 を選 ぶ こ とで あ る。

最 近 で は 意思 決 定 が 大変 むず か し くな って来 た。

それ は企業 を と りま く環 境 の変 化 のテ ンポが 早 く、 そ の変 化 に 対 応 して

新 しい決 定 をつ ぎつ ぎに や らね ば な らぬか らで あ る。 つ ま り企 業 は 、 新製

品 の開 発 や将 来 の事 業 分野 の 開発 な ど前 例 の な い意 思 決 定や 一 回 限 りの 意

思決 定 を多 くや るこ とが必 要 に な って来 たか らで あ る。 また 大 きな設 備投

資や 、 合 併 な どの よ うに危 険 の大 きい意 思 決 定 も多 くや らね ば な らな くな

った○

この よ うな意 思 決 定 は遠 い将 来 を予 測 し、 長期 間 をか けて 実 行 に ふ み き

る こ とが 必 要 で あ る。それはい った ん設 備 投 資 をす る と5年 も10年 もそ の

設 備 を使 わね ば な らぬ か らで ある 。

苛

図1-1経 営科 学 と意 思 決定

(B)

経

(A) 営 (C)

発
一

/ 科 ＼

実
行

学 決

想 定

●

、

そ の た めに は 図1-1に お い て(A)発 想 は トップの ア イ デア 、 創意 、

着想 か ら生 まれ 、 また 実行 にふ み きる決 断 をす るた め に は、(B)経 営 科

学 に よ って充 分 な検 討 が 必 要 なの で あ る。 す な わ ちこ の プ ロセ ス を分 析 す

れ ば 図1-2の よ うに(1)目 的 を意 識 す →(2)情 報 を集 め て モデ ル 作 成

→(3>代 替 案 を考 え る →(4)評 価 →(5)選 択 →(6)決 定 、 の よ うな

プ ロセ スが 必 要 で あ る。
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図1-2意 思決 定 の プ ロセ ス

■

(1) (2) (3) (4) (5) (6)

→ →

～

→

}}

→

'-
1

1

→

目

的

を
意
識

す

モ
デ

ル
作

成

代
替

案

を
考

え

る

評

価

す

る

選

択

す

る

決

定

す

る

この うちで(1)と(5)、(6)は トップめ役 目 であ り、(2)～(4)は スペ シ ァ リス ト

特 にORマ ンの役 目で あ る。 以下

ω 計画 の科 学 と して はLPを

(ロ)予 測 の科 学 と して は デ ー タ分析 手 法 か らい くつ か の予 測 手 法 ま でを

内 管 理 の科 学 と してはPERTを

←)戦 略 の科 学 と して は シ ミ ュレー シ ョンを

と りあげ て詳 し くのべ 、 さ らに デ ー タの 分析 手 法 と して 広範 囲 に用 い られ

る よ うに な って きた多 変 量 解析 に も と くに一 項 を設 け て解 説 す る。
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皿 計 画 の 科 学

－LP(
.LinearProgra㎜ing,線 型 計 画 法)の 紹 介 一

(最 適 化 の 一 手 法)

1.最 適 値 を求 め る手 法 の い ろい ろ

企業経 営 活 動 の 中 には 、 限 られ た 資 源 で利 益 や売 上 を最 大 に す る とか 、

費用 を最 小 に した い とい った 問題 が 多 い 。 この よ うな 問題 を マ ネ ジ メ ン ト

サ イエ ンス の分野 で は 、 「最 適 化 問題 」とい う。 これ を解 くた め の手 法 を

「数 理 計画 法 」Mathematica1-Programmingと 呼 ん で い る。

この 数理 計 画法 の範 疇 に含 まれ る手 法 に は、

(1)線 型 計 画 法

(2)非 線型 計 画 法(二 次 計 画 法 、 整 数 計画 法等)

(3)動 的 計 画 法(ダ イ ナ ミ ック ・プ ログ ラ ミ ング)

等 が あ る。

日本 語 で 「計画 法 」とい う と、 やS奇 異 で あ るが 、英 語 で 「プ ロ グ ラ ミ

ン グ 」とい って い る よ うに 「一 つ の一 般 化 され た標 準 的 手順 」とい うほ ど

の意 味 で あ る。

(1)の線型 計画 法 は 、 問題 に含 ま れ る要素 間 の関係 が すべ て 一 次式 で表 現

さ れ る もの に 限 って い る とい うこ とを表 わす も の で、二 次 式 や対 数 、指 数

等 の 入 って く る問題 は 対 象 と しな い 。

(2)の非 線 型 計画 法 は、 線 型 計 画 法 で は 要素 間 の 関係 が すべ て一 次式 で表

現 され た が、 社 会 現 象 、 企 業活 動 は 一 次 式 で表 現 され な い ものが 多 い 。 そ

れ らに 対 して ア プ ローチ す る もの が非 線 型 計画 法 で あ る。

しか し、現 在 の ところ非 線 型 計画 法 を解 くため の一 般的 手 法 は な いが 、

特 殊 な場 合 は、 そ の 解 法 が 開 発 され て い る。 た とえ ば 、 目的 函 数 が二 次式

で あ る場 合 は、二 次 計 画 法(ク オ ドラテ ィ ック ・プ ログ ラ ミン グ)が あ る。

ま た、変 数 の とる値 が 整 数 で あ る とい う条 件 の つい た 場合 は 、整 数 計 画

(イ ンテ ジ ャ ・プ ログ ラ ミン グ)と 呼 ば れ る手 法が ある 。 た とえば 、3.7

個 の 工場 とか 、2.5の 人 員 とい った もの は無 意 味 な 場合 が あ り、 この よ う
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●

●

な不 合 理 な 結果 が 解 と して 出 て くるの を 防 ぐた めに 、整 数 計画 法が 開 発 さ

れ たo

(3)の ダイ ナ ミ ヅク ・プロ グ ラ ミ ングは 、線 型 計画 法 では 企業 活 動 を静 的

状 態 で考 え る もの で あ るが 、 そ こに 時 間 的要 素 を含 め た手 法 が ダイ ナ ミ ッ

ク ・プ ログ ラ ミン グで あ る。

この他 、 最 適 値 を求 め る方 法に は 、 微 分 に よる方 法 とか 、 ラ グ ラ ンジ ュ

乗 数 法 とい った方 法 もあ るが 、以 下 こ れ ら最適 化手 法 の うち、 よ く使 わ れ

て い る線 型 計画 法に つ いて 説 明 した い。

2.線 型 計 画 法 の 沿革

経 済学 とは 、 限 られ た量 の資 源 を あ る目的 の た め に、 も っ とも有 効 に 配

分 す るた め の 理論 で あ る とい われて い るが 、 経 済 の各 面 に は 、そ れが 消 費

者 レベ ル で あ れ 、企 業 レベ ルで あれ 、国 家 レベル で あれ、 資源 の 有効 な 配

分 の 問題 が 多 い。 この経 済学 的 背景 の下 で 、経 済学 者 レオ ンチ ェフは投 入

産 出 分 析 を展 開 したが 、線 型 計画 法 の崩 芽 は こ こに あ った 。

そ の後 、第 二 次 世 界 大 戦 中の軍 事 ・輸 送 問題 に参 加 した 数学 者 、 ダ ンチ

ッヒ らに よ り、 シ ンプ レ ックス法 とい う計画 法 が 開発 され 、ORの 代 表 的

な 手 法 に な った 。

■

4

■

5.線 型 計 画 問 題 の 具体 例

線 型 計 画 法 で扱 う、簡 単 で典型 的 な 問題例 を次 に示 す。

今A、Bと い う2種 類の 部 品 を生 産 して い る工場が あ って 、 そ の部 品 を

作 る ため に必 要 な 単 位 資源 と時間 が 、 以 下 の 表 の如 くとす る。 また 、材 料

の 使 用 限度 が50Kg、 工数 は最大200時 間 使 え る とす る。

各 部 品 の利 益 は 、Aが3,000円 、BがLOOO円 とす る。
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利益 を最大にす る各部 品の生産 量 を求 めよ。

＼
部

A品

部 品

B
使 用 限度

材 料 1Kg 2Kg
「

50K9

工 数 8H 1H 200H

利 益 3,000円
と

1,000円

P

●

この問題 は、次の よ うな数式で表現 される。今部品A、Bの 生 産量 を、

それぞれx個 、y個 とす る。

(1)材 料 の 制 約 か らx+2y≦50"1

'
(・)工 数の制約か ら ・・+・ ≦ …1(制 約式)

(3)生 産量 とい う制約 か らx≧Oy≧oノ

(4)利 益 の式3x十y→ 最 大(目 的 関数)

こめ 種 め 問題 を解 くに は 、 シ ン プ レ ックス法 とい う計算 方 法が 考 案 きれ

て い る し、 ま た これ を解 くた め の コ ンピ ュー タ ・プ ログ ラム も 作 られ て い

る。 しか し、 この 問題 は 、変 数 の 数がx、yの2個 そあ るか ら、 グ ラフに

よ'って も簡 単 に とけ る。(こ れ を線 型 計画 法の 図 式 解 法 とい う)

結 果 を図 示 す る と、 次の よ うに な る。

.シ

◆
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●

y 8x十y≦200(工 数 の制約)

/

制 約(1}、(2)、(3)の

共 通 領 域

7i
、,・ ・Q(最 適生 産 量)

x十2y≦50(材 料 の 制 約)

3x+y(目 的 函 数)

X

この 問題 は 、図 の 斜 線 で 囲 んだ 領 域 内 のxとyの 組 み 合 せ の 中 で 「3x

十y」 の 式 の値 を最 大 に す る組 み合 せ を選 ぶ もの で 、 ここ では 工 数 と材 料

の制 約 式 の 交点 が 、 最 適値 で あ る 。

線 型 計画 法 は、 この よ うな解 を一 般 的 に変 数 の数 が ふ え 、 制約 条 件 が ふ

え た場 合 に も得 られ る よ うに 考え られ た 解 法 で ある。

線 型 計画 法 の問題 の 標準 型 は 、次 の3つ の部 分 か らな って い る 。

〈1>目 的 函 数 と呼ば れ る上 記(4)の 利益 の 式

<2>制 約 条 件 と呼ば れ る上 記(1)、(2)の 制約 式

〈3>非 負条 件 と呼ば れ る(3)の 条 件

そ して 、 これ らの式 は すべ て一 次 式 で な け れば な らな い。

尚 、 前 の具 体 例 は利 益 を最 大 に す る問題 であ った。 この タイ プの 問 題 を
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「最 大 化 問題 」とい う。

一 方 、 「最 小 化 問題 」もあ る。 そ の具 体例 を次 に示 す。

今 、 食品 がT1、T2、T3、T4の4種 あ り、 栄養 素 は 蛋 白質 、脂 肪 、

糖 分 の3種 とし、 そ れ をE1、E『2、E3と す る。

又 、各 食 品1単 位 中に含 ま れ る栄 養 素 の 量 を下 表 に示 す 。

食 品 栄 養
T1 T2 T3 T4

.栄 養 必要量

E1 a11 a工2 a13 a14 b1

E2 a21 a22 a23 a24 b2

E3 a31 a32 a83 a84 b3

単位 当 り購入費 C/1 C2 C8 C4

■

今 、各 食 品 の購 入 量 を それ・それXl、X2、X3、X4と す る。 問題 は 、

最 小 費 用 で各 栄 養 の 必 要 量 を とるに は ミ 各 々い くら購 入 した らよいか とい

う こ とで あ る。

(a)各 栄養素 の最低必要量 の条件 よ り 『"

allx1十a12x2十a13x3十al4x4⊇ ≧bl

a21x1十a22x2十a28x3十a24x4≧b2

a31,xl十a32x2十a33x3十a34x4⊇ ≧b3

(b)非 負 条 件 よ り

x1≧0、x2≧0、x3≧0、x4≧0

(c)目 的 函 数

『

C、X、+・,X、+・ 、X、+・ 。X、 → 最 小

こ れ が 栄 養 の 問 題 と い わ れ 、 最 小 問 題 の 代 表 例 で あ る 。

.

▲

◆

も

4.計 算方 法 … … シ ン プ レッ クス法

前 に 図 式 解 法 を示 したが 、 これ は せ いぜ い2変 数 ま で くらい で、一 般 的

に は ダ ンチ ッヒに よ り考 案 された シ ン プ レ ックス 法 で解 く。 シ ン プレ ック
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一
●

■

ス 法の詳 細 は 、 こ こで は省 略 す るが シ ンプ レ ック ス ・タ ブ ロー と呼 ば れ る

表 の形 に して 計算 を進 め る方 法 で、 子 の手順 が 解 明 さ れて いて 、 そ の 手順

どお りに して いけば 最 適解 が 得 られ る。

この シ ン プ レ ック ス法 を使 う とs経 済学 で い うシ ャ ドー プ ライ ス

(ShadowPrice)等 も計算 され 、意 思 決 定 に重要 な示 唆 を与 え て くれ

る。 しか し、 この シ ン プ レ ック ス法 で も変 数 の 数が少 し多 くな る と、 手 で

計算 す るの は面倒 であ る。 そ こで、 前 に ふ れた よ うに最 近 は コ ンピ ュー タ

で簡 単 に で きるよ うに な って い る。 だ か ら我 々に とって は 、 問題 を ど う数

式 に表 現 す るか(定 式 化)が 中心 的 な 問題 に な って きて い る。

●

◆

亀

5.線 型計画法の応用分野

最後 に線型 計画法がよ く使 われ る応用分野 について説 明する。

(1)混 合問題

石油精製 とか、製鉄 、紡績等 においてはその製品の申に含 まれてい る

各種成分の混合割 合(例 えば石油の中の硫黄 分が何%と い った具合)に

より、等級が違 って くる。 このよ うに原料の成分、 コス トを考慮 し、最

小の費用で製品 を作 るための各種原料 の混合比 を求 める ような問題 を

「混合の問題 」とい い、広 く応用 されている。

(2)輸 送問題

多数の工場 と多数市場 を持 ってい る企業においては、 どこの工場 でど

れだけ作 り、 どの市場へ どれだけ輸送すれば、全体 として輸送 費が最小

に なるか とい う問題が生ず る。

この種 の問題 を輸送問題 とい う。

今 、式 を使 って説 明す る と以下 の如 くであ る。
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輸送 費 の テ ー ブル

工場

市場
1 2 3

1 C11 C12 C13

2 C21 C22 C23

3 C31 C32 C83

生 産 量 の テ ー ブ ル
●

工場

市場
1 2 3 需要量

1 X1工 X12 Xユ3 b1

2 X21 X22 X23 b2

3 X81 X32 X33 b3

工場能力 K1 K2 K3

ユ

2

8

b

b

b

り

〉
一

≧

≧

よ

　

　

　

件

1

2

3

条

X

X

X

う

十

十

十

い

2

2

2

と

■

2

3

㌘

二

満

H

臼

田

を

X

X

X

最要需

工 場 能 力 の 条 件 よ り

X、 、+X、 、+X3、 ≦K、

X12十X22+X32≦K2

X、3十X28+X33≦K3
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■

否

、

非 負条 件 よ り

xij≧0 i、j=1、2、3

目的画数

習C・j・j-M・ ・
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(3)人 員配 置の 問題

あ る一 定 の人 員 を 、効 果 が 最 大 に な る よ うに配置 す る問 題

その 他 に も いろ い ろ 応 用 分野 は 多 い 。 ただ し、線 型 計 画 法 を応 用す るに

当 っての 注 意点 も多 い。

(1)正 確 に 条 件 を表 現 す る… … 定式 化 ・数式 化

(2)正 しい デ ー タを収 集 す る。

(3)線 型(一 次)と い う こ とに対 す る配 慮

■

●

●

`
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皿.予 測 の 科 学

1.予 測 と企業

急激 な経 済社会の発展の なかに あ り、環 境が著 しく変動す る現代の企業

に とって、将来 の経済、社 会構造 の変化、製 品需要 、技 術変化 な どを適切

に予測す るこ とは、正 しい意思決定 に不可欠 な要素 とな っている。勿論、

企業の将来の姿は、技術開発力、製品政策 、'価格 政策、 広告 政策 、人事政

策、工程管理 、購 買政策 な ど、多数の経営努力 で決定 されるわけで、将来

を単に 「あてる 」とい うだけの予測では企業 に とって の価値は少 ない。不

確定 な将来に対 する見通 しをたて、 企業 目的 を達成 しよ うとす る経営計画

代替案の評価 ・策定作業 に貢献 す るところに、企業における予測 の役割が

あ る。(図 皿一1参 照)

唆

凸

◆

刊
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"

図田一1企 業におけ る予測の役割

企 業 目 的

(鯛 画の評価

'▽

満足水準?

YES

経営計画 の決 定

』

… … 企 業 に お け る予 測手 法 の貢 献 分野
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2.予 測 の ス テ ップ

コ ン ピ ュー タの 発達 で多 くの予 測 手 法 が 考案 さ れ、 実 用化 さ れて きた が ・

実 務 の 中 で の 予 測作 業 は 、 予 測 の 目的 ・対 象 ・予 測 期 間 ・予 測の 効 果 と費

用 に応 じて 、 す ぐれ た予 測方 法 を見 い だ そ う とす る試 行錯 誤 の繰 り返 しを

特 徴 として い る。通 常 の 予 測 作 業 は 次 の ステ ップ を踏 ん で進 め られ る。

(図 田一2参 照)

図 皿 一2予 測 の ス テ ッ プ

目 的 の 明 確 化

現 状 と過 去 の 分 析

予 測 モ デ ル の 構 築 ●

予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
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■

■

●
^

2・1予 測 の目的 の明確化

作業 の初 めに、予測の 目的 ・対象 ・予測期間 ・予測精度 ・投 入費用を

明確に してお くことが必要 であ る。(業 界全体の予測か、個別企業 の予

測か)(販 売政策のためか、在 庫管理のためか)(生 産財の予測か、耐

久消費財か、消 費財か)(日 々の予測 か、月次か、四半期か、半期か、

年度か)(短 期予測か、 中期予測か、長期 予測か)(予 測 の精 度は)

(投 入費用 は)な どによ って予測 に採用す る手法がかな り違 って くる。

2・2予 測対象の現状 と過去の分析

次に、予測対象の現状 と過去の動向を徹 底的に分析する必要が ある。

将来の変化 は過去 の事象 と全 く無関係 ではない し、過去 の類似事象の動

向は将来への足がか りとなる。 また、現状 の需要構造 や企業諸部 門を種

々の観点 か ら分析 してゆ くと、予測対象 の周辺や因果 関係 が明確 にな っ

て くる。

このステ ップで重要な作業が データの収集 と分析である。予測対象に

関連 した数量的、 あるいは定性的 データを収集 し、信頼性 を吟味、時系

列 的に整 理 したのち、季節調整法な どのデータ解析の手 法 を駆使 し、必

要に応 じグラフ化 して多面的 に問題点 をさ ぐることが必 要であ る。予測

作業 の申で、 この データの収集 と分析の過程は最 も時間 と労力の投入 を

必要 とするステ ップであ る。

2・3予 測モデルの構築

予 測対象の分析 に もとずいて予測 目的に合 った予測手法 を選択 し、予

測モデル を組み立て る。予測手 法は大 きく分 けると定量的予測 と定性的

予測に分け られ、定量的予測は 内部予測 と外部 予測に分け られる。予測

の対象 を数量的に取 り扱い、豊富 な統計的手法 を駆使 す る予測手 法が 定

量的予測であ り、将来の変化 を感覚的に把握 す る方 法が定性 的予測であ

る。 内部予測 とは、予測対 象そのものの過去の動 きのパ ターンを分析 し、

将来 に延長 して予測 する手 法 である。外部予測 とは予測対象の変動 を他

の事象 との因果 関係の上 でとらえ、将来の変動 を予測 しよ うとす る手 法

である。(各 予測 手法の具体 的な手 法 と内容 は後記3.予 測手法 を参照

されたい。
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2.・4予 測 シ ミュ レーシ ョン

予 測 モ デル が組 み 立 て られ る と、次 の ステ ップは 予 測 の前 提 条 件 を想

定 し、 予 測モ デ ル を 用 いて 対 象 の将 来 を 予 測 す る。想 定 され た企 業環 境

の も とで、 予 測 モ デ ル を用 い て各 種 の経 営 政 策 代 替 案 を評 価 し、 モ デ ル

を通 じた経 営 政 策 と予 測 結 果 の間 の フ ィー ドバ ック を繰 りか え し、望 ま

しい経 営 政策 を樹 立 して ゆ くこ とにな る。

モ デ ル か ら得 られ る予 測結 果 に つい て、 現 在 広 く用い られ て い る統 計

的 予 測 手 法 で は、 将 来 の 事 象 を一・点 で確 定 的 に は 予 測 せ ず、 楽観 的 な予

測 か ら悲観 的 な予 測 まで の範 囲 に よる 予測 を行 な うこ とが 多 い 。科 学 的

な 予 測 手 法 の一 つ の大 き一な 長所 は 、 予 測に も とつ く誤 差 を あわ せ て予 測

で ぎる ところに あ る とい うこ とが で きるo(図 皿 一3参 照)

図 皿一3範

予 測 対 象.

楽観的予測佳

景 もありそ うな予測値

悲観的予測値

←一 現在一一 →将来
時間



5.予 測 手 法

3・1デ ー タ分 析手 法

(1〕 季 節 調整 法

時 系 列に 整 理 した デ ー タの 変動 を 趨 勢 的な 動 きを みせ る傾 向循 環 変

動 と季 節 に もとつ く変動 と、 不規 則 左 要 因に もとつ く変 動 の3つ の動

きに 分解 す る。(図 皿 一4参 照)

,ン
〆ノへ'

/
原デ ータ ノ ∨

//

時間

■

傾 向循環変動

季 節 変 動

不 規 則 変 動

時間

時間
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原 デ ー タ(て))=傾 向循 環 変 動(TC)

十季 節 変 動(S)十 不規 則 変 動(1)

こ の手 法 は 、季 節 的 な変 動 の 大 きい対 象 の月 毎 や四 半 期毎 の デ ー タ

の 分 析 に 用 い られ 、季 節 変 動 や 不 規則 変 動 を除 去 した傾 向値 と、 因 果

関係 の あ る他 の要 因 との 関連 を分 析 す る。 この手 法は 基礎 的 な分 析 手

法 で あ り、景 気 循 環 の 予 測 、季 節 商 品等 の 短 期 予 測 な ど多 くの 分野 で

使 用 され て い る 。現 在 よ く用 い られ て い る プ ロ グ ラム と して は 、経 済

企 画 庁 の 開発 したEPA法 や 、 ア メ リカ国 勢 調 査 局 のセ ンサ ス同 法 が

有 名 で あ る。

(2)分 散 分 析 法

この 手法 は、 時 系 列 デ ー タの分 析 で は、 デ ー タを季 節 変動 と年 間 変

動 に 分離 し統 計的 に 分 析 す る。 また 、一 般 的に は 、予 測対 象 と因 果 関

係 に あ る変 数 の関 連 の 度 合 を検 定 す る手 法 と して 使 用 され て い る。

(3)多 変量 解 析、 数 量 化理 論

因果 関係 の不 明 の数 多 くの チ ー タを整 理 す る統 計的 な手 法 で、大 型

コ ン ピ ュ ータ の発 達 を背景 に 、最 近 盛 ん に 用 い られ る よ うに な って き

た 。主 成 分分 析 、 因 子 分 析 、判 別 分析 、 ク ラス ター分 析 な ど多 くの 手

法 が あ り、数 多 くの デ ー タの 中 か ら、 い くつか の共 通 の要 因 を抽 出 し

た り、 あ る基 準 に も とず いて デ ー タを 分類 す る作業 に 用 い られ る。

(4)ス ペ ク トル分 析

規 則 的に 変 動 す る時系 列 デ ー タを、 い くつか の 周 期 変動 に分解 す る。

この手 法 は電 子 工 学 の分 野 で体 系 化 され て い る フ ー リエ級 数 の応 用 で

あ り、 主 と して 変 動 の激 しい デ ー タの分 析 に用 い られ る。

3・2定 量 的 予 測 手 法

(1)内 部 予 測

(a)最 小 自乗 法(傾 向 予 測)

予測 対 象 の 過去 の 時系 列 変動 を最 もよ く説 明 す る よ うな方 程 式 を

最 小 自乗 法 を用 い て求 める 。方 程 式 と して は次 の よ うな も のが あ る。

1次 回 帰y(予 測 対 象)=a十bt(時 間)

2次 回小帯y=a十bt十ct2
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3～欠回り帯y=a十bt十ct2十dt3

指 数 回帰y-。 ・bt(・ 、b、 ・、dは ・ぐラメ ー タ)

対 数 回帰y-。tb

最 小 自乗 法 とは、過 去 の時 系列 デ ー タに、 あ る直 線(曲 線)を あて

は め、 直線(曲 線)か ら過 去 の実 際 のデ ー タまで の距 離 の2乗 和 を最

小 に す るよ うに 式 を決 定 す る。(図ln-5参 照)

■

●

図 田 一5

y

最 少 自 乗 法

/ク

/1

/

/

酋
あては め た 直 線

y=a十bt

(一 次 回帰)

この距離 の2乗 和 を最 小 に す る よ うに、a、b

を決 定す る。

この手法は内部予測の第一段階 で試 み られる基礎的な手 法で、一

定の傾 向 を持 って変動する対象の予測に用い られ る。また最小 自乗

法は、後述 の回帰分析、計量経済分析な ど、多数の予測手 法の基礎

となる手法である。

(b)成 長曲線分析

耐久消 費財 な ど、販売初 期に徐 々に商品が普及 するが、 ある時期
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を過 ぎる と急 激 に成 長 し、 飽 和 点 が 近 づ く と次第 に成 長が 鈍 化 す る

性 質 を持 つ対 象 の予 測 に よ く用 い ら れ る(図 皿 一6参 照)。 具 体 的

に は 、 ロ ジ ステ ィ ック曲 線 や ゴ ンペ ル ツ曲線 とい う名 称 の 曲線 を使

用 す る。

図 皿 一6成 長 曲 線

4

飽和点

(c)移 動平均 法

(d)指 数平滑法 ・

予測対象の過去 の変動 を加 重平均 し、将来 の変動の予測値 とする

手法 で、変動がゆ るやか な対 象の予測に用い られ る。移 動平均 法で

は、過去のチータの情報 を同等に取 り扱 うが、指数平滑 法では現在

に近 いチータの情報に大 きな価値 を与えている。

(2)外 部予測

(∂ 回帰 分析

予測対 象 と因果関係 を持つ変数 に、予測対 象の変動 を最 もよ く説

明す るよ うな、ウェイ トをつけた方程式(回 帰 式 とい う)を 最小 自

一114一
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乗法 を用いて算 出す る。

因果関係をもっ変数

ン 、＼
y(予 測 対 象)=a十bx、 十cx2十dx3+… …

/↑/
ウ ェイ ト

予測にあた っては、因果関係 を持つ変数 の将来 を想定 し、それ ら

の変数 を回帰式に代入 して予測対象の変動 を予測す る。・この手法は

外部 予測の基 本的な手法 で、広 い分野 で応用 されてお り、計量経済

分析の基礎 となフ ている。

(b)弾 力性 分析

回帰分析の1つ の応用 で、 まず次の回帰式を推 定す る。

弾力性

/＼
y(予 測 対 象)=a・X♪.・x㌃ ・X鍵 … …

＼ ↑/
因 果 関係 を もつ変 数

最 小 自乗 法 を用 いて得 られ たパ ラ メーS-b、c、d、 …… は弾 力

性 と呼ば れ 、x、 、x2… …が1%変 動 した と きに 予 測対 象yが ど

れ だ け 変動 す るか を予 測 す る数 字 であ る。

(c)計 量経 済 分 析(エ コ ノ メ トリック ス)

社 会経 済 現 象 や 企 業 の 諸部 門の 間 は、 数 多 くの 相互 依 存 関係 か ら

成 り立 って い る。計 量経 済 分 析 は、 相互 依 存 関係 を多 くの 回帰 式 を

用 い た連 立 方 程 式 体 系 と して表 現 す る。

この分 析 の長 所 は 、連 立 方程 式体 系 を用 い、 変数 間 の 因 果 関係 をモ

デル の 中 に含 ん でい るの で、予 測対 象 を企 業全体 の シ ステ ムの斉 合

性 を保 った形 で 予測 で き る点 に あ る。

例 え ば、 簡 単 な企業 財務 の 予 測 モ デル を組 み立 て てみ る。 この モ

デル では、 予 測 され る変 数 が11個(売 上 高、 内部 留 保 、在 庫投 資 、

設 備 投 資、 減 価 償 却、 企 業 間 信 用、 自己 資本、 資金 調 達 額、 現 預 金 、
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総 投 資、 借 入 金)で 、 モデ ル の 前 提 とな る変 数 が3個(国 民総 生 産、

貸 出金 利 、 都 銀 貸 出)使 用 され て い る。 各 方程 式 は 次 の通 りで あ る。

(図 皿一7参 照)

プ()は 方 程 式 を示 す

売 上 高=f(国 民総 生 産)

内 部 留 保=プ(売 上 高増 加 額 、貸 出金 利)

在 庫 投 資=プ(売 上 高 、在 庫 ス トック)

設 備 投 資=プ(自 己 資本 、 借 入 金)

減 価 償 却=∫(設 備 ス トック 、設 備 投 資)

企 業 間信 用=プ(売 上 高 、貸 出 金 利 、 自己 資本 、都 銀 貸 出)

資 金 調達 額=∫(売 上 高、総 投 資 、現 預 金)

現 預 金=プ(総 投 資 、借 入 金 、 自 己 資本)

自 己 資 本=内 部 留 保 十 減 価償 却

総 投 資=在 庫 投 資 十 設備 投 資

借 入 金=資 金 調達 額 一 自己 資 本

▲

■

■

,
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図 田 一ーー7企 業 財 務 モ デ ル フ ロ ー ・ チ ャ ー ト

国 民
総生産 貸出金利

' ＼ ⑧

上 内部留保
ベノ 　

「三 「一

在庫投資

＼

在 庫 ス ト ッ ク

自己資本

/ら/

ぐ
資金調達額

設備投資

、-

/

設 備 ス ト ッ ク

∠

減価償却

資

＼/
/

現 預 金 借 入 金

/
/

クツト

ー!

◎ 翼

「「 鶉墓
数
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以上 のモデルに、 国民総生産、貸 出金 利 と都銀貸出の3変 数 の将

来 の仮想す る値 を代入 する と、各変数の将来 の予測値が得 られ る。

企業間信用の予測結果は次の様 にな って いる。.(図m-8参 照)

図 皿一8モ デルよ り予測 された企業間信 用の実績 と予測値

⑱
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((D産 業連関分析

客座業間 の資源の投入 ・産 出状態や技術水準 を行列 で表現 し、消

費、財政、輸 出な どの最終需要の各産業に対する波及状態 を分析 ・

予測する。短期 ・中期 の産業別セ ミ・マクロ予測 や、地域予測に用

い られる。

(e)マ ル コフ過程

消 費者行動 の分析 を前提 として、消費者の購 買銘柄 の移行状態 を

マル コフ過 程 で表現 し、市場 占拠 率の予測を行 な う手 法であ る。

(f)標 本調査

消費者 の動向 を直 接把握 で きる標本調査 は過去 の動向の不 明な予

測対象について も用いる ことが で きるが、費用が 他の手法 よ りも多

く在るので、予測効果 と比較 して用い られている。新製 品の開発 、

需要予測、地域予測に適用 される。

3・3定 性 的予測手 法

技術進歩のよ うに定量的には とらえ られない対象や超 長期 の予測は、

特殊 な定性的 予測手 法を用い る。

(1)先 行指標法

予測の対象の変動 に先行 して動 く変数 を、過去 の動 向か ら抽出 し、

先 行す る変数 の変化 よ り予 測対象 の動 きを予測する手 法であ る。 よ く

用い られている景気動 向指 数(デ ィフュージョン ・イ ンデ ックス)で

は、景気に先行す る系列 、遅行ず る系列 を取 りだ して 、景気 の状態 を

予測 している。

(2)デ ル ファイ法

多 くの専門家 の意見 を集約 して、超長期にわた る技 術進歩 の予測 な

ど、現在 より大 巾に変化 し定量的に取 り扱えない対 象を予測す る。

ア メ リカのラン ド研究所が 開発 した手法で、月世界へ の人類着 陸時期

な どを予測 して いる。

(3)関 連樹木 法'

技術予測や新製 品の開発に用いられる手法で、予測対 象が 実現 され

るた めに必要 な前提条 件 を因果 関係 にそ ってさかのぼ ってゆ き、前提
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条 件が み た されて ゆ く状態 か ら、予 測 対 象 の実 現 す る時期 を予 測 しよ

・う とす る手 法 で あ る。

4.予 測 と コン ピ ュー タの 利 用

予 測作 業 では大 量 の デ ー タを取 扱 い 、整 理 し、 複 雑 な計算 を迅 速 に 行 な

うこ とを要 請 され てお り、 予 測 作業 に お け る コ ンピ ュー タの役 割 を無 視 す

る こ とは で きな い。 さ らに 予 測手 法 の発 達 が 予 測 作 業 汎 用 プ ロ グ ラム の 開

発 を うな が し、 また、 コ ン ピ ュー タの発 達 が 、 新 しい予 測 手 法 の発達 を 可

能 な も の と して い る。

現 在 の カ ー ド、 テ ー プの 入力 、 プ リ ン ターの 出 力 とい う入 出力装 置 が 中

`心 の ユ ン ピ ュ.一夕で は、 予 測担 当者 が 予測 に 有 効 な 情 報 を引 き出 すた め に

は若 干 の熟 練 と努 力 が必 要 とな って い る。 しか し、 今 後 の 予 測作 業 に お け

る コ ン ピ ュ ー タの 役 割 を展 望 す る と、新 しい 入 出力 方 法 としてのTSS

・'(タイ,ムr■ シ ェア リ ング ・シ ステ ム)の 実 用 化 に注 目 した い。TSSの 対

話 形 式に よ る タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タイ ム の短 縮 は、 前提 と予 測結 果 の 間'

の フ ィ ー ドバ ック の迅 速 化 、一 連 の予 測作 業 が 連 続 的 に 実 行 で ぎる こ と、

必要 な情 報 が 必 要 な時 に 即 座 に得 られ る こ とぐ 誰 で も予 測作 業が 簡 単 に で

き るこ とな どを可 能 とす る。 この コ ン ピ ュー タの発 達 は 、 予 測を 日常 の経

営活 動 の 中 に定 着 させ、科 学 的 な 企業 経 営 の推 進 の基 礎 を作 るも のに な る

とい え よ う。

'

●

●

¶
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W.管 理 の 科 学

－PERTぽ ・・9・amEv・1・ ・ti・ ・&旦 ・vi・wTech・iq・ ・)の 紹 介 一

(進 度 管 理 の 一 手 法)

●

b

9

●

`

1.PERTの 沿革

PERTと は、ProgramEvaluation&ReviewTechniqueの 頭

文 字 を とっ た もの で 、 日程 管 理(進 度管理)の 一 手 法 と して 注 目さ れ て い

る手 法 で あ る。,

まず 、PERT手 法 が開 発 され た背景 を説 明 す る。

(1)プ ロジ ェク トが 大 規模 化 、複雑 化 し、 ス ケ ジ ュール 内 での相 互 調 整が

困難 に た って きた。

(2)ガ ン トチ ャー トで の行 きづ ま り。

(3)一 度 しか 行方 わ れ な い仕 事(経 験 のな い仕 事 … … プ ロ ジ ェク ト)を 早

く達成 す る必要 性 が 生 じて きた。

(4)今 まで の プラ ン ニ ン グは 、 サ ブシ ス テ ム ご とに独 立 で 行 な われ て きた

が、相 互 関連 が増 し、 総 合化 す る必要 性 が 生 じて きた 。

(5)ス ケ ジ ュール の 変 更 が 多 くな り、 そ れに 対 処 す る必 要性 が 生 じた。

これ らの背 景 の も とに 、∵PERTの 手 法が 開発 され た。

具体 的 な例 と して は 、C開 発 され た頃 の適 用 例)

(∂ ア メ リカ海 軍 の艦 船 用 ボ ラ リス ミサ イル の 開発 計画 。(ソ 連 に追 い つ

け 、追 い こせ とい う軍 事 的背 景 に よ り、 日程 短縮 が さけ ば れ た)

(b)デ=ボ ンの プ ロ ジ ェク ト ・プ ラン ニ ング

こ こで説 明 す るの は 、PERT手 法 の うち で も特 に、PERT/TIME

とい う プロジ ェク トの 時 間 管理 を 中心 とす る もの であ るが 、関連 手 法 が あ

るの で それ に つ いて ふ れ る。

PERT/COST… … 時間 の他 に 費 用 の要 因 も入れ た もの 。

PERT/MANPOWER… …時 間 の他 に工 数 の要 因 を 入 れ〔 もの 。

CPM(CriticalPathMethod)… … 最適 費 用 とか ・最 適 工 期 とい

った概 念 を入 れ た もの 。
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RAMPS(ResourceAllocationandMulti-Project

Scheduling)… … 複 数 プ ロ ジ ェ ク トの 資 源 配 分 を も 考 慮 す る 手 法 。

2.ネ ッ トワ ー クの 作 成

PERTの 一 つの 特 徴 は 、 プロジ ェク トの ネ ッ トワニ クを書 くこ とに あ

る。 一 般 に 計画 作 業 は、 次 の2つ に大 別 で き る。

(1)プ ラ ンニ ン グの 段 階 … …構 成 ず る作業 の順 序 関係 を は っ き り認 識 す る。

(2)ス ケ ジ ュー リン グの 段 階:・・… 作業 の 時間 的 関係 を論 ず る。

こ こで は、 プ ラン ニ ン グの 段階 で問 題 とな るネ ッ ト.ワー ク(:ア ローダ イ ア

グ ラム)の 作 り芳 を述 べ る。

2・1ア ロー ・ダ イ ア グ ラム'「 ・

プ ロジ ェク トは 、

(1)多 数 の作 業(工 程)か らな らて い る。

(2)そ の作 業 に は 、前 後 関 係 が あ る 。(先 行 作業2後 続 作業 が ある)

ず なわ ち、 プ ロジ ェク トは 作業 系 列 の組 み 合 せ(ネ ッ トワー ク)と し

て 表現 で きる。

その方 法 は、

(名 称)(表 現 方 法)

作業 … … ア クテ ィビテ ィ、 ジ ョブ… … 一一一→

作 業の 始 点 、終 点

… …結 合 点(イ ベ ン ト、 ノ ー ド)… … ○

前後 関係 の 明示

… … ダ ミー(仕 事 、時 間o)… … … 一一 う

と して 表現 す る。

'

■
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〈例 〉

/

この ダイ ア グ ラ ムを書 く段 階(す な わ ち、作 業 の順 序 を 明確 に す る段

階)を プ ラ ン ニ ン グ とい う。

2・2ア ロー ・ダイ ア グ ラム の基 本 的規則

ω 各 作 業 は 、一 意 的に 結 合点 の対 として表 わ す 。

○

⑦
A

◎
＼9C

B

×

(2)1つ の結 合点 に 入 って くる作 業 は 、 すべ て 同 じ後 続 作 業 を持 つ 。

(3)1つ の結 合 点 か ら出 てい く作業 は 、 すべ て同 じ先 行 作業 を持 つ 。

2・3そ の他 の 表 示

(1}作 業 分 割 の表 示

作 業Aが 、 あ る程 度 ま で進 行 す れば 、 別 の作 業 が始 め られ る よ うな

場合 、作 業Aを い くつ か に 分割 で きる。

A

－ 一 －L… ＼'

〇 一 亙 う

C D
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(2)同 時 作 業 表示

9＼㌔
,6/∵

G
〉

(3)集 約作業の表示

一

診

○

上 を集約 して

○

●
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(4)従 属 独 立 の 表 示

CはA、Bに 従属
(

DはBに 従 属

■

`

B D

＼
/

A＼ ♂c

ノ

B
/ρ＼

D

これ らの ル ー ル に従 い、 プ ロジ ェク トの ネ ッ トワ ー ク を書 くのが 、P

ERT手 法 の第 一 段 階 であ る 。

■

●

5.時 間 見積 リ及 び 計 算

3・1時 間 見 積 り

PERTの 第 二 段 階 は 時間 見積 りで あ る。 これは 、 ネ ッ トワ ー クで描

い た各 作 業 を遂 行 す るた め に必 要 な時 間 を見 積 る こ とで あ る。 この 時間

を 「所 要 時 間 」(duration,expectedtime)と い う。PERT

では 、 この 時 間 見 積 りのや り方 に2つ の方 法が あ る。

(1)

(2)

1点 見積 … … か な り確 実 な見積 り時間 の とき。

3点 見 積 … … 所 要 時 間が 確 立 分布 して い る とき。

1楽 観 値(・p・im…i・)… ・'…'う ま く 醐 ぱX× 日 で で き
ノ

るo
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悲 観 値(pesslmlstlc)…b… …"最 悪 の 場 合 に は × × 日 か か

{
る"

最 可能 値(mostlikely)…m… …"ま あ × × 日か か るで し ょ

う"

こ のa、b、cを 見 積 り、 べ ー 歩一 分布 を仮 定 し、 計算 す る。

3・2PERT計 算

時 間見 積 りが終 る と、 次 にPERT計 算 を行 な う。

PERTで は、 通 常 次 の3つ の計 算 を行 な う。

(ユ、 最 早 着 手 日(ExpectedStartdate)… …TE

これ は、各 仕 事(ア クテ ィ ビテ ィ)を 着 手 で ぎ る と予想 さ れ る最 も

早 い 日付 で あ る。

(2)最 遅 着 手 日(Lastdate)… …TL

プ ロジ ェク トが予 定 日 まで に完 了 す る ため に 、各 仕 事 が 少 な く とも

(遅 く とも)い つ ま で に 着手 され なけ れ ば な らな いか を示 す 日付 。

(3)期 待 完 了 日(ExpectedCompletiondate)

各仕 事 が完 了 す る と予想 され る最 も早 い 日付。

次 に 、 具 体的 な例 で 計 算 を行 な ってみ よ う。

、

θ

匝

5,26 [90,301

匝

④グ

/・ 日

⑦
/≧127・墾1へ

人 屋 互1ノ

可 ▽1

巨≡]
17日

●

・

、
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づ

◆

●

●

,

上 の 例 では① をoと して 計算 したが 、⑧ を実 際 の 日付(期 待)を 入 れ て

計 算 す る こ とも で きる。

3・3例 外管 理用 の2つ の 計算

PERTで 前 の3種 の 計算 の外 に 、 例外 管 理 用に 次 の計 算 をす る。

(1)ユ トリ(ス ラ ック、Slack)の 計 算

ユ トリ期 間=TL-TE

(こ れ だけ の 日数 は遅 れ て も、全 体 の工 期 には影 響 しな い 。)例 え

ば 、 前 の具 体 例 で④ の所 は

ユ トリ==10-10==0ユ トリカ9なし(

③ の 所 は

ユ トリ=15-5=1010日 の ユ トリが あ るo

(2)ク リテ ィカル ・パ ス

ク リテ ィカ ル ・パ スは 、 プ ロ ジ ェ ク トの着 手 イ ベ ン トか ら最終 イ ベ

ン トまで、 ユ トリ期間 の 最小 の イベ ン トを順 次 、 全部 た どって い け ば

求 め られ る。 ク リテ ィカル ・パ スの ど こか で計画 日程 よ り遅 れが 発生

す る と、 そ の遅 れ だけ プ ロジ ェ ク トの完 成 も遅 れ、一一方 早 め れば それ

だ け 早 くな るoす なわ ち、 ク リテ ィカル ・パ スは"管 理 の着 眼 点"と

い え る。

前 の具 体 例 で は① →④ →⑤ →⑥ → ⑧ が 、 ク リテ ィカル ・パ ス で あ る。

以 上 で、PERTの 計算 は終 ったが 、少 し複 雑 な ネ ッ トワー クにな る

と手 で 計 算 す るの は大 変 であ る。 そ れ で、 通 常 は電子 計算機 で計 算 す る。

最 新 で は ネ ヅ トワー ク も計算 機 で描 い て くれ る ものが あ る。 ま た、 あ る

プロ ジ ェク トをPERTで 管 理 す る場 合 は 、一 定 の タク トで最 新 の進 行

状況 を コジ ピュ ー タに イ ン プ ッ トし、再 計算 を行 ない 進 行管 理 を行 な う

必 要 が あ ろ う。'

今 ま での 説 明 を図 示 す る と次 の如 くであ る。
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一 ネ ッ ト ワ ー ク 作 成

/(時 間見計 刷
Projectの 分 析

、

■

進 行 状 況

/　 ト
プ ロジ ェク トの

日程 管 理

PERT計 算、
,

(再 計算)

××× 日程

一
/

■

6

∀

4.PERTの 実 施上 の注 意 点 及びPERTの 効 用

く 若干 の注 意 点 を書 〈〉

① 作業 は な るべ く細 分 化 した方 が よい 。(責 任 区 分 ご とに)

② プ ラ ンニ ン グの段 階 は 、 い くら時間 をか けて もか け す ぎる こ とはな
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$

ho

③ ア ロー ダイ ア グ ラム を書 く人 間 は、 で き るだ け少 人 数 で。

④ 時 間 見 積 りは 、 あ ま り厳密 に推 定 す る必 要 は な い。 ク リテ ィカル に

な った ら厳 密 に や るo

⑤ フ オロ ー ア ヅプ(再 計算)が 大 切 。

〈PERTの 効 用 に は 次の ものが あろ う〉

① プ ラ ンニ ン グの段 階 で大 巾 な 日程 短縮 を もた らす 。

② 管理 職 が プ ロ ジ ェク トの全 貌 を理 解 す る こ とが で きる 。

③ プ ロジ ェク ト実施 の段 階 で、 さ まざ ま な トラブル に対 して 迅 速 な措

置 が とれ る。

④"例 外 管 理"の 原則 に則 った管 理 が、 可 能 とな る。

⑤ 全 参 加 部 署 の志気(モ ラール)を 鼓舞 す る。

⑥ 見積 り技 術 が 逐 次 向上 す る 。

⑦ 標準 ネ ッ トワー ク を開 発 して お け ば 、次 の プ ロジ ェク トに も活 用 で

きる。

尚、PERT手 法 は最 近各 方 面 で 使 用 され て い るが 、 代 表 的 な例 には

次 の ような もの が あ る。

①

②

③

④

⑤

大型船の建造

ビルの建設

ダム ・道路建設

自動車の新車展 開

テ レビ番組 の準備

£
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V.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

1.シ ミ ュ レー シ ョン の概 念

シ ミュ レー シ ョン とは 、本 来 い ろ いろ な 事 象 を 「模 疑 す るこ と 」を意 味

す る言葉 で あ る。 従 って 、子 供 連 が 行 な うま ま ご と遊 び 、戦 争 ご っ こも こ

の限 りで シ ミュ レー シ ョン とい って も よい で あ ろ う。

軍 隊 の 演 習 は、 今 も なお い た る所 で 行 な わ れ て い るが 、 これは莫 大 な損

失 を とも な う実 戦 の経験 を経 ず して 、 どの よ うな戦 略 、 戦術 を とれ ば 最 も

有 効 で あ るか を、 戦 況 を考 慮 しな が ら体 得 させ るこ とが 目的 で あ る。

戦後 は 、 この考 え方 が 企 業 の種 々の 分 野 に適 用 さ れ るよ うに な って き た。

例 え ば、 図V-1一 ① の よ うに、 競 争 企業 との競 争 条 件 をモ デ ル化 し、新

商品や新戦略 を打 ち出 した場合 の効果 をいろいろとコンピュータの中で試算 してみ

る とか、 同 じ ような考 え 方 を使 って 社 員 の教 育 に効 果 を上げ て い る とこ ろ

も多 い。 当初 は、 モ ンテ ・カ ル ロ法(数 値 計算 の過 程 で乱 数 を持 ち こん で

計 算 す る方 法)を 用 いて 、 問題 の 解 をi導 き出 すORの1手 法 と して使 わ れ

て い たが 、 現在 では む しろ この よ うな 使 用方 法 は狭 義 の も の とな って い る。

企 業 に お け る典 型 的 な例 として は 、待 ち行列 の 問題(鉄 道 、 銀 行 な どの 窓

口 を どれ だけ 設 置 す れ ば よ いか)な どに応 用 され る こ とが 多 しr。

⑨

●

●
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図V--1シ ミ ュ レー シ ョ ン(模 擬 実 験)
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経 営科 学 の分野 で シ ミュレ ーシ ョン とい う場合 、 通 常 は研 究 対 象 を操 作

可 能 な モ デル とし て表現 し、 この モ デル を動か して いろ いろ の経 営上 の ケ

ー ス を実験 す る過 程 をい って い る。現 在 で は以 前 よ りも大規 模 な シ ステ ム

へ の 適 用 が数 多 く試 み られ てお り、 自 然科 学 だ けで な く社 会 科学 の分野 で

も広 くシ ミュ レー シ ョン技 法が 利 用 さ れ るに いた って い る。 例 え ば、 飛 行

機 工 場 で の風 洞 実験 や 、 ビルの耐 震設 計 を す るた め に コン ピ ュー タの中 で

モ デ ル を作 り、 いろ い ろの 大 き さの地 震が 来 た場 合 の ビル の揺 れ 具 合 を 実

験 して み る こ とな どが 行 な われ て い る。(図V-2)

図V-2シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル の 分 類
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●

●

これは 実 際 の飛 行機 や ビル を 作 るのに は莫 大 な コス トが か か り、 も し失敗

を した場 合 に は会社 の将来 を危 くす る こ とに もな りか ね な い か らで あ る。

また大 規 模 な もの と して ア ポ ロ計画 が あげ られ る。宇 宙 衛 星 を実際 に打 ち

上 げ る前に 、 飛行 軌 道 や着 陸 、 発進 の様 子 な どをい ろい ろ コ ン ピ ュ ー タ

の 中 で実験 を して安 全 を期 す わけ であ る 。企 業 では この他 過 去 の実 績 デ ー

タを も とに モ デル を作 り、 い ろ いろ な ケー ス をシ ミュレ ー シ ョン して み る

こ とに よ って将 来 を予 測 し、 そ の結 果 に基 づ いて生 産 計 画 をた て てい る例

な どが 多 い 。

シ ミ ュレー シ ョンの 目的 は、 大 き く分 け て 、① 予 測 、② 仮 説 の検 定 、③

シ ステ ム に大 きな影 響 を 及ぼ す要 因 の発 見 、④ 教育 ・訓 練 が あ げ られ るが、

特殊 な 目的 と して は 数 式 の解 を求 め るた めに 使 用す る場 合 もあ る 。 ま た一・

般 に シ ミ ュレー シ ョンには 、LP(リ ニア ・プ ロ グ ラ ミン グ)やPERT

(日 程 計画 法)の よ うに一 定 の パ ター ンが あ る わけ では な い 。 従 って 、1

つ の 問題 に 対 して も数 多 くの モ デル が考 え られ る。 よ り現 実 に 近 づ け よ う

とす れば す るほ ど、小 さ な テ ーマ で も非常 に複 雑 な モ デ ル とな り、 な か な

か 人手 で は処 理 で きな い のが 普 通 であ る。 こ こに コ ン ピ ュ ー タ が 登 場 す

るわけ で あ るが 、最 近 は以 前 に 人手 で では と うて い で きな か った よ うな大

きな シ ミュレ ーシ ョン も、 コ ンピ ュー タを使 って非 常 に 短 時 間 に で きる よ

うに な って い る。

しか し、 この 場 合 も忘 れ て はな らない こ とは 、 どん な に精 緻 な モ デ ル を作

って も、 し ょせ ん 現 実 そ の もの で はあ りえな い こ と、 モデ ル は現 実 や 将 来
'

の可能 性 の大 きな メ カ ニズ ム を把 握 す るに とど ま る こ とであ る。(図V-

1一 ③)

4

■

2.シ ミ ュレ ーシ ョン ・モ デ ル の分 類

シ ミ ュレー シ ョン ・モ デ ル は く種 々の 観点 か ら分 類 す る こ とが で きるが 、

2～3の 例 を あげ て 説 明 して み よ う。(図V-2)

まず モ デ ルの 対 象 か らみ る と、物 理 モ デル と記号 モ デル に分 類 され る。

物 理 モ デル とは 、 実 際 に存 在 す る要 素 をその ま まの形 で利 用 す る場合 を い
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う。 つま り実 際 に存 在 す るもの を写 した り、縮 少 ま たは 拡 大 した り したも

の で ある 。例 え ば 、 風洞 実 験 な どは これ に該 当 す る。 ま た実 際 の もの が非

常 に 高価 で あ る とか 、事 実 上 モデ ル と して 活 用 で きない もの の場 合、 代替

品 で似 た も の を利用 して作 られ る もの を物 理 的 類 似 モ デ ル と呼 ぶ こ とも あ

る。記 号 モ デ ル は 、種 々 の特性 を記 号 で表 わ した モ デ ルで あ る 。例 え ば企

業 財務 を 表現 す る連 立方程式体系の ある変 数(販 売 価 格 な ど)を 実験 的 に動

か した場 合 、 どの よ うに収 益 が変 わ るか を検 討 す る モ デル な どが これに 相

当 す る。 記 号 モ デ ル は、 ネ ッ トワ ーク表 現 な ど を用 い る図形 モ デ ル と、 状

態 の変 化 を算 式 を用 いて 表 わ した数 学 モ デル に 分 け られ る。 以 下述 べ る シ

ミ ュレー シ ョンは、 この 数学 モ デ ル を幾 つ か の観 点 か ら眺 め た もの で あ る。

まず 意 思 決 定 の組 み 入 れ の 可否 に よ り、システ ム'・シ ュ ミ レー シ ョン と経

声 シ ミ'・レー シ ・ン とに 分 け られ る・ シ ステ ム ・シ ミ ・レー シ ・ン臨 シ

元 栓 体 を 自動 的 噛 興 るよ うに ・そ の シ ステ ム噂 け る意思 決 定 の

プ ロセ ス まで を シ ミュレー シ ョンに 組 み込 ん だ 自己完 結 的 な モ デル を指 す 。

た とえ ば 、 前 述 の モ ン.テ ・カル ロ法 に ょ り決 定 変 数 を決 め る シ ミュレーショ

ツ な どは 、 そ の 代 表 的 な も の といえ るで あ ろ う。 これ に対 して 、経 営 シ ミ

.ユ レーシ ョンは 、 シ ステ ム の 中に 人 間が 入 り こん で 、意 思決 定者 として の

役 割 を演 じ、 そ れ ぞ れ の意 思 決 定 に 従 って システ ムを作 り出 してい く、 い わ

ば 開放 型 の シ ミ ュレー シ ョンを指 す 。例 えば 、 ビ ジネ ス ・ゲ ー ム な どが そ

の代 表的 な も の で あ る。(図V-1一 ①)

次 に・ モ デ ルの 中 に確 率 的 な変 数が あ るか な いか に よ って 、決 定論 的 モ

,デ ル と確 率 的 モ デ ル とに 分 類 す る こ とが で きる。 決 定 論的 モ デル は 内生 ・

外 生 と もに 確 率 的 な変 数 を扱 わ な いの が 特 徴 で あ り、最 小 二 乗 法 な どに よ

って変 数 間 の 関 係 は 一 意 に決 め られ る。 この モ デ ルは 計算 が 簡 単 で あ り、

経 済 予 測 な どに よ く使 わ れ る計量 経 済 モ デ ル な どは これ に該 当す る。(図

V-3)
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一 方 確 率 的 モ デ ル は 変数 間 の 関係 が 確 率 で決 め られ る もの で
、 決定 論 的

モ デル に 比 べ て 比較 的 複雑 で あ り、銀 行 窓 口 の シ ミ ュ レー シ ョンや 人事 シ

ミュ レー シ ョンな どに使 わ れ るo(図V-4)

図V--4人 事 シ ミ ュ レ ー-L－シ ョ ン
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4

次 に 、 時 間的 要 素 を考慮 して い るか ど うか に よ って 、 静 的 モ デル と動的

モ デ ルに 分類 す る こ とが 出来 よ う。静的 モデ ルは 、時 間 的要 素 を考 慮 しな

い タイ プの モ デ ル で あ り、LP、NLP、 ゲ ー ムの理 論 な どが これに 該 当

す る。 ま た そ のほ とん どは、決 定 論 的 モ デ ル で あ る。 これ に対 して 動的 モ

デル は 、時 間 と ともに 変化 す る関係 を取 り扱 う もの で、 経営 問題 の ほ とん

どは この領 域 内 に入 って くる。代 表 的 な もの と しては 、 ポ ニ ー 二の組 織 シ

ミュ レ_シ ョン ・モ デ ル、 ク ラー ク ゾンの ボ ー ト・フ ォ リオ ・セレクション'

モ デ ル、 コ ー エ ンの材 木 市 場 、靴 ・生 皮 ・な め し皮市 場 の シ ミ ュレー シ ョ

ン ・モ デ ル、 フ ォ レス タの イ ン ダ ス トリア ル ・ダイナ ミ ック スな ど今 ま で

に も数 多 くの 例 が 発 表 され てい る。

θ

φ

●

4

5.コ ン ピ ュー タに よ る シ ミ ュレー シ ョンの手 順

コ ン ピ ュー タを用 いて シ ミュレー シ ョンを行 な うに は 、 別 に一 定 の手 順

が あ るわけ では な いが 、 こ こでは参 考 ま でにT.H.Naylorら に よる手

順 を示 して お こ う。(図V-5)

① 問題 の定 式 化

まず 最初 に シ ミ ュ レー シ ョンの 目的 を明 確 に しな け れば な らな い。 例

え ば解 くべ き問 題 は何 か?、 検 定 すべ き仮 説 は 何 か?、 推 定 され るべ き

効 果 は何 か?な どを最 初 に明 確 に してお くこ とが 大 切 であ る 。

② デ ー タの収 集 と処 理

パ ラ メ ー タの推 定 、 モデ ル の妥 当性 の検 討 のた めに は 、有 意 な形 に ま

とめ られ た信 頼 性 の 高 いデ ー タが 不可 欠 で あ る。

③ 数 学 モ デ ル の 定式 化

次 に 、取 り上 げ るべ き要 因 の選 定 、 変 数お よび パ ラ メ ー タ の設定 ・

これ ら の諸 要 因 間 の 関数 関 係 の設 定 が あ る。

こ こで は特 に注 意 すべ き こ とは 、 変数 を どれ位 組 み 入 れ ・ どの 程 度 の 内

容 で、 いか な る言 語 を用 いて モ デル を作 るか な どを体 力 ・ モデ ルの妥 当

性 、 プ ロ グ ラム の互 換 性 な どを考 慮 して決 め る必 要 が あ る。
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図V-5コ ン ピ ュ ー タ に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン め 手 順
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φ
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④ パ ラ メー タの 推 定

統 計的 手 法に よ ってパ ラ メー タの 推定 を行 な う。

⑤ .モデ ル の評 価

デ ー タか ら求 め られたパ ラメー タを も とに、 モ デ ル の評 価 を行 な う。

モ デル の 内 容に 問題 が あれ ば 、① た戻 る。

⑥ コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラム の定 式 化

フ ロー チ ャー テ ィング、 コ ー デ ィン グ、 デ ィバ ッギ ング、 テ ステ ィン

グ、 プ ロダ クシ ョン ・ラ ンを行 な う。

⑦ 妥 当性 の検 討

実験結果 の妥 当性について検討す る。

⑧ シ ミ ュレ ーシ ョン実験 の計 画

.結 果 の チ ・ ・クが 終 わ る と、 離 解 明に この モ デ・・を どの よ う瞳 用

す るか を検討 す るρ

⑨ シ ミュ レーシ ョン ・デー タの 解 析

シ ミ ュ レー シ ョン ・デ ー タを収 集 、処 理 して解 析 す る ステ ップを い う。

{

4.シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 言 語

図v-6代 細 な シ9一 レ ー シ ・ン言 語

、

ひ
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重
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最 近 大 型 コ ン ピ ュー タ を使 った 大規 模 な シ ミュ レー シ ョンの例 が 数 多 く

み られ る よ うに な って きた 。 シ ミ ュレ ー シ ョン をコ ン ピ ュー タで行 な うに

は、 まず モデ ル を作 成 し、 プ ログ ラム を作 って コン ピ ュー タにか け る必 要

が あ る。 しか し、一 般 の統 計 処 理 と異 な って 、複 雑 な 現 象 を時間 と ともに

シ ミュ レー トす る必 要 が あ るた め、 コ ン トロールが なか なか難 か し く、

FORTRANな どを用 い て ・一 々各 プ ログ ラマ が 自分 で作 成 す るの は非 常 に

面 倒 で あ る。 そ こ で コ ンピ ュ ー タ ・メ ー カが 中心 とな って、 種 々の ア プ リ

ケ ー シ ョンが 開発 され て きたo

以 下 に 代 表 的 な も の を あげ る と連 続 系 シ ミュ レー シ ョン言 語 として は 、

DYNAMO(DYNAmicMOdels)

MITのT.W.FORRESTER教 授 が 中心 とな って 開 発 し た も

の で 、産 業組 織 の動態 を分 析 す る た め の手 法 で あ る。具 体 的 に は 、意

思 決 定 の ポ リシ イ と、 情 報 、 金 、注 文 、 物 、人 、 資本設 備 の流 れ を分

析 して モデ ル を作 り、 組 織 や 政策 の変 更 が 経営 に どの よ うな 影響 を与

え るか を検 討 し、 それ に よ って取 るべ き政 策 を見 つけ だ す た め の もの

で あ る。

CSMP(gontinuous旦ystem]埜odeling2rogram)

IBMで 開発 され た プ ロ グ ラム で、 従 来 ア ナ ログ ・コ ン ピ ュー タで

処 理 され て い た技 術 計 算 をデ ィジ タル ・コ ンピ ュー タで処 理 す る ため

の も の であ る。 これに よ り従来 簡 易 法に よ って 求 め られ て い た機 械 設

計上 の諸 計算 が迅 速 、正 確 に行 な わ れ る よ うに な った。

これ に対 して離 散 系 シ ミュ レー シ ョン言 語 と して 、

GPSS(GeneralPurposeSimulationSystem)

IBMのGORDONに よ って 開発 さ れ た もの で 、 プ ログ ラムの 専

門家 で な くて も比 較 的 簡 単 に使 用 で き る言 語 で あ る 。 これ は トラ ンザ

ク シ ョン(サ ー ビス を 受 け る もの)中 心 の考 え方 に沿 って 作 られ てお

り、主 として待 ち行 列 の 問題 に 広 く適 用 さ れて い る。

SIMSCRIPT(SIMulationSCRIPTer)

RANDが 米 空 軍 の シ ミュ レ ー シ ョン ・プロ ジ ェ ク トの一 環 と して

開発 した もの で あ る。 この言 語 は 、FORTRANを ベ ース に した イ ベ

ー'140一
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ン ト(サ ー ビ ス をす る もの)中 心 の言語 で あ り、初 心 者 に はや や難 か

しい とい う点 が あ る。

SIMULA

ノ ル ウ ェ ・コ ン ピ ュー タ ・セ ン タに よ って開 発 され たoこ の言 語 は

ALGOLを ベ ー スに した イベ ン ト中心 の言 語 で あ る 。

SIMSCRIPTと 同様 初 心 者 に は若 干 難 しいが 、GPSSに 比 べ

て 複 雑 な シ ミュ レ ーシ ョンが行 なえ る とい う利点 が あ る。

GASP(G。nera1A・ti・itySim・1・ti・n2・ ・g・am)

U・S・ ス テ ィール が開 発 したFORTRANベ ー スの シ ミュ レー

シ ョン言語 で あ る 。概 念的 に はSIMSCRIPTと 似 て い るが 、初 心

者 で も比 較 的簡 単 に扱 え る利 点が あ る。 ま た待 ち行 列 の問題 に 対 して

は 、GPSS・ と同 じよ うに 使 うこ とも可 能 であ る。

も

c

亀

8
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M.多 変 量 解 析

1.多 変量 解 析法 へ の 導 入

われ わ れ は{現 在 数多 くの情 報 に と りまか れ て生 活 して い る。 そ して 、

そ れ らの 情 報 は、 い くつか の 要 因 に よ って構 成 され て い る場 合が あ る 。 た

とえば 、 タ クシ ー料 金 とい う情 報 は、 走 行距 離 と走 行 時 間 とい う2変 量 で

決 定 され る。 す な わ ち多 変 量 的 で あ る とい え る。 この場 合 、 あ る種 の 問題

では 、 そ れ らに含 ま れて い る個 々 の変量 を個 別 に分 析 した のでは、悪 くす る

と誤 った判 断 をす る こ とに な る場 合 が あ る。

次 の例 は あ る病 気 の発病 者 数 を 調べ た もの と しよ う。

表ivl-1が そ の 結 果 で あ る。 性

別 と地 区 を 同時 に 考 え る こ とを し 表Vl-1

な い で、 個 々に そ れ ぞ れ の情 報 を

扱 え ば 、 表VF2、 表Vl-3を 得

る。

も し、 この2つ の表 か ら病 気 は

A地 区 の 男性 に多 い と結 論 した ら

それ は 誤 ま りで あ る こ とは 表M-1か らわ か る。 これ は 地区 と性 別 の 間 に

存 在 す る関係(例 え ばB地 区 は男 性 が 著 し く多 い こ と。)を 無 視 した こ と

に原 因が あ る。

＼ 塾区

バ ＼ A地 区 B地 区

男 45 95

女 90 5
'

4

表W4--2

男 女 計

140 95 235

表M-5

A地 区 B地 区 計

135 100 235

■

、令

`

こ こに 多 変量 で考 え る必 要 が あ る。

しか し一 方 、 われ われ の得 られ る情 報 の すべ てに つ いて 取 り扱 う こ とは

不 可能 で あ る し、 すべ て の情 報 を 同列 に扱 う必 要 もな い。

"信 号 が 赤 であ る
。"と い う情 報 と、"彼 女 が 赤 い 洋服 を着 て い る。 ・

とい う情 報 は 、 は るかに 前者 の 方 が 重 要 で あろ う。 ま た、."彼 女 が 白 い 七
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一 ター を着 て きた。"と い う情 報 と"新 宿に 白 い 高い ビ
.ルが で きる 。"と

い う情 報 では 、 ともに わ れ われ には あ ま り関係が ない 。 しか し、 も し彼女

の ハ ー トを射 とめ よ う とす る男 性 に とって は 、 前者 が 重要 な情 報 とな る。

わ れ われ は数 多 くの情 報 の 中 よ り、 われ わ れ の 目的 とす るい くつ か の重

要 な情 報 を と りだ す必 要 が 生 ず る。 この 情報 を と りだ すい くつ か の 方 法 に

つい て この後 述 べ るが 、 これ らの 方 法 を総 称 して多変 量 解 析 法 とい う。

レ

e

ら

(

2.主 成 分 分 析

い ま あ る事象 を 説 明 す るた め に 、 それに 関連 が あ る と思 わ れ る い くつ か

の説 明変 量 を求 めた とす る。 ところ が 説 明変 量 の数 が 多 過 ぎて 各 変量 の変

動 の影 響 が 把握 しに く くな る こ とが あ る。 ま た求 め た説 明 変数 の う ち、ほ

とん ど不 要 な もの も あ る。 た とえば 、 あ る地域 の米 の 消 費 量 を調べ るた め

に"成 人 男 子 の数"、"成 人女 子 の数.、"子 供 の数"を 得 た とす る。 こ

れ ら3つ の デ ー タは そ れぞ れ米 の消 費量 と高 い相 関が あ る。 しか し、 これ

らの デ ー タ間 に も、 高 い相 関が あ る。本 来 米 の消 費 は"人 口"と い う変量

と関係 が あ り、上 の3つ の 変 量 は 人 口 とい う変 量に 置 き変 えて や れ ば良 い

こ とが わ か る。 この よ うに 全体 の 説 明変 量 の 変 動 を表 わ す数 個 の 新 変 量 を

つ く りだ す こ とが 成 分 分析 の 目的 であ る。

この新 変 量 は、 説 明 変 量 の線 型結 合 に よって 表 わさ れ る 。

い ま最 も簡 単 な例 を考 え てみ よ う。 あ る事 象 を説 明 す るた
=めにXlと い

うデ ー タ とx2と い うデー タを集 め た とす る。 この とき デー タの散 布 図 が

図V【-1の ご とくえ が け る。

この どき長 円の 長 軸 方 向 の成 分 をzエ とし、そ れ と直 交 す る方 向 の成 分

をz2と す る。 このz1、z2が そ れぞ れ第1主 成分 、第2主 成 分 とな る。
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この 第1主 成 分 、第2主 成 分 の軸 の 持 つ 意 味 は 、 こ こでは 、"説 明 しよ

う とす る変 量 を最 も良 く表現 す る軸"と しか いえ ない 。 しか し、 子れ そ れ

の 解 析 結 果 よ り、'推定 す る こ とは 可 能 で あろ う。

わ れ われ の まわ りに あ って一 見 複 雑 で、 科 学 が 立 ち入 るす きが な い と思

わ れ る よ うな も の で も、 この方 法 を う ま く使 え ば 、 解 明 で き るもの が あ る

か も知 れ な い。 た とえ ば"酒 の味"に 対 して"色"、"ご くみ"、"酸 味"

"香 り"
、… … 等 の説 明変 量 を、 ま た"製 品の 売上 げ 高"に 対 して 、"広

告 費"、"セ ー ル スマ ン数"、"小 売 店 数"… … 等 の 説 明変 量 を得 る こ と

に よ り、 従来 カ ンで しか 説 明 で きな か った もの の構 造 が わ か るか も知 れ な

いo

、

1

)
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ろ.因 子 分 析

この 手 法は 、目的 とな る変 量 が 、 い ずれ も仮 説的 な もの であ り、 人間 を

対 象 とす る心 理 テ ス トの結 果 な ど複雑 な因子 の関 連性 解 明 に 心 理学 ・医 学 ・

生 物 学 な どの 分野 で広 く用 い られて来 た。現 在 では 多変 量 解 析 の一 つ の 手

法 と して よ く利 用 され て い るが 、他 の 方 法が 回帰 分析 な ど を中心 と して き

た の に対 し この方 法 は異 な った 発生 を して きてい る。

ところ でい ま、 あ る事 象 を説 明 する い くつか の 説 明変 量 が 与 え られ た と

す る。 先 に も説 明 した よ うに 、 これ らの変 量 は全 く独立 で あ る こ とは な く、

相互 に あ る程 度 の 相 関 を有 す るのが 普通 で あ る。 そ こで 、 これ らの説 明変

量間 に 潜在 す る共 通 な何 らか の 内 因的 な因子 をい くつか 仮 定 す る。

これを"共 通 因子"と よぶ 。 この因 子分 析 法 は まず この共 通 因 子 を見 つ け

出 し、 つ ぎに各 説 明 変 量 を この共 通 因子 の一 次 結 合 で 表 わ す 。 さ らに この

ときの各 因 子 に つ く重 み(因 子 負荷 量)を 求 め る。 この 重 み の 大 きさ に よ

り、多 くの説 明変 量 を い くつか の変 量 の グル ー プに 分類 す る こ とが で きる

し、 また 各 サ ンプル の 因子 得 点 を求 め る こ とに よ り、 サ ン プル の グル ーピ

ン グを行 な うこ ども で き る。

計算 の 方 法な どに お'いて 、先 に述 べ た主成 分 分析 法 と非 常 に良 く似 て い

る。 しか し モ デ ルの構 造 な どに 大 きな ちが いが 見 られ る 。 た とえば 、 主成

分分 析 は説 明変 量 の 組 み で新 しい変 量 を作 り出 したの に 対 し、因 子 分 析 で

は く新 しい 因子 の組 み で、 説 明変 量 をそ れぞ れ 説 明 しよ う として い る。 式
"

に あ らわす と次 の よ うに な る。

主 成分 分 析{・ ・=a・x・+a2×2+'"◆"

z2=blx1十b2x2十 ・・■■・・
人

く

因子分析 x、=a、Z、+a・z・+… …

{
x2=blz1十b2z2十 一 ・…

(但 し …bは ノぐラ メ 一 夕 ・x・x・ は 説 明 変 量'z1'z2)

は 新 し い 変 量(因 子)で あ る 。
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因子 分 析 法 は、 人 間 の 知能 な ど複 雑 な現 象 の解 析 に 広 く用い られ て きて

お り、 新 しい 法則 を見 つけ 出 す場 合 な どに有 用 な 手 法 と思 わ れ るが、 適 用

に 際 しては 十 分 な注 意 が 必 要 で あ る。 た とえ ば い"ま、 ガ ンの発 病構 造 を調

べ るた め に ガ ン患 者 を対 象 に 、 食物 の嗜 好 や 生活 環 境 …:・・等 の デ ー タを集

め 、 それ らの 間 の共 通 因子 を求 め た とす る。 こ の共 通 因 子 の うち のい くつ

か は、 わ れ われ が 目的 とす るガ ン患 者 のみ が持 つ因 子 では な く、 われ わ れ

も共 通 して持 つ因 子 で あ る場 合が 十 分 に あ り得 る。 膨 大 な デ ー タ をあ つ め

超大 型 電 子 計 算 機 で 計算 し、求 め た共 通 因 子 を検 討 し た結果 、"デ ー タの

集 めや す さ"と い う共 通 因 子 で あ った とい うこ とに な りかね な いbわ れ わ
ノ

れの科学的認識は試行錯誤に よって得 られ るもので ある。因子分析法も推

論 の足がか りを作 って くれ るか も知れ ない とい う可能性を持つだけでもある

こ とを認識す る必要が あろ う。

仇

「

4.判 別 分 析.

い ま、 あ る ものが どの グ ル ー プに含 ま れ る か を予 測 しよ う とす る。 た と

一え ぱ 、"良 品"と"不 良 品"や 、 ある商 品 を 竺購 入 す る人"と"購 入 しな

い人 三、 とい った そ れ ぞれ の グル ー プの どの カ テ ゴ リー に属 す るか を判 別

しよ う とす るも の で あ る。. .、

す なわ ち、 い くつ か の グル ー プが あ り、 この グ ル〒 プの 分類 に 影響 を及

ぼ す と思 わ れ るい くつ か の説 明変 量 の 組 を 用 い て 、適 当 方線型 関 数 を作 る。

こ れ に よ り、 各 説 明 変 量が 各 グル ー プに与 え る影 響 を見 るこ とが で きる し、

新 しいサ ン プ ルが どの グル ー プに 属 す るか を判 定 す る こ とも で き るo

い ま あ る化 粧 品 の"購 入 者"と"非 購 入者"の グ ル ー プ分 け を、"商 品

イ メ ー ジ"と い う デ ー タ(x、)と"広 告 の イ メ ー ジ"と い うデ ー タ(k)

の2つ に つ い て 調査 した とす る。 い まそ の うちの1つ の特性X1だ け で判

別 しよ う とす る と図VI-2に 示 す よ うに 重 な り合 って判 別 しに くい 。

ま たx2だ け に つい て見 る と図W-3の よ うに な り、 やは り判 別 は困 難

で あ る。 ところ が 図Vl-4に 示 す よ うに 、 購 入 グル ー プ と非 購 入 グル ー プ

は は っき り分 離 し て い る こ とが わか るoこ こでz=・alx1十a2x2と

一146一

ノ

,



]

い う直 線 を求 める と、22つ のグル ー プは は っき り判 別 す る こ とが で き る。 こ

のzを 判 別 関 数 と言 う。

図Vl-2
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X2

彫
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ソ
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図q噛 一4

非 購 入 グ ル ー プ

B

XX

XX

//'

〃

彩 購入一 プ
'
Z=aエX、 十a2×2

一 般 に は い くつか の 説 明 変 量 が あ り、 この よ うな図 は書 け な い か ら、代

数演 算 に よ り、

・=a・x・+a・X・++a,X,

を求 め る。 このzの 値 は 、 群 間 変 動 と群 内 変 動 の 比 が 最 大 に な る よ うに計
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算 され て い るo(図W-5)

図V【-5
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5.ク ラス タ分 析

この 方 法 は判 別 関数 法 と似 て い るが 、そ れ と大 き く異 な る点 は 、判 別 す

べ きグル ー プが 与 え られて い な い点 で あ る。

い ま 、 い くつか の サ ン プルが あ り、 この サ ン プルに 対 し、 い くつ か の説

明変 量 が得 られ て い る 。 この サ ン プル を なん らか の方 法 で定義 したサ ン プ

ル間 の親 近性(距 離)を 尺 度 と してい くつ か の"か た ま り"(ク ラス タ)

に分 類 し よ う とす る もの であ る。 すな わ ち似 た もの ど う しで グ ルー プをつ

くろ う とい うわ け であ る。 この と きそ の グル ー プが どの くらい の 大 きさで

い くつ あ るの か 、 な どは なに もわ か らな い。

した が って 目的 変 数 は仮 説 的 で あ り、 結 果 と して 与 え られ る分 類尺 度 で

あ る。 た とえ ば 身 体検 査 の結 果 身 長(X、)と 体 重(X2)を 得 た とす る。

これ を プ ロ ッ トす る と図Vl-6に 示 す よ うに な る 。 い ま空間 的 な距 離 を考

えiと 最 も近 い も のがjの とき、1と 最 も近 い ものがiで あ れば 、iとj
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は同 じ ク ラ ス タ で あ る と考 え る。 すべ て のi、jの 組 に つ い て 計算 した

結 果 、 図Vl-7が 得 られ る。

つ ぎに ク ラ ス タ 問 の 距 離 お よび ク ラ ス タ とそ れ に属 さ ない 点 との 距

離 を定 義 し・ 点 とク ラ ス タ とを 同一 に み なせ ぱ、 前 と同様 に してい くつ

か の ・ク ラ ス タ が作b出 せ る。何 サ イ ク ルか の 計算 の結 果 、 図Vl-8を 得

るo

すな わ ち、 この 場 合3つ の ク ラ ス タ に 分類 出 来 た こ とに な る。

`

、

門
も

図Vl-6
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6.数 量化 理 論

こ の方 法 は 、 まず デ ー タ の カ テ ゴ リー化 を必要 と して い る。 い まあ る事

象 を説 明 す るた めの い くつ か の説 明変 量が 与 え られ た とす る。 この 方 法 で

は 、 これ らは カ テ ゴ リー化 され て い るこ とが望 ま しい。 逆 に言 え ば数 量 的

に と らえ られ な い デ ー タ 、例 えば 天候 な どの デ ー タ も晴 、雨 、 曇 り、 な ど

の カ テ ゴ リーで表 わ し、 晴 な らx三=(1、0、0、)と 、1ま たは0の

値 を とる ダ ミー変 量 を 用 いて 表 わす こ とが で きる。

この行 列 が 表W-4の ご と くに 与 え られ る。

よ
言
ノ

表WO--4

、

＼ カ
一

ア コ. リ 一

1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

サ 2 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0

ン 3 0 一 一 一 一 一 一

プ ・ 1 一 一 一 一 一

ノレ
. |

● 1

●

このカ テ ゴ り一 とサ ン プル に そ れ ぞ れ の 目的 に よ り、 数 量 を与 え よ うと

す るも の で、 そ の 目的 に よ り第1類 ～ 第4類 の4つ の 方 法 に 分 け られ る。 ・ 、

(])第1類

これ は 目的 変 量(外 的 基 準)が 数 量 で与 え られ て いる もの で 、重 回帰

分 析 の 説明 変 量 が ダ ミー変 量 に な った もの と同 一 で あ る。

た とえば、あ る会社 の 清 涼飲 料 の毎 日の売 上 げ を予 測 す るモ デ ルを作 る

と次 の よ うに な る 。各 カ テ ゴ リーに 与 え た数 量 は カテゴリー・ス コ ア とよ

ば れ ・ 合成 され た 目的変 量 と与 え られ た外 的 基準 との 相 関係 数 が 最 大 と

な る よ うに 決 め られ る。
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各 カ テ ゴ リー に適 当な値 を与 え る。

(2)第2類

第1類 と同様 に 外 的基 準 を持 つが 、 そ の外 的基 準 が カテ ゴ リー で与 え

られ る点 が 異 な る。

この 方 法は 、 この 外 的基 準 の グル ープ分 けに 影響 を及 ぼ す と考 え られ

る い くつ かの質 的 要 因 の組 を とって きて 、適 当な線 型 関数(判 別 関数)

を つ くる もの で 、先 に述 べ た判 別 関数 と良 く似 てい る。

外 的基 準 に選 挙 の 当選 及び 落 選 を考 え、説 明変 量に 政 党 、地 区 、年 令 、

趣 味 、職 業 …… 等 の カテ ゴ リー を も って くる。

この デ ー タの 解析 結果 か ら、 当選 す るため の 要因 を知 る こ とが で き る

し、 また 立候 補 しよ う とす る 入の 当 落 の判 定 も可 能 とな るで あ ろ う。

(3)第3類

これは 外 的基 準 の な い場 合 で 、先 に 説明 した主 成 分 分 析 、 因子 分 析 と

共通 す る とこ ろが あ るo

表Vl-4で 与 え られ た行 列 の サ ン プル とカ テ ゴ リーに そ れ ぞ れ数 値 を

与 え た とき、 それ らの間 の相 関係 数が 最大 とな るよ うに そ の 数値 を決 め

る もの で、 サ ン プル の分類 とカテ ゴ リーの分 類 を同時 に 行 な いパ ター ン

に 表 わ そ う とす る も の で あ る。

(4)第4類

これ は第3類 と同 じく外 的 基準 の な い場 合 で 、方 法 と して は ク ラス タ

ー分 析 と似 てい る。 い まiとjの 親 近性(eij)が 与 え られ て いる と

き、親 近 性 の あ るも の が近 く、 それ の少 ない ものが 相離 れ る よ うに 、i

な る ものにxiな る数 量 を与 え分 類 しよ う とす るもの で あ る。

ク ラス ター分 析 は 目的 変 量が 分 類 で表わ され るのみ で あ るの に対 し・

この方 法 は それ らの 間 に連 続 的 な数 量 を与 え て い る点 で一 歩進 ん でい る。
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以 上簡 単 に多 変 量 解 析の 方 法 に つ い て 述 べ た が 、 まだ この他 に も数 多 く

の方 法 が 存 在 す る。 また各 論 に つ い て も、概 略 触 れ ただ け で、 実 際 の 問題

を解 くに あ た って は触 れ なか った多 くの 問題 点 が あ る。 しか し、 こ こで 多

変 量 の概 略 を知 り、 その 適 用 可能 な 分野 に つ い て 、 考察 す るこ とが出 来 れ

ば 、 十 分 で あ ろ うと考 え る。 多変 量解 析 は大 げ さに云 え ば、"カ ン"の 数

量 化 で あ り、 そ の専 門 分野 に於 て十 分 な"カ ン"を 持 った人 が は じめ て そ

の 結果 を評 価 出来 る もの と思 わ れ る 。 今後 ます ます そ れぞ れ の分野 で 、色

々な形 で これ らの方 法 が 用 い られ 発 達 して い くで あろ う。 しか し、 計算 方

法が 複 雑 で あ る だけ に 十 分 注 意 して使 用 し、結 果 に対 す る検討 を行 なわ ね

ば 宏 らな い と考 え る。
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